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１話　なんだって私がこんなところで死ななきゃならないのよ！










『……診断モードに移行。状況ＥＸと判定。人格ユニットと仮想人体をディスコネクトします。起きてください』

　そんな声が聞こえてきて、篠しの崎ざき綾あや香かは目を覚ました。

　ずいぶんとおかしな体勢になっていた。

　手足は何かにひっかかっているし、身体からだは斜めになっている。

　さらに身体はうまく動かず、もどかしい。動かないわけではないが、どこか遠くにあるものを操っているような感覚だった。

　何度かの試行錯誤の末に、綾香はコツを摑つかんだ。身体を動かそうと考えてから、実際に動くまでに時間差があるのだ。要はゆっくりと、確実に動かしていけばいい。

　綾香は絡んでいる手足を戻し、どうにか上体を起こしてあたりを見回した。

　座席がずらりと並ぶここは観光バスの中のはずだが、綾香はそう認識するまでに多少の時間を要した。バスの後ろ側半分がなくなっていて、床が斜めになっていたからだ。

　通路は血で濡ぬれていた。少し見上げた先、出入り口側に誰かが倒れている。制服からして男子生徒で、狭い通路に横たわっていた。

　男子生徒の腹には大きな穴が開いている。あれは死んでいるはずだ。あんな大おお怪け我がをして生きていられるはずがない。

　綾香は次に自分の身体を確認した。自分も血まみれで、胸には大きな穴が開いている。男子生徒と同じような状態だというのに、なぜか自分は生きていた。

　綾香は思い出した。

　修学旅行中だった。バスが突然平原に移動してしまい、賢者を名乗る女があらわれ、クラスメイトは自分たちを置いてどこかに行ってしまったのだ。

　わけがわからない状態だ。だが、綾香はひどく冷静だった。

　ただ、淡々と現状を認識していた。

『こんにちは。状況は把握できたでしょうか？』

「誰？」

　先ほども聞いた声だ。それは、綾香の頭の中に直接響いていた。

『私は診断ユニットです。そして、あなたは人格ユニット。篠崎綾香を体現するものです』

「わけがわからないんだけど」

　平板な声を綾香は発していた。確かにわけはわからない。だが、それをなんとも思っていなかった。

『記憶に混乱が見られますね。まずは整理いたしましょう。修学旅行中の我々は、突如謎の生物に殺されました』

　綾香は思い出した。天井を突き破って入ってきた鋭い何かに胸を貫かれたのだ。

　上空にドラゴンがいる。逃げていったクラスメイトはそんなことを言っていた。ならば、それはドラゴンの攻撃だったのだろう。

『正確には、人間なら死ぬようなダメージを受けたので、死亡状態を再現していたということになります。なぜなら、あなたには人間と同様の死は存在しないからです』

　そう言われて、綾香は胸に開いた穴を確認した。一見、それは痛ましい傷口だ。血があふれ、肉がえぐれ、臓器が露出している。だが、本当にそれが人間の体内の様子なのかと言われると、どうにも怪しく思えた。

　ゆっくりと右手を傷口に差し入れて内部を確認する。なんの感覚もなかった。

『我々は人造人間です。無機質と有機質を組み合わせて作り上げられた、生命の模倣品なのです』

　それは衝撃の事実なのだろう。だが、感情は動かなかった。そうなのかと思っただけだ。

「それで。あなたが出てきたのはなぜ？」

『はい。本来、人間なら死ぬような状況になった場合、先ほどまでの状態を維持し続けて回収を待つことになっていました。ですが無線によるネットワーク通信は行えず、周囲の環境は想定外のものとなっています。人間以上の耐久力を持つとはいえ、このままですと我々は機能を停止することになってしまいます』

「停止するって死ぬってことよね？　人造人間なら死なないんじゃないの？」

『はい。生物としての死はありません。記憶情報の保持さえ行うことができていれば、この身体が機能を停止したとしても再生することは可能です。ですが、それは研究所に回収されればの話です。このまま待機し続けていても状況が改善される可能性は低いと判断しました。ダメージが想定以上であり、いくつかの重要な臓器の欠損があります。このままではいずれ身動きがとれなくなります。早急に対応する必要があり、そのためにあなたとの連絡を行ったわけです』

「つまり、この身体を動かせるのは私だけということ？」

『概おおむねそのとおりです。あなたを通してこの身体を操るのが最も効率がよいのです』

「死ぬような怪我をしたから死ぬだけのことでしょう。無理に延命することに意味があるの？」

　何のために自分が作られたのかはわからないが、人造だと言うのなら新たに作ればいいだけのことだろう。今の綾香はそのように考えた。全てがどうでもいいように思えたのだ。

『お前がどう思うかは知らんが、計画遂行ユニットとしては、死なれちゃ困るんだよ』

　別の声が聞こえてきた。様々なユニットがあるようだが、それぞれが個性を持っているのだとすれば、ずいぶんと無駄なことをしていると綾香は思う。

『我々には個性はありません。感情をシミュレートするアルゴリズムを持つのは人格ユニットだけであり、あなたが我々に個性を感じているのは、そのような解釈を行っているにすぎません。実際、今行われているのは会話ではありません。ユニット間プロトコルによるローカル通信です』

「計画って？」

『次世代の人類を作り上げるプロジェクトだ。俺たちは第三計画だな。生物と機械を融合させた個体による人の模倣と、社会への適応状況を観察することになっているって、反応が薄いな』

『仮想人体をディスコネクトした影響でしょう。感情は肉体の、主に脳の影響を受けるものですから』

　怪我による苦痛を切り離すためなのだろう。身体がどこか遠くにあるような曖昧な感覚はそのためで、感情もどこかに置いてきたように綾香は感じていた。

『それだけどよ。こういう不自然な状況は計画遂行ユニットとしちゃ、首肯しかねるな』

『メディカルユニットとしては、最善の方法だと思っていますよ。自然な状態と言われましても、この場合は死んでいるのが自然ということになるんですから』

『バトルユニットからの意見としては、今のままじゃ戦うことすらできないわね。エネルギーのほとんどを生命維持に回してるんだけど、底の抜けたザルに水を流してるようなものよ。すぐに力尽きてしまうわ』

『以前から疑問に思ってるんですけど、バトルユニットって必要なんですか？』

『とりあえず、仮想人体のみ修復するってのはどうだ？　胸に大穴が開いてるのは見ないって方向で』

『それについては大丈夫ですよ。視覚情報をマスクいたしますので、人格ユニットからは無傷の状態に見えるようにできます』

『そうですね……人格ユニットがこのままの状態では活動に支障を来しますので』

　途端に様々な感覚が蘇よみがえり、綾香は混乱に陥った。

「ちょっと！　するならするで、予告とかしなさいよ！」

『すみません、何分初めてのことでして』

『で、どうよ。このまま死ぬつもりか？』

「まさか！　なんだって私がこんなところで死ななきゃならないのよ！」

　先ほどまでの厭えん世せい観かんにとらわれていた状態が噓うそのようだった。

　綾香は身体を確認した。胸に開いた穴は元通りになっている。制服も以前のままで、血の汚れなどは完全になくなっていた。

　これは中々に衝撃的な体験だった。こんなことができるとなれば、自分の見ているものの真偽が実に疑わしくなってくる。

「あんたたちが私の中にいるってことはわかったし、私が人造人間だっていうならそうなんでしょうよ。で、私はどうすればいいの？」

　綾香は、この世界が現実なのかなどという壮大な疑問は、この際、無視することにした。それは気にするだけ無駄なことだろうからだ。

『損失した箇所を補う必要があります。有機質を取り込んでください』

　メディカルユニットが言わんとしていることを察し、綾香は目の前に転がっている男子生徒を見つめた。

　桐生きりゆう裕ゆう一いち郎ろうだ。バスに残された四人のうちの一人。綾香と同様の目にあったのか、腹に大穴が開いている。

「取り込むって……これを？　冗談じゃないわ！　どれだけ困窮しようと、人を食べたりなんてするもんですか！」

『そうですね。無理にとは言いません。そもそもこの程度では足りませんので』

『俺も人間を取り込むのは反対だ。それは、計画に反する行いだろう』

「私は後どれぐらい動けるの？」

『おおよそ三十分程度でしょうか。ユニット間での議論が長引いてしまいましたので』

「とにかく人間を食べるとか取り込むとかは論外だから！」

　綾香はバスから出ることにした。

　斜めになった床を下り、壊れた後部から平原へと出る。

　わけのわからないことが立て続けに起こっているが、やはり一番不思議に思えるのはこの景色だろう。

　バスは雪山を走っていたはずなのに、いつのまにか春の陽気に包まれた平原にいるのだ。こんなことがありえるとはとても思えなかった。

「あと二人いたと思うんだけど。どうなったかわかる？」

『バスに残されていたのは、高たか遠とお夜よ霧ぎりと壇だんノの浦うら知とも千ち佳かですね。少なくともこのあたりで死んでいるということはなさそうです』

「私が死んでいる間の記録とかはないわけ？」

『死んだ人間が何かを見たり聞いたりするわけがないだろ？　俺たちがやっていたのは、研究所への通信だけだ』

「なんなのその頑かたくなな方針は」

『確かに融通が利かない部分があったことは認めよう。だが方針転換だ。今は、取れる手段は全て取って、どうにかして研究所へ帰還するのが俺たちの最優先目標になっている』

　あたりを見回す。

　どこまでも平原が続いていた。近くには森があり、離れた所には街らしきものが見えている。

　そして、バスの側そばには大きな爬は虫ちゆう類るいらしきものが倒れていた。これがドラゴンなのだろう。桐生と綾香を殺した存在だ。

　見ていると怒りがわき上がってくる。綾香はドラゴンに近づき頭部を蹴飛ばした。

　すると、ドラゴンの首は勢いよく跳ね、おかしな方向へとねじ曲がった。

「え？」

　綾香は呆ぼう然ぜんとなった。軽く蹴ったつもりだったし、硬そうな鱗うろこに撥はね返されるだけだと思っていたのだ。

『現状、無理矢理に身体を動かすためにリミッターが外れています。注意してください』

『この生物の質量なら、損失した部分の修復に足りるかもしれません』

『人間を食うよりはましだな』

「……これを？」

　あらためてドラゴンを見る。

　表皮は頑丈そうな鱗で覆われている。食べられる部位を探すには手間取りそうに思えた。

『我々の知識にはない生物ですが、おそらくは爬虫類。中生代に存在していたと思われる恐竜のようなものでしょう。炭素生物には違いないかと』

　綾香は少し迷った。だが、他にいい案も思い付かない。残り時間はもう三十分を切っているのだ。

『判定ユニットとしてはこのまま余計なことはせずに人間として死ぬのもありかと思っております。これまでの記録を厳重に保管しておけば、いずれ誰かが見つけてくれることでしょう』

　計画とやらが人間を作りあげることなら、それは死をもって完結するのだろう。ここで死んだとしても、それは貴重な実験の成果だとでも言いたげだった。

　綾香は考える。ここで死んでしまっていいものかと。

　死にたい理由などない。綾香の人生はこれまで順風満帆だったのだ。これから先も幸せを約束された人生を歩み続けるはずだった。

　まだ高校二年生だ。これから先、いくらでもやるべきことはあるだろう。なのに、こんなわけのわからない場所で人生を無に帰してしまっていいものか。

「それに、なんだって私があんな奴やつらにいいように利用されて死ななくちゃならないのよ！」

　クラスメイトたちのことを思い返すと、腸はらわたが煮えくりかえりそうな激情に襲われた。

　クラス全員で逃げる方法を考えてもよかったはずだ。なのに彼らは、実に安易で非情な決断をあっさりと下した。

　あの時点ですでに、無能力者に対する差別意識のようなものが芽生えはじめていたのだろう。

　それを赦ゆるすことができなかった。

　なによりも、篠崎綾香を見下すような人間がいることを許容することができなかったのだ。

「どうすればいいの？」

『まずは組成を知りたいので、少しばかり口にしてもらえませんか？』

　綾香はドラゴンの鱗に手刀を突き刺した。

　あっさりと貫通し、生温かい肉の中に手が潜り込む。適当に肉を引きちぎり、綾香はそれを口に運んだ。常の彼女ならこんなことはできなかっただろう。だが、なんとしても生き延びて、クラスメイトたちに思い知らせてやる。そんな昏くらい感情が、おぞましい行為を可能にしていた。

　ドラゴンの血肉は甘かった。口にした瞬間、蕩とろけるような快感を覚えたのだ。そして、強烈な飢餓感に襲われはじめた。

『問題ないですね。十トンほども食べていただければ十分でしょう』

『こんなわけのわからない生き物の肉を食うってのもなぁ。まあ人間を食うよりはましかもしれねーけど』

　綾香が、ドラゴンのほとんどを喰くらい尽くすまでにさほどの時間はかからなかった。













２話　もうちょっと、きゃーきゃー言っといたほうがいいのかなぁ










　ガルラ峡谷を数日かけて抜け、壇ノ浦知千佳と高遠夜霧はメルド平原に辿たどり着いた。

　二人は装甲車に乗ってここまでやってきたのだ。

　そして、峡谷と平原の狭はざ間まで停車し、これから向かう平原を見つめていた。

「なんか思ってたのと違う……」

　運転席から平原を見回し、知千佳はぼやいた。

　緑の絨じゆう毯たんが広がる、風ふう光こう明めい媚びな平原を知千佳は思い浮かべていたのだ。

　たしかにメルド平原は美しい。だがそれは、異様な美しさだった。

　ここにあるものは、全てが結晶のようになっているのだ。

　地面に生えている草らしきものも、ところどころに生えている木も、地を這はう蜥蜴とかげのような生き物も、何かの集落らしき場所にある建物も。全てが鋭利な、結晶のようなもので形作られていた。

　空を見上げれば、そこにも結晶で作られた網のようなものがあるらしく、太陽の光は散乱してしまっていた。

　そして、見通しが悪かった。平原のはずなのに遠くがよくわからないのだ。結晶で光が反射しているためと、薄く靄もやのようなものがかかっているためだった。

「別名、水晶平原って言うらしい」

　夜霧が知千佳ほど驚いていないのは、この地の様子を知っていたからなのだろう。

「別名のほうを先に言ったほうがいいんじゃないかな！　ってなんで、高遠くんはそんなこと知ってんの？」

「コンシェルジュの人に地図をもらった時に、そんな説明もしてもらった気がする」

　夜霧が悪びれる様子もなく言う。知千佳もたいしたことでもないかと思いなおした。

「村っぽいものがあるってことは人が住んでるのかな？」

「あれに住めるっていうなら、普通の人間じゃないだろうね」

　何もかもが鋭利にできているのだ。生身の人間が生活することはとてもできないだろう。

「わかった。たぶん、あそこに住んでるのは結晶人間みたいな人なんだよ。ほら、なんか犬っぽいのが歩いてるけど、あれもそうだし」

　集落のあたりで何かが動いているのが見える。それは、結晶で形作られた四足動物だった。形態と動作からすると、おそらくは犬なのだろう。

「襲ってくるって感じでもなさそうだね。俺、犬だったら極力殺したくないからよかったけど」

　犬らしき生き物は、突然やってきた装甲車と中にいる知千佳たちを意識しているようだが、それはただの好奇心からのようだ。

「犬、好きなの？」

「飼ってるよ。もうじいさんだから、ちょっと心配だけど」

「うちも犬いるよ。お姉ちゃんが動物好きだから、犬以外にもいろいろ飼ってるけど」

『うむ。壇ノ浦家では代々秋田犬を飼っておる。壇ノ浦流には、犬を戦わせる術もあるからな！』

　もこもこが二人の間にあらわれて言った。

「……あの首筋に嚙かみついてぐるぐる回る技、お姉ちゃんが仕込んだんじゃなかったんだ……」

　てっきり、姉が酔狂からそんな技を教え込んだものとばかり知千佳は思っていたのだが、どうやら家ぐるみでやっていたことらしい。

『でだ。何も犬のことを話にきたわけではない。ここにはそこはかとなくヤバげな雰囲気がただよっておるから気をつけるがいい！』

「ふんわりしすぎで気をつけようがないんだけど？」

『そうだな。呪いの類とでもいうのか。それがこのあたり一帯に充満しておるな。まあ、我が対処できるレベルではあるのだが』

「高遠くん。また、何か勝手に殺してない？」

　夜霧は以前、瘴しよう気きに反応してその源をうっかり殺してしまったことがあったのだ。今回も似たケースになりはしないかと、知千佳は不安になっていた。

「あれ以来気をつけてるよ。それにその呪い？　出所がはっきりしないな。ぼんやりとした感じで、今すぐ危険ってことはないと思うけど」

　ならば大丈夫なのだろうと知千佳は納得した。

「ま、それはともかく！　進むしかないんだけど、これ、車で通れるのかな」

『装甲車だからな。パンクには強いのではないか？』

「進行方向の障害物を殺しながら進むのは可能かな。まあ、草っぽいものを潰すぐらいならありだと思うけど」

　夜霧は邪魔ならなんでも殺すというほど短慮ではない。一応気を遣ってはいるのだ。ただ、その常識は知千佳とは若干異なっている点もあった。

「これが本当に草なんだとしたら、その後二度と生えてこないって感じ？」

「草なんだとしたら、種が根付けばまた生えてくると思うけど。殺すのは草だけだし」

「うーんと、地図で見た感じだと、平原はそれほど広くもなさそうな感じだし、一気に行っちゃえばいいかな。峡谷みたいに入り組んでるわけでもないし」

　峡谷を通っている鉄道路線は、そのままこの平原も縦断している。線路を見つけて並走すれば王都に辿り着けるはずだった。

　平原を避けるなら、かなり遠回りすることになるだろう。

『しかしだ。こういう何かいわくありげな場所を素通りできる気がしないのだがな？』

「まあ、これがゲームなら峡谷の次のステージってことだよね、ここ」

「ここから右のほうに行けば線路かな。駅っぽいものもあるみたいだけど」

　夜霧が、知千佳の持つ地図を覗のぞき込んで言う。平原は東西には広いが南北にはさほどでもない。車でなら一時間も走れば通りぬけることができそうだった。

「じゃあ行ってみますか」

　装甲車のエンジンを始動させると、スムーズに動きはじめる。知千佳の運転は実に手慣れたものとなっていた。

　結晶化している草は、夜霧が対処しているためなのかあっさりと砕け散っていく。パンクの心配はいらないようだ。

　地図を頼りに走っていると、すぐに線路が見えてきた。

　さすがに線路周辺は結晶化していないらしい。駅らしき建物も、一部結晶化の形跡は見られるが原形は留とどめている。

「駅に寄ってみたほうがいい？　このあたりは特殊な感じだし事情を聞けるならそうしたいけど……私たちお尋ね者みたいな扱いなのかな？」

　賢者に狙われているようではあるのだが、賢者の従者であるリョウタは知千佳たちを捕らえようとはしなかった。自分たちがこの世界でどう扱われているのか、よくわからない状態なのだ。

「こそこそしてたって仕方ないよ。これから王都に行くわけだけど、そこでも逃げ隠れするの？」

　夜霧は自分たちが追われる身かもしれないということをあまり気にしていないようだった。

　ならばと知千佳も覚悟を決めた。

　装甲車を駅に寄せて停車する。

　駅舎はこぢんまりとした建物だった。こんな場所だ。ここで汽車を乗り降りする者はほとんどいないのだろう。

　二人は車から降りた。

「寒い！　急にどうなってんの!?」

　急激な気温の変化を感じた知千佳は、思わず声を上げた。

　ここにくるまでは温暖な気候だったので、この地の環境によるものなのだろう。

　気候と関係があるのかはわからないが、結晶だらけのこの地はどこか寒々しく見えた。

「氷でできてるってわけでもなさそうだけどな。ま、とりあえず中に入ろう」

　夜霧が駅舎のドアを開ける。

　入ってすぐは待合室になっていた。中央には暖房器具があり、木製の長椅子がそれを囲むように置いてあった。

　入り口の向かい側にも扉があるので、そちら側には改札やプラットホームがあるのだろう。

「誰もいないね」

「無人駅……ってことはないのか。暖房がついてるし」

「じゃあ、中も見てみようよ」

　そう知千佳が提案したところで、奥の扉が開いた。

　入ってきたのは制服を着た青年だったが、その様子は異常だった。

　蒼あお白じろい顔で腹部を押さえているのだが、そんなことでは止とまらないほどの出血をしているのだ。

　その足取りは頼りなく、視線はふらふらとして定まっていない。明らかに重傷だ。

「え？　って大丈夫ですか!?」

　知千佳は慌てて駆け寄ろうとしたが、夜霧が肩を摑んで制止した。

　パン！

　乾いた破裂音。

　銃声だ。知千佳がすぐにわかったのは、実家で何度も聞いたことがあるからだ。

　青年は倒れ、血が床にあふれ出した。背後から心臓を撃たれたのだろう。即死だった。

「逃げられたと思ったぁ？　残念でしたぁ！」

「くそ！　俺の負けかよ。うぜぇなあ。とっととくたばりゃいいのによ！」

「な？　腹撃ったってすぐには死なねえんだよ」

「けど、お前ひでえよなあ。仲間の所まで案内したら助けるんじゃなかったのかよ？」

「そりゃ生きる希望でもなけりゃ必死にならないし、賭けにならんからな」

　そして、軍服らしきものを着た五人の男が、ずかずかと待合室に入ってきた。

　誰もが拳銃を手にしていた。この世界で開発された武器なのか、知千佳が知らない形の銃だ。

「お？　ここにはじじいしかいねーって話だったけどよぉ。俺たちすげー運がいいんじゃね？」

　すぐに男たちの視線が知千佳に集中した。実に下卑た、この世界に来てから何度も向けられたことのある邪よこしまな視線だ。

「死ね」

　夜霧がそう口にすると、軍服の男たちは即座に倒れた。にやついた顔をしたまま、何が起こったのかまるでわからずに死んだのだろう。

「えーと、この状況はどうしたら……」

　急な展開についていけなくて、知千佳はぼやいた。

「撃たれた人はもう死んでるし、できることはないよ。別に俺らが原因ってわけでもなさそうだし」

　ずいぶんと突き放した物言いだが、知千佳はそれを非難できなかった。自分も似たような感覚だからだ。

　冷たいようではあるが、突然出てきた見知らぬ他人が死んでもあまり感情が動かなかった。

「でもこれじゃ、なにがなんだかさっぱりなんだけど。何のつもりかを確認したほうがよかったんじゃない？」

「けどさ、こいつらは俺を即座に撃ち殺すつもりだったから、話を聞いてる余裕はなさそうだったけど」

　夜霧は殺意や危険を感知できる。脅威には強弱があるようだが、今の場合は差し迫ったものだと判断したのだろう。

「じゃあさ、前にやったみたいに、一人ずつ殺して脅すとか……って、なんかすごく黒くなってんな、私！　今の話はなしで！」

『この状況でまったく動じていないあたり、壇ノ浦の後継者としては頼もしい限りだな！』

　もこもこは腕組みをして、うなずいていた。

「あー……もうちょっと、きゃーきゃー言っといたほうがいいのかなぁ……」

　まるで豪傑であるかのような評価をされて、知千佳はやるせなくなってきた。

　夜霧は倒れた男たちを調べていたので、知千佳の発言は聞いていなかったようだ。

「銃はもらっとこう。もこもこさんはこういうのも詳しいんだよね？」

『うむ。仕組みは我が知っているものとそう変わらぬだろうし、使い方も似たようなものだろう』

「見た感じ、荷物はさほど持ってないみたいだから、本隊みたいなのがあるのかもね。まさかここら辺に住んでる人ってことはないと思うんだけど」

「王都の兵隊さんってことはないの？」

　この近くで兵士がいそうな場所となると、すぐに思い付くのは王都だった。

「この国とか王都とかのことをよくわかってないからなんとも言えないな。何にしろ、さっさと移動したほうがよさそうだ」

　夜霧はさっさと見切りをつけて駅を出ていこうとしている。

　知千佳は、何かめんどくさい人たちを殺したのではないかと思うと気が気ではなかった。
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　結晶化した地帯を抜けるころには、巨大な城壁が見えてきた。

　高く長いその壁は見渡す限りどこまでも続いている。その中が王都だというのなら、かなりの広さだろう。

「城塞都市っていうのかな。こういうところって壁際だと日中も暗くて不便そうだよね」

　夜霧が助手席でのんきそうにしているが、知千佳はそんな気分にはなれなかった。

「ごめん。慣れてきたと思ったけど、これホントどん引きだ……」

　見ないようにしようとは思っていたが、やはり気になって何度もバックミラーを見てしまう。

　そこには、死体の山が築かれていた。

『一人殺せば殺人者、千人殺せば英雄とは誰の言った言葉だったか。それに則のつとれば、小僧は英雄ということになるのか？』

　千人どころではない数の兵士たちが、平原に倒れていた。

　駅を出た知千佳たちは、線路沿いに装甲車を走らせたのだ。

　すると、駅で殺した兵士と同じ軍服を着た者たちがあらわれて、装甲車に攻撃を仕掛けてきた。

　当然夜霧は迎撃したのだが、いくら殺しても次から次へと兵士たちがあらわれる。

　埒らちがあかないので強引に車を走らせ、結果、どこかの軍隊らしき集団は壊滅したのだ。

　全滅するまで襲ってくるなど異常としか言えないが、その理由は知千佳たちにはわからなかった。

「襲ってくるほうが悪い。それにこんな所で時間かけてる場合じゃないよ。クラスの奴らはもう王都に着いてるかもしれないんだし」

　魔神を封印していた塔の周辺では時間の流れが乱れていたらしいし、ここまで来るのにもけっこうな時間がかかってしまっている。

　汽車も運行を復旧したようで、何度か通り過ぎていくのを知千佳たちは目撃していた。それに乗っていたとすれば、クラスメイトはもう王都に到着しているかもしれないのだ。

「ちょっと眠くなってきたし、寝る」

　そう言うと夜霧はすぐに寝息を立てはじめた。













３話　この世界って地球みたいに丸いわけじゃないの？










　天盤喰らい。

　それを語るには、まず天盤について説明する必要がある。

　簡単に言ってしまえば、天盤は、世界の器であり、世界そのものだ。

　天盤の上に、その世界を構成する様々なものが載っていて、そこには何らかの知的生命体が棲せい息そくしている。

　それは概念的なものであって、たとえば夜霧たちが元いた世界では宇宙が天盤に載っているし、今いる世界では、天盤の上に海と大地が直接載っている。

　つまり、その世界の主な観察者が認知する世界の土台となるものが天盤ということだ。

　その天盤は無数に存在していて、その天盤を内包するのが、〝海〟と呼ばれる空間だった。天盤は、〝海〟の中に浮かぶ泡のようなものなのだ。

　ちなみに、海に喩たとえているように、この空間には深度が存在する。深度が同じ天盤同士なら行き来は簡単だし、下位の天盤へ移動するのはさらに容易なのだが、問題は上位の天盤へ移動しようとした場合だ。

　この場合には莫ばく大だいなエネルギーが必要となる。夜霧たちがそう簡単に元の世界に帰れない理由の一つだ。

　さて、天盤が何かがわかったところで、天盤喰らいについてだ。

　これは〝海〟に棲息する生き物で、〝深海魚〟とも呼ばれている。

　〝海〟の中を自在に泳ぎ、天盤を糧に生きる。つまり世界を喰らう存在だった。

　その世界に神と呼ばれるような高位の知性体が存在すれば話は別だが、たいていの場合は、天盤喰らいの存在に気付くことすらできない。

　世界を丸ごと食い潰され、咀そ嚼しやくされるのだ。その世界の住人からすれば、何の前触れもなく、わけがわからないまま全ての存在が消失することになる。

　天盤喰らいの行動原理は単純で、〝海〟の中をうろうろと泳ぎ回り、天盤に気付けばそれを喰らう。抵抗にあえば戦うし、敵かなわない、もしくは面倒だと判断すれば逃げ出す。そんな程度の本能しか持たない存在なのだが、悠久の時を過ごすうちに、知性に目覚める者も少ないながらあらわれる。

　天盤喰らいが知性に目覚めた場合に取る行動は様々なのだが、最終的には天盤内の知性体と接触しようとするのが常だった。〝海〟は、知性のある者にとって退屈すぎる場所だからだ。

　そして、夜霧たちが通り過ぎたメルド平原には、〝海〟で生きることに飽きた天盤喰らいが、人の姿で存在していた。
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　知千佳たちの乗っている装甲車は、王都のすぐ近くで停車していた。

　夜霧がまだ寝ているので、起きてから王都に入ろうと知千佳は考えていたからだ。

『天盤は天蓋と呼ばれる境界で囲まれているというわけだ。これが、先ほどの説明でいうところの〝海〟に浮かぶ泡というやつだな』

「ねえ。そんなのまるで信じられないんだけど？」

『ふむ。しかし、お主が宇宙論を駆使して反論してくるというならまだしも、なんとなく、そんなの信じられなーい！　みたいなノリで言われてもな。お主が世界の何を知っているというのだ？』

　暇な知千佳は装甲車の運転席で、ハンドルにもたれかかりながらもこもこと雑談に興じていた。

　もこもこはいろいろと鬱陶しいが、特にすることもない今、話し相手としては便利な存在だ。

「けどさ、そんなの私たちの常識と全然違うわけでしょ？　もこもこさんはなんでそんなことを知ってんの？」

『それは、我が高位神霊であって、高次情報レイヤーにアクセスできるからだな。天盤世界全体のシステムを理解しておるというわけじゃ』

「じゃあ、こんな異世界があるとか、もともと知ってたわけ？」

『なんとなくだがな。ただ、こんな古代人が考えていたかのような、平へい坦たんな大地と海が続き、世界の端から海の水が滝となって流れ落ちるような世界があるなどとは思いもしなかったが』

「え？　この世界って地球みたいに丸いわけじゃないの？」

『そのようだな』

「そんなことがわかるんならさ、この世界の地図とかわかるんじゃないの？　だったら峡谷で迷う必要全然なかったじゃない」

『この世界の情報にアクセスする権限を我は持っておらんのだ。わかるのはごく基本的な情報のみということになる』

「じゃあさ。元の世界の情報とかは？　そのなんとかレイヤーは全ての世界で共通のシステムなんでしょ？　検索みたいなことができるんじゃないの？」

『あれだ。リージョンがあるのだ。この場所から、アクセスできる情報にも限りがあるのだ』

「それって、おま国ってやつだよね!?　ていうか、高位神霊とかいうわりには使えないな！」

　ちなみにおま国とはネットスラングの一つだ。地域制限により日本から他国のゲームを買えない状況を揶や揄ゆして「おまえの国には売ってやらねえ」と表現し、その略称として使用する。

『うむ。そう言われても、我は壇ノ浦の家と土地についておる土着の神霊ゆえ、地元を離れてしまうと本来の力が発揮できぬのだ』

「はぁ……結局、帰れるのかなぁ、私たち」

　話が途切れたところで、知千佳は溜ため息をついた。

　元の世界に帰るのが目標だが、いまだにその具体的な手段はわかっていない。

　もこもこの話によれば、ここは〝海〟の底にある世界で、元の世界に戻るには莫大なエネルギーが必要になるとのことだった。

　最悪の場合は、この世界で生きていくことを考えなくてはならないのだろう。

　──その場合って、どうなるんだろう？

　生活資金は問題ないだろう。コンシェルジュに運用を任せている資産も増え続けているようだし、手元にある現金や貴金属もしばらく生活するには十分な量だ。

　現代日本人でも不自由はないぐらいに文明レベルが高い街はあるので、日々の生活で困ることもないだろう。

　だが、そうは言っても、この世界で快適に暮らせるかというと疑わしかった。

　主な問題は治安である。

　この世界では、頭のネジが何本か外れているようないかれた奴らが、結構な頻度であらわれるのだ。

　彼らは人の命などゴミのように扱い、傍若無人に振る舞って、強大な力を振りかざす。

　どれだけ慎つつましやかに暮らしていようと、そんな奴らがあらわれた瞬間に穏やかで平穏な日々は水泡に帰すだろう。

　──実際、高遠くんがいなかったら、どうしようもない状況ばかりだったし。

　知千佳は助手席でぐっすりと眠っている夜霧をちらりと見た。

　実にあどけない寝顔で、何もかもを殺すような存在だとはとても思えない。

『このまま、小僧と暮らせばよかろうが』

「うわあ！　って、なに？　心でも読めんの!?」

　考え込んでいたところに話しかけられ、知千佳は驚いた。

『そんな、便利な能力の持ち合わせはないな。これはただの洞察力というやつだが、お主、自分が実にわかりやすい人間だという自覚はあるか？』

「わかりやすくて悪かったね」

　知千佳は頰を膨らませた。

　たしかに、このまま夜霧と一緒に暮らしていくのだろうかと考えていたのだ。

『ふむ。まあ別に小僧でも悪くはないがな。少なくとも見た目はよい。壇ノ浦の血に取り入れるのもいいだろう』

「いきなり、なに言っちゃってんの!?」

『おかしいか？　戻れぬのなら、この地で壇ノ浦の血脈を保つしかなかろうが。それとも何か？　他に好いておる男でもおるのか？』

「いや、それは別にいないんだけどさ……けど、高遠くんにも選ぶ権利が……」

　こんな状況でなし崩し的に、というのはどうなのか。

　他に選択肢のない状況でなんとなく付き合うのは、あまりに事務的すぎてロマンがない。そう思ってしまうのだ。

『小僧も憎からず思っておるはずだがな。と、起きたようだぞ？　直接聞いてみてはどうだ？』

「今の内緒だからね！」

「何が？」

　身を起こした夜霧が、目をこすりながら聞いた。

「なんでもないから！　それはそうと、王都の前まで来てるんだけど、どうしようか」

「そうだな……」

　夜霧はまだぼんやりとした様子だが、王都周辺の観察を始めた。

　知千佳もあらためてあたりを見る。

　すぐに目に付くのは巨大な城壁だ。知千佳がなんとなく想像する標準的なサイズよりもかなり大きい。目算で五十メートルほどの高さだろう。

　そして、城門もかなりの大きさだ。知千佳たちの乗る装甲車なら五台は並んで通れるほどだった。

「車で入っても大丈夫かな？」

「大丈夫だろ。普通に通ってるみたいだし」

　時折、馬車や車が城門を通っていくのが見えた。検問はやっていないようなので、中に入るだけなら問題はなさそうだ。

「ていうか、普通に車とかあるんだね」

　車はそれなりに普及しているようだが、装甲車に比べればかなりシンプルな形のものだった。

『ところで、囲まれているようなのだが？』

「え？」

　知千佳はあたりを見回した。

　いつの間にか軍服を着た衛兵らしき者たちが車のまわりに陣取っていた。

「今のところ殺気は感じないけど……こんな怪しい車が王都の近くに停とまってたら、普通は調べにくるよな」

　夜霧が気付かなかったのなら害意はないはずだ。

　だが、それぞれの衛兵は杖つえを装甲車に向けて構えているので臨戦態勢にはあるのだろう。こちらが怪しい動きを見せれば攻撃してくるつもりなのだ。

「悪かったね！　けど、こそこそする必要もないと思ったんだけど！」

　まさか、ここまで警戒されるとは知千佳も思っていなかったのだが、この装甲車は賢者関係者が開発したものだ。賢者と国の関係性によっては、いきなり敵対関係になることもありえるのだろう。その点にまったく考えが及んでいなかった。

「もこもこさんは囲まれるまで気付かなかったの？」

　ばつが悪くなった知千佳は話をそらした。

『何やら気配遮断系の術を使っておるな。近づくとバレる程度のものではあるが』

「平原で倒した奴らとは恰かつ好こうが違うな。あいつらなんだったんだろ？」

　確かに軍服は異なっていた。所属によって異なるのかもしれないが、デザインコンセプトそのものが違っている。つまり、この王国とは別の組織のように夜霧には思えたのだろう。

　しばらくすると、代表者らしき者が装甲車の前にやってきた。

「むっちゃこっち見てるんだけど」

「このままじっとしてたらどっかに行ってくれるってことはなさそうだな」

　代表者らしき者が知千佳の目を見て何事かを話している。知千佳はサイドウインドウを開いた。

「すみませんが降りてきていただけますか？」

　そう聞こえてきた。

「従うしかないかな。無法者ってわけでもなさそうだし」

「まぁ……とりあえずは降りて話すしかないのかな。いきなり逮捕されるとかそんなんじゃなければいいんだけど」

「ま、拘束するとかいうことなら抵抗するけどね」

「抵抗……抵抗なぁ」

　夜霧が抵抗すれば死し屍し累るい々るいになる。

　できればそれは避けたいが、穏便に済ませることができなければそれも仕方がないのだろう。そんな可能性も考慮に入れつつ、知千佳は車を降りた。

「こんにちは。私は南中央門の警備責任者でトルクスと申します。おかしな車が停まっていると通報がありまして、事情を伺いに参りました。私の記憶に間違いがなければ、その車両は不死機団のものかと思うのですが？」

「ああ……確かにそんな人たちの車だったよ、これ……」

　あんな無茶苦茶をやる奴らだ。この装甲車が、悪名とともに世に知られていても不思議ではなかった。

「俺たちは不死機団じゃないよ。もらったんだよ、これ。ハナブサの領主のリョウタさんって人にね」

「ほう」

　トルクスが目を細めた。

「高遠くん！　むっちゃ疑われてるっぽいよ！」

　知千佳は隣にいる夜霧に耳打ちした。

「どちらにせよ、賢者レイン様の関係者ということですね？」

　ハナブサ周辺はレインの管轄化にあった。不死機団もレインの部隊なのでそう関連づけるのは当たり前だろう。

「もちろんご存じかとは思いますが、我がマニー王国の王都周辺はサンタロウ様の管轄化にあります。サンタロウ様からは、不死機団の越境行為は度が過ぎているということで、十分警戒するようにと指示がありまして。現場判断で迎撃してもよいことになっているのですが」

　衛兵たちの緊張が一気に高まった。

「困ったな。別に不死機団とは関係がないんだけど……。そうそう、俺たちは賢者シオン様の賢者候補なんだよ。賢者の試練みたいなやつのためにここまで来たんだ」

「確かに賢者シオン様から通達はありましたし、賢者候補様方はすでに到着されておりますが……しかし、遅れてこられる方がいるとは聞いておりませんが？」

「ああ！　なんか話がさらにめんどくさいことに！」

　トルクスの疑いの眼はますます強まっていた。

「賢者候補様ということでしたらギフトはお持ちなのでしょう？　鑑定はさせていただいても？」

「いいよ」

「大丈夫なの？」

　軽々しく了承する夜霧に、知千佳は再度耳打ちする。

「大丈夫だと思うよ。セレスティーナさんを信じよう」

　そう言われて知千佳は思い出した。知千佳たちはコンシェルジュのセレスティーナの手によって、ステータスの偽装が行われているのだ。

　トルクスが声をかけると、知千佳たちを囲んでいる者の中から術者らしき者がやってきて、トルクスに報告した。一目見ればすぐにわかるものらしい。

「なるほど。確かに賢者候補様ではあるようです。ですが、この手の偽装は比較的簡単ですので参考程度にしかならないのですよ」

「ああ、もうどうしろってのよ!?」

　さすがにただ街を守っているだけの衛兵を殺して通るわけにもいかないだろうし、この調子では街に入った後も問題が山積みだろう。

　どうにかこの場は逃げ出すしかないかと知千佳が思ったところで、夜霧がズボンのポケットを探りだした。

「そういやさ。リックさんに、王都で面倒なことがあったらこれを見せろって言われてたんだった」
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　夜霧が取り出したのは二つのペンダントだった。ペンダントトップは円形でそれぞれに複雑な意匠が施されている。

　途端に衛兵たちは、その場に跪ひざまずいた。

「え、それなに？」

「リックさんにもらったんだ。ああ、こっちは壇ノ浦さんの奴だよ。渡すの忘れてた」

　夜霧がペンダントを手渡してきたので、知千佳は素直に受け取った。

　リックは峡谷の塔で出会った剣士だ。塔ではいろいろなことがあったが、最終的にリックは剣聖になっている。

　知千佳は知らなかったが、リックと別れる前に夜霧は何やら話をしていたらしかった。

「てか、リックさん何者!?」

　こんな小さなペンダントを見ただけで、衛兵たちの態度が一変していた。













４話　剣からビーム出るような人たちに勝てるわけないでしょ！










　夜霧は自分が手にしているペンダントをまじまじと見つめた。

　金色の鎖の先に、硬貨ほどの大きさの丸いペンダントトップが付いている。

　目立つモチーフは竜と剣と獅し子しだろう。それらが精緻に刻み込まれていて、確かに貴重な品なのかもしれないが、それにしてもこの状況はおかしいと夜霧には思えた。

　今、夜霧を尋問していた衛兵たちはかしこまって跪いている。このペンダントを見たためだろう。だが、こんな小さなペンダントの意匠など遠目に見てもよくわからないはずなのだ。

「えーと、なんなんだろ、これ？」

　当然、知千佳もわけがわからないという様子だった。

「わからないから聞いてみようか。ねえ、これってなんなの？」

　夜霧は、南中央門の警備責任者だと名乗った男、トルクスに聞いた。

「それは、王家の紋章が刻まれたアミュレットです。王威の込められたアミュレットは、王家に忠誠を誓った者に命を伝えるのです」

「さっきはギフトの鑑定結果なんていくらでもごまかせる、みたいなことを言ってたけど、これが偽物って可能性は？」

「我らが王威を見誤ることはありえません」

　トルクスは断言した。

　理屈はわからないが、彼らにとってそれは確信に近いものらしい。

「これは見せないとわからない？」

「はい。懐に入っている状態ではさすがにわかりませんので」

「じゃあ、通してもらえるのかな」

「もちろん──」

「ちょっと待ってくれないかな？」

　その声は夜霧たちの背後から聞こえてきた。

　夜霧がふりむくと、装甲車の陰から男があらわれた。

　他の者たちと同じ制服を着ているので衛兵のはずだが、どことなく雰囲気が異なっている。

　夜霧はアミュレットをその衛兵に見せつけた。装甲車の陰にいたので見えていなかったのだろう。アミュレットに衛兵を従える効力があるのなら面倒がなくていいと思ったのだ。

「何か勘違いしているようだね？　そのアミュレットは王家の者の意思を伝えるだけのものであって、衛兵を黙らせるようなものではないよ？」

　ずいぶんと自信に満ちた、人を見下したような物言いだった。

「そうなの？」

「はい。それはただ、王家の者の意思を伝えるためのものですので。我らが跪いたのはリチャード様への敬意をあらわしたまでのことです。そのアミュレットが、何をしても許される免罪符のようなものであるとはお考えにならないでください」

　夜霧が確認すると、トルクスが釘くぎを刺してきた。そこまで便利な代物でもないらしい。

「僕の名はデイヴィッド。王家の末席に連なる者だよ。だから、まあ、別にリチャードに気兼ねする必要は特に感じないね」

「デイヴィッド！　無礼であろうが！」

　トルクスが吠ほえる。どういう関係なのか、夜霧にはよくわからなくなってきた。

「僕は副隊長だよ？　隊長が明らかにおかしな判断を下したのなら諫いさめる義務があるだろう？　なるほど、確かにそのアミュレットはリチャードの手によるもので、二つのメッセージを見る者に伝えてくる。一つは、彼らの王都での便宜を図ってほしいというもの。まあ、これはいいだろうさ。どこかでリチャードと知り合って意気投合でもしたんだろう。けれど、もう一つはどういうことなんだろう？　この二人が聖王の騎士だってのは」

　聖王の騎士。

　それは、塔の試練に合格した者に与えられる称号だ。

　夜霧と知千佳の二人は、塔の一階に到達した時点で、聖王の騎士となってしまっていた。

「聖王の騎士なら、剣聖から聖剣を与えられて、常に身に着けているはずだろう？　それを見せてはくれないかな？　それなら僕だって信じるよ」

「そう言われても、そんなのもらってないけど……ああ、そういや、そんなこと言ってたかな？」

「そこ重要だからちゃんと覚えとこうよ！」

「ああ、だから、リックが剣聖になったのはいいけど、塔が崩壊して聖剣とかすぐに用意できないから、とりあえずこれが代わりになる、みたいなことだったような」

　夜霧の記憶力はいいほうなのだが、それは覚えようとしたことに限られていた。アミュレットは渡されたのでなんとなく受け取っていただけだったのだ。

「は、語るに落ちたね。リチャードが剣聖？　馬鹿を言うなよな」

「そう言われてもなぁ。どうしたらいいんだよ」

　夜霧は頭をかいた。

　アミュレットのおかげで、この局面はどうにかなるかと思ったところでこれだった。

　噓をついているつもりはないが、証明のしようがない。正直な話、だんだんと面倒になってきている。

「証明してみせてくれよ。聖王の騎士だってなら、剣の腕前でさ」

　そう言ってデイヴィッドが剣を抜いた。

「デイヴィッド！　どういうつもりだ！」

「簡単なことだろ。剣位を持ってない僕ごときに負けるような奴が聖王の騎士なわけがないんだから。さあ、どうする？」

　デイヴィッドは意に介さなかった。トルクスもそのとおりだと思ったのか、それ以上は口を出そうとはしない。

　夜霧と知千佳は顔を見合わせた。

「どうしたもんかな？」

「とりあえずここは引き返したほうがいいんじゃない？　もうちょっと穏便にすませる方法を考えようよ」

『なに、知千佳。お主が戦えばよいではないか！』

「そうそう、私が戦えば簡単に……って剣からビーム出るような人たちに勝てるわけないでしょ！」

『大丈夫だ。こやつの剣からはビームは出ぬ！』

「ええぇ？　そんなこと言われてもさぁ」

「とりあえずやってみたら？　危なそうなら俺がどうにかするし。王都に入れないとこれから先めんどくさそうだ。他の手段を探すっていっても、すぐには思い付かないし」

　知千佳は少し悩んだようだが、しぶしぶ戦うことを受け入れた。
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　知千佳はデイヴィッドと五メートルほどの距離を置いて対たい峙じしていた。

　デイヴィッドは、長さ一メートルほどの両刃のロングソードを手にしている。

　知千佳が持つのは片刃の日本刀、小太刀だった。長さは五十センチ程度。装甲車の中に用意されていたものだ。

　二人の周囲を衛兵たちが囲んでいて、その中に夜霧もいる。

　この状況が罠わなということはないようで、殺意を持っているのはデイヴィッドのみという状態だ。

「こっちが勝ったら、聖王の騎士って認めてくれて、王都に入れてくれるという約束に間違いはない？」

　夜霧は隣にいるトルクスに聞いた。

「それは……もちろん。もともと検問はしておりませんし、我々としては、リチャード様のアミュレットだけで十分ではあるのですが、副隊長が異議を唱えている状態で、無理も通せず……」

　デイヴィッドは王家の血がかろうじて流れているという程度の者らしいのだが、その関係性は複雑なようだった。

「高遠くん、なに他人ひと事ごとみたいに見物モードに入ってんの!?　セコンド、そう、セコンドについてよ！」

　知千佳がのんきにしている夜霧に向けて叫ぶ。夜霧は輪の中に入り、知千佳の隣まで歩いた。

「なんだったら代わろうか？」

　知千佳はかなり余裕がない状態になっている。無理にやらせることもないかと夜霧は考えた。

「でも、高遠くんは剣で戦うなんてできるの？」

「ふりならね。適当なところで殺して、死んで動けなくなったところを突き刺すとかすれば恰好はつくんじゃないかな？」

「なんなの、その時間差殺人トリックみたいなやり口！」

『いや、ここは知千佳にやらせておきたい。こやつ、あまりにも小僧におんぶにだっこじゃ。このままではいかんとは自分でも思わぬか？』

「そりゃそうだけどさ。でも私で勝てるの？　あ、あのロボットからもらった武器は？」

　知千佳は変形する金属状の武器を身にまとっている。確かにあれを使えば、ロングソードしか持っていない敵など楽勝だろう。

『今回あれは使わん。使うまでもないわ』

　もこもこは断言した。かなり自信があるらしい。

「でもさ、この世界の人ってギフトだとかなんだとか使うわけでしょ？」

『あやつはただの人間だな。この世界でもギフトを使える者は珍しいのだ。我もただのんべんだらりとしておったわけではない。そのあたりは調査しておった。奴らの言う鑑定能力ではないが、大まかに相手の実力を読めるようにはなっておる』

「今まであまり気にしてなかったんだけど、異世界の人だからって私たちと違いはないってことなの？」

『結論から言えば、この世界の人間は、お主らの世界の人間となんら変わらん。なので壇ノ浦流は通用するということだ』

「どういうこと？」

　気になって夜霧は聞いた。

『うむ。壇ノ浦流は基本的には対人間の技だ。人体構造や、反射、心理などを利用して技をかける。なのでそのあたりは真っ先に調べておったのだ。ま、もっともこの世界の人間がお主たちと作りが違うということであれば、それに合わせて技を変化させればいいだけではあるのだがな。壇ノ浦流は歩みを止めぬ進化する流派なのだ！』

「でも、獣人とかいるよね。あれはどうなの？」

『あれらもほぼ人間なので、大半の技は通用するな。要するにキメラなのだ。動物部分と人間部分で遺伝情報が……ま、今は関係なかろう』

「なんかむっちゃ気になることさらっと言われたんだけど！」

「さて、そろそろ始めてもいいかな？　おい誰か合図をしてくれ！」

　あれこれと喋しやべっているとデイヴィッドがしびれをきらした。

　すると隊長のトルクスが一歩前に出た。

「戦いは一対一で行い周囲の者は手出しをしない。勝敗はどちらかの戦闘不能、もしくは降参により決する。が、何も殺し合いをする必要はないだろう。勝負がついたと私が判断すれば止めるがいいか？」

　トルクスがルールを簡単に説明する。一対一である以外はなんでもありということらしい。

　二人がうなずく。知千佳も覚悟を決めたようだ。

「始め！」

　トルクスが合図をし、夜霧は邪魔にならない場所に移動した。

　戦いは静かに始まった。

　デイヴィッドは両手で持った剣を頭上に掲げる。

『ふむ。西洋剣術でいうところの屋根の構えに似とるな。ま、簡単に言えば上段構えということだ』

　知千佳はというと肩幅ぐらいに足を開いて半身になり、右手に持った刀をまっすぐに相手の顔へと突き出していた。左手は腰の後ろに回してぴたりと付けている。

　そして剣先をゆらゆらと揺らしはじめた。

「最悪、あいつを殺せばいいからそれほど心配はしてないんだけど、勝てるもんなの？」

　こんな勝負に馬鹿正直に付き合う必要はないと夜霧は思っていた。向こうから突っかかってきたのだから遠慮する必要はない。適当なところで殺せばそれですむ話だ。

『大丈夫だ。これもいい機会だから極力邪魔はせんでくれ』

「相手は自信ありげだけどな」

『多少は腕に覚えがあるのだろう。そして、お主らがギフトを持っておらんことも看破しておるはずだ』

「擬装してるのに？　今は賢者候補に見えるようになってるはずだけど」

　夜霧たちは、ホテルのコンシェルジュにステータスが擬装できる指輪を与えられていた。

　それは一般人と賢者候補のステータスを切り替えることができるもので、今は賢者候補に設定してある。

『それなんだがな。確かにステータス上は賢者候補に見えるのだが、ろくなギフトを持っていないということになっておるのだ。つまり、すごく弱そうなことには変わりないのだな』

「そりゃそうか。できもしない能力を使えることになってるのもややこしいし」

　しかし、それはそれで問題だろう。擬装方法については検討の必要がある。

「相手は正統派っぽいけど、壇ノ浦流は違うよね」

　夜霧には、知千佳の構えは変わっているように見えた。あれでどう戦うのかがよくわからない。

『ほう？　小僧も壇ノ浦流に興味があるか。いいだろう！　教えてやろうではないか！』

「まあ、多少は」

『壇ノ浦流のモットーは卑ひ怯きよう上等！　とにかく奇をてらえ！　というものだ。戦うなら、最も卑怯な手段を見いだし、躊ちゆう躇ちよなくそれを行え。予想外の行動で敵を欺け。そう教えておる。殺し合いで正々堂々など馬鹿のすることだ。死んでは何も残らんからな』

「それだと壇ノ浦さんは後継者とか無理なんじゃ？」

　夜霧はこれまでの知千佳の行動を思い出した。どう考えても向いていない。

『うむ。あやつは心根が素直だからな。正直なところ欺だまし合いには向いておらんのだが、それでもあやつを後継者と見込んでおるにはわけが……む、状況が動きそうだ』

「にらみ合ってるだけに見えるけど」

『敵はリーチを活いかすつもりだろう。突っ込んできたら剣を振り下ろすつもりなので動く必要はない。だが、知千佳はもう動いておるぞ？』

　言われて見てみれば、肩幅ぐらいに広げていた足がそろっていて、少しばかり前方に移動している。

『左足は敵から見えぬように隠しておってな。すこしずつ動かして間合いを詰めておるわけだ。伸ばした剣は逆に少しずつ引いておる。解説してしまえばなんということはないが、地味に嫌らしい手口でな。間合いを見誤らせることができる。そろそろ動くぞ』

　もこもこが予告する。男が悶もん絶ぜつしたのはそのすぐ後だった。
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　ロングソードを上段に構える男を前にして、知千佳は恐怖を感じていた。

　今、防御に使えるのは手にしている小太刀だけであり、重量の差を考えればまともに受けられるかも怪しい。

　つまり、攻撃を受ければ死ぬ。当たり前のことであり、当たり前の恐怖だ。

　だが、知千佳は恐怖にすくんではいなかった。

　真剣を相手にするぐらいのことも当たり前のことだったからだ。

　今も、知千佳は淡々と距離を詰めていた。

　一見わからない程度に少しずつ足先を動かしていく。

　知千佳は相手の目をまっすぐに見ていた。

　タイミングを計る。知千佳がやろうとしていることは単純だ。

　敵のまばたきに合わせて知千佳は動きだした。

　右手の小太刀をほんの少しだけ上に投げて滞空させる。同時に脱力して前方へと倒れた。

　地面と水平近くに身体が倒れたところで地面を蹴り、滑るように間合いを詰める。

　左手で敵の膝裏を払い、その反動を利用して身体を起こす。それで倒せるならよかったが、敵は踏ん張った。その隙に知千佳は敵の背後へ回り込む。

　ここまでくれば後は簡単だ。人の背面には素手でも効果的な急所がいくらでもある。

　敵は、足を払われた時に股を開いてしまっていた。知千佳は、隙だらけの股間を思い切り蹴り上げた。
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「ん？」

　夜霧には何が起こったのかまるでわからなかった。

　気づけば、知千佳の刀が地面に転がっていて、男は股間を押さえてうずくまっている。

　知千佳は男の背後に立ちそれを見下ろしていた。

『縮地もどきだな。あの男には知千佳が消えたように見えたことだろう』

「名前ぐらいは聞いたことがあるな。けど、もどきって？」

『消えるまでに手順が多いからな。敵のまばたきに合わせて、小太刀を放しての視線誘導、姿勢を低くしての移動などの小細工をしておるがゆえのもどきだ。本来それらは必要ない。壇ノ浦ではないのが悔しいが、我の知っておる達人なら小細工なしに目の前から消えてみせるぞ？』

　夜霧は感心した。壇ノ浦流などというのはもこもこの悪ふざけのようなものかと思っていたが、十分に使えるものらしい。

「私の勝ち。じゃないなら止めを刺すけど？」

「しょ、勝負あり！」

　知千佳が判定を求めると、トルクスは慌てて決着を告げた。

　途端に衛兵たちから喝采の声が上がった。

　デイヴィッドという男はよほど人望がないようだった。













５話　異世界の武術が原始的すぎて、高度に発達した壇ノ浦流が魔法のごとく思われているのですが










「なんだよ、今の動き？」

「あれが剣聖のギフトってやつか？　勇者が使うっていう」

「いえ、私の目はごまかせませんよ。魔力を使用した形跡が一切ありません。つまり、あれは体術のみでなしえた動きなのです！」

「速すぎだろ！　あんな風に人間が動けるのかよ！」

「あれでギフトを使ったらいったいどんな強さなんだよ……」

「いや、あれぐらいでないと聖王の騎士にはなれねーんだろ」

「てか、あの少年も聖王の騎士なんだから、同じぐらい強いってことだよな？」

　衛兵たちが口々に知千佳を褒め称たたえている。

　それを見ているもこもこは、とても嬉うれしそうだった。

『うむうむ！　この調子なら、この世界で壇ノ浦流を広めるというのもあるいは、という話だな！』

「いや……みんなあの人ほったらかしてるけど大丈夫なの？」

　知千佳と戦っていた男、副隊長のデイヴィッドがうずくまっている。夜霧は男として、多少同情してしまう点もあった。

『我は女故にどれほどかはわからぬが、地獄の苦痛だとは聞くな。まあ、ただ蹴っただけだからな。潰れはしとらんだろう。睾こう丸がんは固定されておらんから、潰すのは案外難しいものなのだ。が、潰せぬと思われるのも困るな！　壇ノ浦にはとにかく確実に潰すという技もあるのだ！』

「なんだってそんなことにこだわってるんだよ」

『それはもう古今東西不実な輩やからはどこにでもおるものだ。下の粗相は下であがなってもらうしかなかろう？　なんだったら、伝授してやってもよいぞ。なにかの役にたつこともあるやもしれんからな』

「遠慮しとくよ」

　そんなものを具体的に聞きたくはない。そう思っていると知千佳がやってきた。

「まあ、なんとか勝ったけど……あれでよかったのかな」

『これはあれだな「異世界の武術が原始的すぎて、高度に発達した壇ノ浦流が魔法のごとく思われているのですが。」という展開だな！』

「まわりくどいな！」

「で、特に問題はないみたいだね」

　夜霧はあたりの様子を観察した。

　最悪の場合、衛兵たちが全員で襲いかかってくる可能性を夜霧は考えていたのだが、今のところその危険性はなさそうだった。

「これで王都に入ってもいいんだよね？」

　やってきた隊長、トルクスに夜霧は聞いた。

「はい。というかですね、この怪しい車でなければ、特になんの問題もなかったのですが」

　王都に入るには特に検問などはないとのことだった。

　彼らは、怪しい車が王都の外に停まっていたため、確認しにきただけなのだ。

「やっぱり、この車で中に入らないほうがいい？」

「そうですね。この車が不死機団のものだと知っている者がいた場合、また面倒なことになるかと」

「じゃあ、置いていくか。けどどうしたものかな」

　そこらに放置するわけにもいかないだろう。

　装甲車なので頑丈ではあるが、セキュリティ面では不安がある。時間さえかければ中に侵入することは可能なのだ。

「もこもこさん、呪いをかけるとかできる？」

　夜霧は聞いてみた。

『呪いか？　できんことはないが、この地では、ドアを触ったら静電気が発生するぐらいが関の山だな』

「それ、わざわざ呪わなくても普通になるやつだよね！」

「あの、先ほどからどなたかと話しておられますか？」

　トルクスが首をかしげる。

「あー、なんていうんだろうな。精霊？　みたいなのがいるんだけど」

　がっつりと話し込んでいたので今さら言い訳も難しい。夜霧は適当にごまかした。

『精霊などと一緒にするでないわ！』

「なるほど。聖王の騎士様ともなれば精霊を使役することも可能なのですね。ですが、そうなりますと少々問題が。王都内では、魔法や神秘的存在がうまく働かないようになっているのです」

「そうなの？」

　知千佳がもこもこに聞く。

『うむ。あの塔と同じような感じじゃな。我ほどになればこの程度でどうこうなりはせんが、弱体化は避けられんな』

「だったら大丈夫じゃない？　もこもこさん、基本的に役に立ってないし、ちょっとやそっと弱っても」

『お主、もうちょっと先祖を敬ってもよいと思うのだが？』

「でしたら、我々の部隊でお預かりするのではどうでしょう？」

　知千佳がもこもこと言い合っていると、トルクスが提案してきた。

「いいの？」

「はい。便宜を図れとのことですし、ただ保管しておくだけのことですので」

「じゃあお願いするよ……って、ずっとほっておいてなんだけど、あの人かなりしんどそうなんだけど大丈夫？」

　夜霧は先ほどからずっと気になっていたデイヴィッドを見た。まだうずくまって苦しそうにしている。

「え？　そこまで強く蹴ってないけど？」

「思いっきり蹴ってただろ」

　知千佳がごまかすように言い、夜霧は珍しくツッコんだ。

「あ、杖を持ってる人たちって魔法を使うんですよね？　怪我を治すようなことはできないんですか？」

　責任転嫁のためなのか、知千佳がしれっとそんなことを言った。

「ふむ。賢者候補ということは、異世界からやってこられたということで、魔法についてはよくお知りではないですか？」

「だね。普通は杖を使うぐらいしか知らないな」

　それも、魔法使いに襲われた際に少し聞いただけの知識だった。

「まず、魔法使いはどんな魔法でも使えるわけではありません。得手不得手があります。そして、治療に使えるような魔法を使える者はごく少数です」

「じゃあ、回復魔法みたいなのを使える人はいないんですか？」

「我々は軍ですので、衛生兵には治療魔法の使い手が配置されることにはなっているのですが……そう便利な代物でもないのですよ。まず、すでに発生している痛みまでは消すことができません。そして、治療の過程においてもかなりの苦痛が発生するのです。ですので、余程のことでもない限り治療魔法は使わないものなのですよ」

「麻酔みたいなものは？」

「麻酔を使ってしまうと、治療魔法を阻害するとのことですね」

　治療魔法は中々面倒な代物のようで、金的をくらったぐらいで使うものではないらしい。

「あ、でしたら横になってゆっくりしてるのが一番いいですよ。うちのお父さんもよくそうしてましたから」

　知千佳は、いいことを思い出したと言わんばかりだった。

「もこもこさん。それって」

　げんなりとした顔で夜霧は聞いた。

『うむ。壇ノ浦の名誉のために言っておくとだな。金的を警戒し防御するのは当然であり、型はそれを意識したものになっておるわけだが』

　知千佳の構えは敵に正対してはいなかった。あれは急所を隠すためだろう。

『もちろん、警戒している相手に技を喰らわせるための技法もあるにはあるのだが、最大の理由は、こやつの親父が無茶苦茶に娘に甘くてだな。修行とはいえ本気を出せぬ奴だったからなのだな。ほいほいと吸い込まれるように蹴られておったよ』

　そうなのだろうかと夜霧は考えた。

　いくら甘いとはいえ、実力差があるならそう簡単に喰らうものではないだろう。

　であるなら、わざと喰らっていたことになる。

　知千佳の父親が特殊な性癖の持ち主でないのなら、それは、知千佳に躊躇なく金的を攻撃していいと叩き込むためだ。

　それは男に対して十分に有効な手段であり、もしものことを考えてのことなのだろう。

　──ま、それが甘いってことなのかな。

　考え過ぎかと頭をふり、夜霧は気を取り直した。
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　守備隊専用の門を通り、夜霧たちは装甲車で王都にのりこんだ。

　そこは南中央門を守るための基地となっている。

　あまり邪魔にならない城壁際に装甲車を停めて、夜霧たちは車から降りた。

　夜霧は最低限の荷物をすでにバックパックに入れてある。知千佳は、荷台に入り込んで持ち込む物を吟味していた。

　知千佳を待っている間に夜霧は気になっていたものを観察した。

　王都の城壁だ。

　どこまでも高い城壁なのだが、それ自体は建築技術によっては可能なのだろう。だが、この異常なまでに白く見える城壁に違和感を覚えたのだ。

　汚れ一つない。

　それが、巨大な王都全体を囲んでいるようで、見渡すかぎりどこまでも白かった。

　夜霧は城壁に近づきそっと手を伸ばす。すると、城壁に触れる少し手前で何かにぶつかった。

　何も見えはしないが、確かにそこに何かがある。押せば少し奥へと動くが、目一杯力を入れても壁に触れることができない。城壁は透明なゴムで覆われているかのようだった。

「それには魔法がかかっているんだ」

　夜霧が見えない何かの感触を楽しんでいると、背後から声がかけられた。

「もう大丈夫？」

「まあ、なんとかね」

　デイヴィッドだった。普通に歩いてくるので、後遺症はないのだろう。

「この城壁は大魔導師イグレイシア様が大昔に作られたものだ。どんな攻撃にも耐えられるということだよ」

「大魔導師イグレイシア……どこかで聞いたな。ああ、金ぴかの人か」

　峡谷に聳そびえ立つ、魔神を封印するための塔。

　その塔で行われた試練の最中に、夜霧は大魔導師を名乗る男と出会っていたことを思い出した。

　金色のローブを纏まとい、じゃらじゃらとたくさんの宝石類を身につけた、とにかく派手な男だ。

「ほう？　知っているのかい。確かに伝承では、金色の衣を身に纏っておられるとのことだが」

「まあ。それはそうと、俺たちは最初険悪な雰囲気になってたと思うんだけど」

　その大魔導師は殺してしまったとも言えず、夜霧は話題を変えた。

「それは……まあ、負けたのは確かだ。素直に認めるしかないさ」

「あ、よかった。大丈夫そうですね！」

　知千佳が荷台から下りてきた。バックパックを背負い、大型のトランクケースを手にしている。

「う、うむ」

　デイヴィッドの顔が少し引きつる。

「それで、何か用ですか？」

　不思議に思ったのか、知千佳が聞く。

「君たちは賢者候補に会いにきたんだろう？　よければ僕が案内してやろうかと思ってね」

　デイヴィッドがそんなことを言ってきて、夜霧と知千佳は顔を見合わせた。













６話　悪い人じゃないかもしれないけど、なんだか鬱陶しい感じの人だった










「そりゃ君の実力を認めないということは、僕自身の努力を自ら踏みにじることに他ならないだろう？　ここであれこれと言い訳をするなんてことこそ、僕のプライドが許さないのさ！」

「うわぁ……悪い人じゃないかもしれないけど、なんだか鬱陶しい感じの人だった……」

　三人は並んで王都の街並みを歩いていた。

　ゴロゴロと大きなトランクケースを引きずる知千佳を中心に、右側に夜霧、左側にデイヴィッドという並びだ。

　デイヴィッドがあれこれと話しかけてきて、知千佳が相づちを打つ。夜霧はといえばたいして興味がないのか素知らぬ風だった。

「何か言ったかい？」

「いえ、がんばって修業に励んでくださいね」

　適当に答え、知千佳は前方を見た。歴史を感じさせる、趣のある街並みだ。

　石造りの建物が多いが、城壁のように魔法はかかっていないらしい。大魔導師イグレイシアが主に活動していたのは千年前ということなので、この街はそのころに作られたはずだ。もっとも老朽化すれば修復されているはずなので、千年前の建物がそのまま残っているわけでもないだろう。

　そして、正面にはこの街でもっとも大きく、もっとも高い建物がそびえ立っていた。

　王城だ。

　そこが知千佳たちが向かう先であり、クラスメイトたちがいる場所だった。彼らは今日、王に謁見するというのだ。

　王城は王都の中心部にあり、王都のどこからでもその偉容を目にすることができる。

　ならば案内の必要などなさそうだが、そうもいかなかった。都市計画など考えもしていないのか、街は複雑に入り組んでいたのだ。

「さっきから気になってたんですけど、妙に武装してる人が多くないですか？」

　知千佳には、通りを歩く人々が買い物を楽しむ一般庶民とはとても思えなかった。

　鎧よろいを着込み、腰に剣を差し、背に槍やりや弓を背負っているといった戦士風情の者たちが数多く歩いている。

　街を警備している兵士にしては多すぎるし、だいいち装備が統一されていない。

「探索者エクスプローラーたちだね。魔界に挑む戦士たちだよ。この王都はもともとそのために作られたものだし」

「はい？」

　魔界。唐突なその言葉に現実味を感じられず知千佳は戸惑った。

「魔界って？」

　戸惑う知千佳をよそに、夜霧が聞く。

「魔界はこの王都の地下にある魔神の領域だよ。ま、とにかく地下には魔神が封じられていて、眷けん属ぞくどもが出てこようとしている。魔界を探索し、眷属どもを押しとどめるのが探索者エクスプローラーなのさ」

「魔神って峡谷にいた奴だけじゃないの!?　って、何匹いるっての！」

　つい先日、夜霧が魔神を殺してしまったばかりだが、知千佳はまさか他にもいるとは思いもしていなかった。

「峡谷？　それは知らないけど、魔神や眷属についてなら聖王の騎士である君たちのほうが詳しいんじゃないのかい？」

　再び怪しいと思ったのか、デイヴィッドが疑いの眼で見つめてきた。

「眷属と闘うとは聞いてるけどね。どこに何匹いるとかまでは知らないな」

　すると夜霧がしれっと答えた。こんな場面でもまったく動じないのが夜霧の強みだ。

「聖王の騎士でもそういうものなのか。ま、魔神は内なる脅威とはされているけど、対峙する当事者以外に存在が知られることはあまりないからね。むしろ、魔神がいることが公になっているこの街のほうが珍しいぐらいさ」

「ここまで来たらあとはまっすぐ行くだけだろ？　案内はここまででいいよ」

　夜霧が話をごまかした。これ以上話すとボロが出ると思ったのだろう。

「そうかい。まあ、王城まで僕がついていったところであまり意味はないからね」

　デイヴィッドはそう言って、あっさりと去っていった。

「せっかく案内してくれてたのに、ちょっと冷たくない？」

「ずっと一緒だと、今後のことについて話しづらいだろ」

「今後って？」

　よくわからず知千佳は首をかしげた。

「あのさ。俺たちはこれから、クラスの奴らに会いにいくわけだよね」

　呆あきれたように夜霧が言う。

「あ、そうだよね。ドラゴンからどうやって逃げたのかとか、ここまでどうやって来たかとか聞かれるよね。言い訳を考えとかないと！」

「それもあるけどさ。まず考えないといけないのは、壇ノ浦さんがあいつらを赦すかどうかじゃないの？」

「あ！」

　知千佳はそう言われて初めて、なんだか腹が立ってきた。
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　王城がよく見えると評判の、高級ホテルの一室。知千佳たちは、応接コーナーのソファに向かい合って座っていた。

　大きな荷物を抱えたまま移動するのも面倒だし、夜霧が今後について話があると言うからだ。

「言い訳とかはさ、クラスの奴らを皆殺しにするなら考えるだけ無駄だろ？」

　ソファに座ってすぐに夜霧は淡々と言った。

「むっちゃ黒いな！　それじゃサイコパスじゃん！」

　あまりの言い草に知千佳も少し引いてしまった。

　襲ってくる敵だけを殺す方針かと思っていたが、そうでもないらしい。

「俺たちは放っておいたら確実に死ぬような場所に置いていかれたんだ。復ふく讐しゆうする資格があるとは思うよ。あいつらは殺そうとしたんだから、殺されたって文句は言えないだろ」

「いや、それはさ……クラスのみんなにむかつく点は多々あるんだけど、それでも殺すってのはさぁ。そこまで恨みに思ってるわけでも……」

　大多数が生き残るためには仕方がなかった。それですまされる問題ではない。

　だが、今こうして無事に生きているし、ここまでそれほど苦労したという感覚もなかった。復讐に値するような、煮えたぎるような怒りを知千佳は持ち合わせていなかったのだ。

「とにかく一旦そう決めておいてくれたらそれでいい。ぶれるのが一番困る。やっぱり殺そうとか、やめようとか、あれこれ悩んでるといざって時に動けなくなるし」

「高遠くんはどうなわけ？　怒ってないの？」

「俺はどうでもいいよ。もともと親しかったわけでもないから、裏切られたとも思ってない。ギフトを持ってないとかそんな条件がなかったとしても、誰かを生いけ贄にえにしろってことなら俺が選ばれたんじゃないかな」

「まあ……それは……日頃の行いって大事だよね……」

　知千佳はしみじみと言った。

「で、そういう方針なら言い訳を考えるんでしょ」

「そうだな。まず、俺たちの能力をどう説明するか。ステータスは偽装できても実際にできない内容にするわけにもいかないしね」

『うむ。我の解析も進んでおる。なんとかいうコンシェルジュの指輪の設定を変更することは可能だな』

　二人はステータスを偽装するための指輪を持っている。それによりギフトを持っていないことをごまかしているのだ。

「高遠くんは、実際に特殊な力を持ってるからどうにでもなりそうだけど」

「なんでも殺せるって説明しても信じてもらえないだろうし、信じられたとしてもそれはそれで困るしな。けど対象を絞ればいいか」

　なので、夜霧のクラスは、害虫駆除人インセクトハンター。能力は虫殺しとすることになった。

　これならそれほどの脅威を人に与えはしないし、見せてみろと言われてもそこらの虫を殺してみせればそれですむ。

「で、私はどうするの？　特殊な力って言われても、鬱陶しい背後霊が憑ついてるぐらいのもんだし」

『いつも思うのだが、お主は先祖を敬う心を持っておらんのか!?』

「霊能力者って設定はどう？」

　夜霧が提案する。これなら確かに噓はついていないだろう。

『うむ。我が他の霊をどつき回して消滅させて、除霊だと言い張るのは可能だが、その結果を人に伝える手段がかなり限定されるな』

「だよね。普通は見えないんだから」

『うむ。だが我によい考えがある！　準備には少々時間がかかるが、大船に乗ったつもりでおるがよい！』

「えぇー！　ってもうそんなに時間ないんだけど？」

　王との謁見はもう始まっているかもしれない。そうのんびりもしていられないだろう。

『うむ。あれだ。我はこうやってのほほんとしているようであっても、バックグラウンドではマルチタスクで複雑な計算をし続けておるわけだから、あともうちょっとでどうにかなりそうな気がする！』

「最悪、変な動きをする剣士とかでいいんじゃないの？」

　夜霧が実に適当なことを言った。おそらく何も考えてはいない。

「それ、結局能力なしじゃん！」

　とりあえずはもこもこの考えとやらに期待はするも、不安しかない知千佳だった。













７話　ここまでに何があったらあんな失礼な人間になんのかな!?










　篠崎綾香は、竜の平野にある村に向かっていた。

　壊れたバス付近の丘に登り、あたりを見回して発見したのだ。

　ユニットたちとも相談したが、クラスメイトたちが向かった街に向かうのは得策ではないということになった。

　綾香もただの人間ではないが、せいぜい人の数倍程度の能力を持っているにすぎない。だが、クラスメイトたちは異常な能力に目覚めている。復讐するにしても下調べが必要という判断だ。

『メンタルヘルスユニットです。人格ユニットは異常を来しています。すみやかな処置が必要かと思われます』

　また新しいユニットが登場した。

「なに？　あいつらを皆殺しにするって言ったから？」

『はい。それが生存に関する様々な事柄よりも優先されるとは思えません。今さらそんなことをしてどうなるというのですか。我々は生き抜くことと帰還することを優先するべきです』

「それはあいつらが全員死んでから考えることね」

　綾香はただ、自分を見下した奴らへの復讐しか考えていなかった。

　元の世界に帰るだとか、この世界での生活基盤を確保するだとか、そんなことはどうでもよかったのだ。

『計画遂行ユニットは反対だ。理不尽な目に遭わされて復讐を誓う。これはこれで人間としての在り方だろう？　お前が言ってる処置ってのは記憶を消すってことだよな？』

『はい。苦痛や復讐心に囚とらわれるのは精神衛生を司つかさどるものとしては看過いたしかねます』

『そんなほいほい、記憶を消したりねつ造したりされちゃたまんねーよ。人間はな、普通そんなことはできねーんだ』

　そう言われても、綾香は現時点でもう普通の人間ではない。今さら人間らしさを求められても困るが、確かに記憶の改変など許せるわけがなかった。

　それを許してしまえば、人格ユニットでしかない自分の自己同一性アイデンテイテイなど欠片かけらも存在しなくなるだろう。

『計画遂行ユニット、反対』

『メンタルヘルスユニット、賛成』

『診断ユニット、反対』

『メディカルユニット、反対』

『バトルユニット、反対』

「……人格ユニット、反対」

『判定ユニットです。反対多数により、本件は棄却されました』

　端から見れば独り言を言っているにすぎないのだろう。そんなことをしているうちに、綾香は目的地の村に辿り着いていた。

　村を目前にして、綾香は疑問に思った。

　小規模な集落で、その領域が柵で囲まれてはいるのだが、木製の貧相なものだったのだ。腰ほどの高さしかないそれにどれほどの意味があるのか。竜がうろついているような場所にしてはずいぶんと防衛が疎おろそかだ。

『確か、北にある街は城壁があり、大砲らしきものも設置されていたな』

　入り口にも特になにがあるわけでもない。綾香はそのまま村に足を踏み入れた。

　すぐに慌ただしい雰囲気を綾香は感じ取った。

　村人たちはあたふたと走り回っているし、中には荷物をまとめている者もいる。

「夜逃げ的なものかしら？」

『昼ですけどね。確かに、どこかへ逃げ出そうとしているようですが』

　荷物を荷車に載せていた村人が、綾香に気付いた。

　一瞬おびえはしたが、相手がただの少女だと思ったのか、すぐに荷造りを再開した。

　綾香はその村人に近づき声をかけた。

「ねえ。そこのあなた……そう言えば何を聞けばいいのかしらね」

　何か知ることができればと思ってこの村までやってきたが、具体的にどうすればいいかまでは考えていなかったのだ。

　だが、問題は何を聞くか以前のことだった。

「＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠！」

　何を言っているのかまるでわからなかったのだ。

　関わりたくないということか、村人は露骨に目をそらして作業に戻った。

『これは……翻訳ユニットの出番だろう？』

『馬鹿なこと言わないでよ！　なんで何の手がかりもなしに異世界の言葉を解読できると思ってんの!?』

　これでは情報収集どころではない。どうしたものかと考えていると、またもや別のユニットがあらわれた。

『解析ユニットです。言語についてお悩みのようですが、現在消化中の竜の脳から、言語基体を抽出することに成功いたしました。この世界の言語を理解する手助けになるのではないでしょうか？』

「ねぇ。今さらだし、自分で食べておいてなんなんだけど……ドラゴンはどこに消えたわけ？」

　綾香は腹をさすった。満腹感はあるし、多少大きくなってはいるが、バスよりも巨大なドラゴンがこの中におさまるなどありえないだろう。

　食べている時はやけくそだったが、冷静になってみると不思議に思えてくる。

『亜空間サブスペースに格納されています。あ、私がその亜空間管理ユニットでございます』

「なにそれ？」

『ネコ型ロボットのポケットのようなものと考えていただければいいでしょうか。我々の本体もそこにありますよ』

「本体？」

『はい。我々の身体は人間を模しており、人間の再現を目標としておりますが、人間の脳をコンパクトな状態で構築することができなかったのですね。そこで、亜空間に巨大な計算機を設置して、人間の思考をシミュレーションしているというわけでございます』

「ずいぶんとちぐはぐな技術ね」

　亜空間などというわけのわからない技術は使えるのに、人間の知能を再現する方法は力技のようだった。

『人間の再現は、発展途上の技術でございますから』

「まあそれはいいけど、じゃあいろんなものを放り込んでおけるわけ？」

『いえ。基本的に取り出すのは不可能だと思ってください。あくまで胃袋が大きくなったようなものと考えていただければ』

『おっけぇ！　とりあえず竜が使っていたと思われる言語なら使えるようになった。私が会話を勝手に翻訳していくから、人格ユニットは普通に喋るだけでいいわ！』

「そう。じゃあとりあえず聞いてみましょうか。あなたたち慌てているようだけど何があったの？」

「＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠！」

　だが、それでも聞こえてくるのは意味不明な音声の羅列だった。

『ダメね。竜とは言語体系が違うみたい』

「まあ、竜だしね」

　竜の言葉が通じないのは予想の範はん疇ちゆうだ。だが、村人は露骨に反応した。先ほどまでのおかしな女が来たと言わんばかりの態度が一変したのだ。

　そして、荷物を置いたまま、どこかへと駆けだした。

『なんでしょうか。怯おびえられていたように思えるんですけど』

　呆あつ気けにとられて見ていると、その村人が老人を連れて戻ってきた。

「アノ、ドラゴンサマノコトバツカエル、ホントウカ？」

　老人がたどたどしい言葉で聞いてくる。

「ねえ。これ翻訳なんでしょ？　普通に訳したら？」

『それもそうね。まあ、実際のところ文法が怪しい感じではあるんだけど、そこは意訳するわ』

「ええ。私はこの言葉しか喋れないんだけど、あなたは何者？」

「はい、私はこの村の村長で竜の司祭でございます」

　竜の言葉を操る綾香に対し、村長は露骨にへりくだっていた。

「他の人は竜の言葉は喋れないの？」

「はい。司祭のみに伝承されております故に」

『ま、この人が竜と人の言葉が喋れるのならそれを手がかりにして、人の言葉も学習できるでしょうね』

「それで、ずいぶんと慌てているようだけど何をしてるの？」

　村長によれば、この村は襲われる寸前ということらしかった。

　竜の平野にはいくつかの集落があり、それらは竜の加護によって守られているという。

　その加護を司るのが竜信仰の中心であるこの村だ。竜と交渉ができるのは竜の司祭ただ一人であり、その秘事は一子相伝されていた。

　この一帯においては竜の力は絶対であり、竜の加護を失うことはそのまま死を意味する。それが故に、この村は、竜の平野という限られた地において絶大な権力を保持していたのだ。

「その加護が突然失われたということ？」

「はい。竜の気配も消え失せてしまいました。すると下々の村が反旗を翻しまして……その、我々はここでは祈ることしかしておりませんので、戦うなどとてもできず……」

　いきなり反逆となるとよほどの圧政をしていたのだろう。

　だが、綾香にすればこの村の事情などどうでもいいことだった。

『こいつを食べちゃえば、言葉の問題は解決するんじゃないの？』

「人間は食べないって言ってるでしょ？　とりあえずこいつだけさらっていって、言葉を学習すればいいんじゃない？」

「あの、あなた様はいったい……」

　村長は、日本語で話しはじめた綾香を不思議な様子で見つめていた。

『一歩下がって！』

　綾香はバトルユニットからの警告に従った。

　カツン！

　どこからか飛んできた矢が、村人の頭に突き刺さった。綾香が避けたために当たったのだ。

　村人が倒れていくのを視野の端に見ながら、綾香は矢の出所を探った。

　馬に乗った戦士たちが、武器を手に村へ攻め込もうとしている。矢はその先陣が放ったものだった。

「ずいぶんと恨まれているようね」

『次の攻撃は避けきれない！　頭部を防御して！』

　綾香は目を疑った。

　何者かが放った一本の矢。

　それが空中で次々と分かれていき、雨のように降り注いできたのだ。

「これ、無理でしょ？」

　それは壁が迫ってくるようなものだった。回避は不可能で、少し防いだところで致命傷は免れない。

『竜言語ユニットです。竜鱗ドラゴンスケイルと発声してください！』

「え？　また新しいユニット？」

『はい！　竜の解析結果を受けて、バトルユニットから派生したサブユニットです！　そんなことより早く！』

「ドラゴンスケイル？」

　指示通りに発声する。

　すると迫り来る矢が、綾香の直前で弾はじかれ、砕け散った。

　綾香は無傷で矢の雨をやりすごしたのだ。

「あ、ああああ、こ、これはまさしく竜の……」

　村長の老人はいつのまにか綾香の背後でうずくまっていた。ちゃっかりと綾香を盾にしていたらしい。

「なんなの？　これ？」

『はい。竜は特殊な力を持っているのですが、それは魔法、竜言語によるものなのです。つまり、竜が頑丈だったり、空を飛んだり、火を吹いたりというのは魔法というよくわからない能力なのですが、原理はわからずとも、その力を竜言語により制御できることが判明しています』

「よくわかんないけど、竜の力が使えるのね。他にもあるの？」

『はい。竜爪ドラゴンクロー、竜翼ドラゴンウイング、竜息ドラゴンブレスなどがあります』

「ずいぶんと安直なネーミングね」

『本当はかなり複雑な呪文なのですが、翻訳の結果そのように一言でまとめられてしまうわけです』

「ブレスって口から吐くやつでしょ？」

『いえ。あくまで能力を概念化したものですので、どこからでも出すことは可能ですが』

「そう」

　綾香は手を突き出した。掌てのひらを村に迫り来る騎馬軍団に向けたのだ。

　ドラゴンスケイルがあれば、何をされても無事なのだろう。だが、彼らは篠崎綾香に矢を向けた。それは赦されることではない。

「ドラゴンブレス」

　その一言は、平原を焼き尽くした。
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　前方の見える範囲をことごとく消滅させたのだ。

　もちろん、そこに敵の姿が残る余地などない。

「なるほど。これがあれば、クラスの奴らなんてどうにでもなるんじゃない？」

　大量殺さつ戮りくをしでかしたというのに、綾香は平然としたものだった。

『油断は禁物ね』

「ま、とりあえずおじいさんから言葉を学習して……なに？」

　綾香が振り向くと、生き残った村人達が平伏していた。

『この調子ならこちらの要望はなんでも通りそうだな。利用できるものは利用すればいい』

「ま、私に従うってことなら悪いようにはしないわ」

　綾香は傅かしずかれることを当然だと思っていた。





＊＊＊＊＊






　夜霧と知千佳が王城に到着すると、さっそく謁見の間へと通された。事前に話は通してあったらしい。

　謁見の間に入ると、そこには椅子が並べられていて、クラスメイトたちがすでに座っていた。

「入学式とかってこんな感じだよね」

「ん？　こんな人数だったっけ？」

　クラスメイトの何人かはすでに死んでいるが、それを差し引いても少ないように夜霧には思えたのだ。

　知千佳に聞けば元々のクラス構成はわかるが、今はそんな話をしている場合でもないだろう。

　夜霧たちは、こっそりと一番後ろの誰も座っていない列に向かった。今、クラスメイトの前に出ていっても混乱を招くだけだからだ。

　幸い、夜霧たちに気付いている者はいないようだった。

　夜霧たちが席につくと、謁見の間の奥から、大柄な男があらわれた。

　帯剣している壮年の男だ。豪華な衣服を身に纏っているが、鍛えられた身体は服の上からでもよくわかる。その剣は飾りではないのだろう。

　少し高い位置にある玉座に着き、男が賢者候補たちを見下ろす。この国、マニー王国の王で間違いないだろう。

　──なるほどな。ここの権力者はこんな感じなのか。

　自ら剣を取って戦うこともできるのだろう。それは、夜霧がこれまでに見た権力者像とは違うものだった。もっとも夜霧の能力を知った国家元首は、冷静さを失い怯えるばかりだったので夜霧の経験はあまり参考にはならないかもしれない。

「話は聞いている。遠路はるばるご苦労なことだな」

　面倒くさい。王はそう言わんばかりの態度だった。

「ま、これも仕事、賢者との契約の内だから仕方がねぇな。お前らは賢者候補で、偉業を達成するためにここまでやってきたわけだ。で、この国でお前らができそうな偉業っぽいことが二つばかり──」

「おいおい。さっきから黙って聞いてりゃ偉そうによぉ。俺らはあんたの国民でもなんでもないんだぜ？　別の世界からやってきた、まったく関係のない人間だ。王様だろうとなんだろうと、俺らからすればまったく気にすることじゃないな」

　そう言ってクラスメイトの一人が立ち上がった。

「あの、馬鹿っぽいやつ誰？」

　なんとなく見覚えはあるが、夜霧は名前を知らなかった。

「牛うし尾お真しん也やくんだけど……ここまで空気読めない感じの人だったかな……」

　国家元首との謁見でこんな態度に出ていいわけがない。だが、クラスメイトたちに焦りは見られなかった。呆れはあるが、またかよ、仕方がないといった雰囲気なのだ。

「ほう？　賢者候補ということで多少は気を遣ってやってるんだがな。椅子を用意してやっただろう？　普通なら床に跪くところなんだが」

「いやいやいや。なんだってあんただけ高い場所から見下ろしてんの？　何様なわけ？」

　牛尾が無遠慮に王へと近づいていく。すると王も立ち上がり、壇を下りてきた。

「王様、なんだがな。まあ、気になるというのなら下りてやろう。これでいいか？」

　事実そうではあるのだが、それはまさに大人と子供という構図だった。

　牛尾も年相応の身長はあるのだが、王は頭一つは背が高く、しかも大柄なために迫力が段違いなのだ。

「ここまでに何があったらあんな失礼な人間になんのかな!?」

　夜霧も知千佳と同じ気分だった。

　異世界だろうが、ここは独立国家であり相手はその元首だ。最大限の敬意を払うべきだが、そんなこともわからないほどに牛尾という少年は増長してしまっているらしかった。

「で、伝えることあんだろ？　あんたも忙しいんだろうし、さっさとしたら？」

「ぐ、ははははっ！　いや、なるほど、俺にこんな態度を取る奴は初めて見たな！」

　だが、王は牛尾のあまりに失礼な態度を気にした様子もなく、大笑した。

「え？　あれありなの？　この国どうなってんの？」

　知千佳が呆気に取られていた。あの態度を許してしまっていいのかと思ったのだろう。

「とでも言うと思ったか？」

　王が抜刀した。

　そして、牛尾の指が四本、あっさりと切り飛ばされた。

　夜霧には意味がわからなかった。

　途中は速すぎてわからなかったが、結果から見ると、牛尾は手で剣を受けようとして指を切られたのだ。普通に考えるなら防御行動としてそれはありえない。

　牛尾は呆然と右手を見つめていたが、しばらくしてようやく現実を認識できたのだろう。右手を押さえてうずくまり、絶叫した。

　それに呼応して、ようやく賢者候補たちも騒ぎはじめた。

「な、なんで！　エロゲ男爵の時間停止は無敵じゃなかったのかよ！」

「だ、誰か手当を！」

「どうなってんだよ！　くそ！　俺のスキルも使えないぞ！」

「私も！」

　王は冷たい目でうずくまる牛尾を見下ろしていたが、止めを刺すつもりまではないらしい。それで満足したのか、悠々と玉座に戻り腰を下ろした。

「エロゲ男爵ってなんだよ！」

　そして、知千佳がどさくさまぎれにツッコんだ。













８話　またまたもうやっちゃってるってことはないかな？










「実際お前らの読みはあってるぜ？　どんだけ俺に無礼な言動をしようが殺されることだけはねぇ。だがまぁ、腕の一本や二本は覚悟しとけ」

　賢者候補たちはあからさまに混乱していた。

　恐慌を来しているといっていいのか。ギフト頼りだった彼らにとって余程の衝撃だったのだろう。

　玉座に座っている王は、彼らをにやついた顔で眺めていたが、いつまで経たってもおさまらないので、次第にしびれをきらしはじめた。

「なあ？　そろそろ黙れよ。なんならもう二、三人やっとくか？」

　すると、賢者候補たちのざわめきはぴたりとおさまった。

　だが、夜霧たち以外は心ここにあらずという様子だ。

「ちっ。このままじゃ何話しても右から左って感じだな。仕方ねぇ。本題の前に少しだけ説明してやる。お前らに今後のことを理解させるのも契約のうちだからな」

　このままでは話にならないと思ったのだろう。王は溜め息をつき、今の状況について解説を始めた。

「賢者どもはこの世の支配者面しちゃいるが、別に俺たちは賢者の支配下にあるわけじゃねぇ。なので、賢者からなんらかの支援、たとえば賢者派生のギフトを制御する術などは与えられていない。そこまでは知ってたんだよな？」

　街中でギフトが制限されるらしいことは夜霧も聞いていた。だが、それは賢者関係者が支配する街に限られるらしい。

「そのとおりです。実際、王都内でギフトが使用できるのは確認ずみです」

　賢者候補を代表して言うのは、将軍ジエネラルのクラスを持つ矢や崎ざき卓すぐるだ。もちろん、夜霧は名前など知らないので知千佳に聞いた。

「そうだろうとは思ったよ。ギフトが使えないとわかった上であんな態度に出るわけねえからな。で、お前らがギフトを使えない理由は簡単だ。王にはギフトを弱体化させる力がある。その力は王都全体を覆ってるんだが、その力は俺に近づけば近づくほど強まるってわけだ。だから安心しろ。お前らの力が永遠に使えなくなったわけでもねぇし、俺の側を離れれば、そいつの指もくっつくだろ」

　ギフトの制限は局所的なもの。そう聞いたからか、ようやく賢者候補たちは落ち着きを取り戻した。

「とりあえずはこんなもんでいいだろ。なぜ弱体化が必要なのか、何がどこまで弱体化されるのか。そのあたりのことは誰かに聞け。じゃあ本題だ。よく聞いとけよ。何度も説明するほど暇じゃねーからな」

　言われるがまま、賢者候補たちは素直に耳を傾けた。

「お前らが賢者になるには偉業を達成する必要がある。この国でお前らがやれそうなのは二つ。一つは、アルガンダ帝国の侵略を阻止することだ」

　王が言い放ち、賢者候補たちがざわめいた。国が相手となると、彼らのこれまでの修業がどれほどの意味を持つのか。不安にもなるだろう。

「……なんとなく、本当にそこはかとなく、かすかに思うだけで、まさかとは思うんだけど……それ、高遠君が、またまたもうやっちゃってるってことはないかな？」

　知千佳がぼそりとつぶやいた。





＊＊＊＊＊






　時は少し遡り、夜霧たちが出発した直後の塔の跡地。

「もうこうなったら全裸でうんこするぐらいしか、できることはないのでござるよ！」

「なんでだよ！」

　土下座状態で泣き叫ぶ少年に、さらに幼い少年がツッコんでいた。

　泣いているのは花はな川かわ大だい門もん。日本の高校生で、賢者によりこの世界に召喚された少年だ。

　もう一人は魔神アルバガルマの眷属。その最後の一人で、名をリュートと言った。

　眷属は全滅し、リュートだけが生き残ったのだが、事情がまるでわからない。そこで、この場に一人残っていた花川から情報を引き出そうとしているのだ。

「だってそうでござろうが！　もう論理的合理的に拙者がこの場で生き残る方法など何一つないではないですか！　どうせ聞くこと聞いたらさっさと殺すつもりなんでしょうがぁ！　実力的にはとてもかないませんし、もちろん逃げることもできない！　なんかあれでしょ、幼く無む垢くな少年みたいな見た目だけど、実は残酷無慈悲で、虫けらのようにあっさり殺したりして、あれれぇーおかしーぞー、こんなんで死んじゃうんだぁ、ふっしぎぃ！　とか言ったりするんでしょうが！」

　花川は無様に泣き叫んでいた。

　リュートは、主あるじの仇かたきを討つために花川を情報源として使うことにしたのだが、これではまるで話にならない。

「さっきまでの床に額をこすりつけてへこへこしながらも、なんとしてでも生き延びてやるって顔をしてたのはなんだったんだよ？」

「え、見られてたでござるか？」

「ばっちり見えてたよ」

「……いや、その、そう思ったのはいいものの、結局どうしようもなくてですね……」

　花川は実にバツが悪そうに言った。

「だからもう開き直って、脱ぐぐらいしか！」

「だからなんでなんだよ！　本当に脱ごうとすんなよ！」

　花川はもぞもぞと服を脱ごうとしていた。

「え、脱がずにうんこしろと？　着衣脱だつ糞ぷんとはマニアックですな！」

「念のために言うけど、絶対にするなよ？　したら殺すからね」

　リュートからすれば、花川はゴミのような存在だ。実力差がありすぎるため、花川が何をしようとかすり傷すら負うことはないだろう。

　だが、魔神の眷属とは言っても醜い物を見れば不愉快な気分にもなるし、意味不明な言動には困惑したりもする。

「わかったよ。気まぐれで殺したりはしないから落ち着いてよね」

　なので、しぶしぶではあるのだが、リュートは本気で花川をなだめようとしていた。

「本当に？　けど、そんなこと言いつつも、ついうっかりとかってことは？」

「ないよ。君しか話を聞く相手はいないんだから、そんな簡単には殺さないよ」

「本当でござるかぁ？　そんなことを言いながらも、約束なんて忘れちゃう系のキレた少年を演出するんじゃないでござるかぁ？　ほら、唯一の情報源を殺すなんていう後先考えてない行動で、僕は普通じゃないんだぜ感を醸し出そうとするかもしれないでござるよね？」

「……やっぱり殺そうか？」

「すみませぬぅ！　生き残る目が出てきたかと思い、調子に乗っておりましたぁ！」

　花川はさらに額を床にこすりつけた。

「で、さっきも言ったように、念じただけで相手を殺せるような奴がいるなんてとても信じられないし、ましてやそれで主様を殺せるなんてのはありえないことだよ」

「ですが！」

「ああ。わかってる。少なくとも君が本気でそう思ってるのはよくわかったよ。経緯はともかくとして、その高遠夜霧ってやつが、主様を殺した可能性が高いってのはわかった。ここにいた奴らは仇として全員殺すのは当然だけども、まずはそいつを殺すのが最優先だ」

「あの、それはいいんですけども、どうやって、というのが問題かと思うのですよ。もちろんリュート様が高遠を殺してくれるというなら願ったりかなったりでして、拙者も枕を高くして眠れるというものです。ついでに知千佳たんもゲットできるならなお嬉しいということなんですが！」

「そうだね。その即死能力ってのが眉唾ものだとしても、主様を殺しうる奴が相手だと想定する必要はあるよね。そうなると僕ではとても勝てないということになる」

「ではどうするのでござろう？」

「それは簡単だよ。主様よりも強いお方の力を借りればいい」

　そう言って、リュートは懐から何かを取り出した。

　金色に輝く棒状のそれは、ぐねぐねと歪ゆがんだ複雑な形状をしている。

「それは？」

「主様のお身体から回収したんだ。封印の鍵だよ」

「その、封印ってのが、嫌な予感がするんでござるが？　封じられてるものをわざわざ解放するってなんなの、的な？」

「主様は兄妹神の兄神でね。妹神様がおられるんだよ。まあその妹様の所業があまりに目に余ったので、主様が隙を見て封印されたってことなんだけど」

「ですが、魔神様に封印されるぐらいでしたら、魔神様よりも弱いということでは？」

「妹様は無茶苦茶な方だったんだけど、主様にだけは弱くてね。なんでもほいほい言うこと聞いちゃうんだよ」

「ははあ、なるほど。だまし討ちのような感じですか。それって封印を解いたらむっちゃ怒り狂ってるとかないですかね。まあ、そんな方がおられるなら、もうその方にお任せするということで拙者は失礼いたしますね！」

　そう言って花川は土下座状態のまま、ずりずりと後ろに下がりはじめた。

　そのままどこかに行ってしまうつもりなのだろう。

　だが、リュートはすたすたと近づくと、花川の髪を無造作に摑んだ。

「どこに行くっての？」

「いえ、もう知っていることはほぼ全て話しましたし、殺さないということでしたら、拙者はどこへなりとも消え去ってしまえばよろしいかと！　拙者のようなゴミクズ同然の者は、もう今後リュート様の視界に入ってお目汚しすることなどないようにするのが一番かと思うのですが！」

「うん。でも、僕はその高遠って奴のことをよく知らないんだよ。だから君にはついてきてもらわないと困るな！」

「いや、その、知らない人についていってはいけないとママが！　それに一緒に歩いてて噂うわさになっても恥ずかしいでござるし！」

「あははははっ。知らない人だなんてつれないこと言うなよぉ、友達だろぉ？」

　リュートは花川の髪を引っ張り上げ、自分を無理矢理見上げさせた。

「いやぁああああ！　もう勘弁してでござるよ！　また連れ回されて、そんな魔神様の手に余るようなのを復活させるのを手伝うとか冗談ではないでござるよ！　つーかなんなんですかもう！　ボクっ娘にいいように扱われたかと思えば、今度はショタですか！　そんな趣味はないのでござるよ！　せめて女装でもすればいいんではないですか!?　そしたら、男の娘カテゴリとして認めるのもやぶさかではないのでござるが！」

　やけくそぎみに花川が言う。リュートが逆立ちしても勝てない強者であるとかそんなことは、この瞬間吹っ飛んでしまっているのだろう。

「ん？　女の恰好がいいの？　まあ見た目なんてどうだっていいんだけど」

　別に花川の期待に応えてやる必要など微み塵じんもない。だが、服装を変更するなど息をするよりも容易たやすかった。

　なので、リュートはきまぐれに姿を変えた。どこかで見かけた町娘のような恰好だ。

「お、おお！　それはボクっ娘よりいけてますな！　いやぁ、見た感じいけるのではないかと最初から思っていたのでござるよ！」

　花川が目を輝かせた。もうすっかり現状や立場を忘れてしまっているらしい。

「まあ、人間と違って生殖の必要はないから、僕に性別はないんだけどね」

「ん？　それは……どっちなんですかね？　両方ついてるタイプですかね？」

「使わない器官なんて必要ないでしょ」

　どん！

　途端に大地が揺れる勢いで花川の拳が地面に叩き付けられ、リュートは思わず髪を摑んでいた手を放した。

「それは違うでござろうがぁ！」

　花川は号泣していた。

「え、なんで泣いて……」

　リュートは呆気に取られた。この瞬間の花川は、気迫だけならたいしたものだったのだ。

「無性とか最悪でしょうがぁ！　男の娘はちんちんがついててなんぼのもんでしょうがぁああああああ！」

「えぇええええ？　なんだよ、女の恰好がいいって言ったからそうしたのに」

　リュートには花川のこだわりがまったくわからなかった。
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９話　宇宙の法則が乱れる、ってこんな感じなのでしょうか










　マニー王国の王都。その王城にある謁見の間。

「さて、アルガンダ帝国だが、正直その全貌はわかっていない」

　玉座の王が偉業の一つについて説明を始め、その前に座る賢者候補たちは大人しく聞き入っていた。

　夜霧たちは後からやってきたため、最後列の席に座っており、まだ気付かれてはいない。

「この国の西側に、エルチアと呼ばれる共和国連邦があるんだが、その中の一国が突然、アルガンダ帝国を名乗り、周辺国家に戦いを挑みはじめた。そしてあっと言う間に連邦を平らげちまったわけだ。で、今も次々と戦線を広げ続けている。今のところ奴らは負け知らずで、いずれこの国にもその手を伸ばしてくるだろう。それをどうにかすることができれば、偉業と認めると賢者は言っている」

「ど、どうにかってそんなの、何をすれば……」

　賢者候補の誰かが言葉を漏らしていた。

　一国を相手にして、その侵略を阻止しろと言われても、ここにいる一クラスにも満たない人数でできることなど限られている。

「いや、俺もお前らなんかにどうにかできるなんてまるっきり思っちゃいねーよ？　けど、普通できねーよーなことをするのが偉業なんじゃねーのか？　どうにかできる方法があるなら俺らがとっくにやってるに決まってるだろ。ま、うちの国を侵略する意味がわかんねーから、来ない可能性もあるんだがな」

「その、侵略を阻止せよ、という話でしたよね？」

　尋ねたのは将軍ジエネラルの矢崎だ。

「お前らもここまで旅してきたならわかるように、うちの国は使える土地がそんなにねーんだよ。侵略したって旨みなんかねーんだ」

　そう言われて夜霧もこの国の地図を思い浮かべた。

　竜の平野、魔獣の森、ハクア原生林、ガルラ峡谷、メルド平原。どれも人が住むには適さず、なんらかの産業を営める土地ではないだろう。

「ですが、ハナブサの街などはとても栄えていました。あの街一つだけでも価値はあるのでは？」

「あー、賢者の息のかかってる街はノーカンだ。あーゆーのは、こっちからは手出しできねーからな。帝国もその辺はわかってると思うぜ。ま、このあたりも何かのヒントになるのかもしれねーから教えとくか。うちを侵略する無意味さについてだ。一つは先ほども言った、旨みがないって点だ。支配したところで、得られるもんなんかほとんどない。もう一つは、うちは地下にある魔界を抑え続けてるってことだ。たいした産業のないうちは、周辺国家からの支援金でどうにかやっているんだが、その名目は、魔神を封印し続けることにたいしての戦費だ。つまり、下手にうちを侵略なんかして魔神が復活しちまったら目も当てられねー状況になるんだよ。だからうちには手を出さないってのが、このあたりでは不文律なわけだ」

　魔界と聞いてあたりがざわめいた。夜霧たちは地下にそれが存在することを聞いていたが、クラスメイトたちは初耳だったのだろう。

「お、うまく話が繫つながった気がするな。偉業の二つ目についてだ。それが地下にある魔界を踏破して、魔神を倒すってことだな。今さらお前らが来たぐらいでどうにかなるとも思えねーけど。難易度としてはどっちもどっちってとこだな。帝国はまあ、一応相手は人間だが、国家が相手となる。魔神は人智を超えたバケモノで、千年あれこれやっててもどうにかできる気配はまるでない。お前らに伝えておくのはこんなものか。後は好きにやってくれ。城の一部をお前らのために解放した。拠点にするといい。城の地下には魔界への入り口もあるから、挑むならちょうどいいだろ」

　これで仕事は終わりだとばかりに王は立ち上がり、すぐに謁見の間を出ていった。

「では、こちらへ」

　代わりに、兵士が一人やってきた。拠点に案内してくれるのだろう。

　戸惑いつつも、クラスメイトたちは立ち上がった。

「で、この後どうする？」

　夜霧が知千佳に聞く。

「まあ、このままなんとなくずるずるとついていくと、出ていく切っ掛けがないし……ってことで、おーい！」

　知千佳が突然大声をあげた。

　何事かとクラスメイトたちが振り向く。

「壇ノ浦さん！　どうして!?」

「壇ノ浦！　どうやって……」

「ともちー！　生きてたの！」

「ともちゃん！」

「壇ノ浦ちゃん？」

　二人を見た者たちが、口々に知千佳の名を呼ぶ。反応は様々だが、驚いていることは間違いないようだった。

「誰か高遠くんにも反応してやれよ！」

　知千佳はそう言うが、どうせこんなことになるだろうと、夜霧は思っていた。
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　峡谷を西に抜けた先にある森林。

　その一帯には極彩色のモザイクが広がっていた。

　空間を乱雑に斬り裂いて適当に繫ぎ直したかのようなそれは、まさに混こん沌とんとでも呼ぶべきものだろう。

　そこに生命の気配はない。当然、こんな異常な場所に近づこうとする生き物などいるはずがないからだ。

　だが、そんな異常な空間を前に、白いドレスの女が佇たたずんでいた。

「宇宙の法則が乱れる、ってこんな感じなのでしょうか」

　賢者シオンだった。

　ここにやってきたのは、この場所から通信があったからなのだが、まさかこんな状況になっているとは思ってもいなかった。

　ぼんやりと佇んでいる間にも、目前の光景はめまぐるしく変わっていく。

　モザイクの一つ一つでその空間を支配する法則が異なっているのだ。それぞれが別の宇宙ででもあるかのような有様で、その世界の欠片とでもいうべき一つ一つがあっと言う間に入れ替わり、書き換わり、結合し、分裂している。

「まあ、この中から、ということなんでしょうね」

　じっと待っていると、何かの偶然でたまに魔力が漏れ出てくる。さすがにこんなわけのわからない空間を経由すれば信号としての原形はほとんど留めていない。エラーが多すぎて、ほぼ判読は不可能なのだが、それでもそれが賢者への呼びかけであることだけは理解できた。

　あらためてこれは何なのかとシオンは考えた。

　全てを拒み、何者をも通さないという鋼鉄の意志がここにはある。

　ならばこれは、絶対的な拒絶なのだろう。

　だが、シオンはこの異常な空間へと無造作に踏み込んだ。

　強引に周囲の空間の法則を書き換える。世界をシオンが存在できる形へと、自分にとって都合のいい世界へと変換していく。賢者ならできて当たり前の技能だった。

　そうやって無理矢理に道を作り、少しずつ歩いていく。さすがに賢者ではあっても、これほど攪かく乱らんされた世界を元に戻しながら進むのは骨が折れる作業だった。

　しばらくそうやって進むと、混沌とした世界を抜けて中心部と思おぼしき場所に出た。

　白い、何もない部屋だった。

　そして、部屋の隅には少女がうずくまっている。

「アオイさんでしたか。道理で連絡が取れないはずですね」

　アオイははぐれ賢者を狩る役目を与えられた少女だが、いつの間にか消息を絶っていたのだ。

『シオンか！　届いたのだな！』

　その声は、アオイの腰のあたりから聞こえてきた。

　そこには小ぶりなナイフが取り付けられている。

「これは、何があったんでしょう？」

　シオンがやってきても、アオイは俯うつむいたままだった。

　気付いていないのか、気付いていても無視しているのか、何もかもがどうでもいいのか。

　まともに話ができるか怪しかったので、シオンはアオイの相棒であるナイフに話しかけた。

『高遠夜霧には会えた。そこで何を見たのかは俺にはわからんが……アオイは奴を一目見るなり戦意を喪失した。そして、その場から必死に逃げ出して、ここへ閉じこもったのだ』

　高遠夜霧。

　その名を聞いた瞬間、アオイの身体がびくりと震えた。完全に心を閉ざしてしまっているわけではないらしい。

「そうですか。まあ、それはそれで仕方がないことなのかもしれませんし、咎とがめはしませんが」

　賢者が二人死んでいるのはおそらく夜霧の仕業で、夜霧と相対したアオイもこの有様だ。

　ならばやはり高遠夜霧には何かがある。

「ですが、そうなるとやはり私が対処するしかないということですかね。アオイさん。彼について何かわかったことはありますか？」

　だが、アオイはやはり黙り込んだままだった。

『それについては俺から報告しよう。現状知りうる奴についての情報は送信した。これらは奴の能力を目撃した上で生き残っている少年、花川大門から得た情報だ。生きているならまだ何か引き出すことは可能かもしれんな。賢者候補らしいのでどこにいるのかを探るのは簡単だろう？』

「花川さん……ですか。そうですね。そちらも調べてみましょう」

　シオンは賢者候補たちの名前を認識していない。どうせほとんどが死ぬのだろうし、覚えるだけ無駄だと考えていた。

　喚よび出したグループのほとんどは全滅し、賢者として生き残るのは希まれだからだ。

「まずは彼の能力について把握する必要がありますか。まあ、そうは言ってもしょせんは日本の高校生ですし……お友達がいるなら人質に取ってみるというのはどうでしょうかね。システムがインストールされてる人たちの生殺与奪は自由自在なわけですし。懐柔策もいいかもしれません。男子高校生なら、色仕掛けでころっといっちゃわないですかね」

　シオンがまわりくどいことを考えているのは、夜霧を賢者として迎え入れることを考慮に入れているからだ。

　もっとも、シオンは実力で夜霧に負けるとは微塵も思っていない。自分に勝てるような者がいるなど想像もできないからだ

　そして、それはどの賢者も同じだろう。あえて口にはしないが、自分こそが最強だと思っているのだ。

「……やめて……」

　アオイがゆるゆると顔を起こした。

　やつれている。賢者なら飲まず食わずでも生きてはいられるので、それは精神的なものなのだろう。

「……もう、あれに関わらないで……余計なことをしないで……」

　アオイがぼそりとつぶやいた。

「そう言われましてもね。さすがに放置するわけにもいきませんし」

　賢者を増やすために喚んでいるのに、減ってしまっては本末転倒だ。迎え入れるにせよ、殺すにせよなんらかの対応は必要だった。

「……お前の……お前のせいだろうが……」

「ん？」

　聞き取れないほどの小さな声に、シオンは首をかしげた。

「……お前が！　お前がアレを喚んだから！　何をしてくれてるんだ！　何を喚んだかわかっているのか！　もう終わりだ！　この世界はもう終わりなんだよ！　ふざけんなよ、ちくしょう！　死にたきゃ勝手に死ねよ！　世界を、私を、巻き込んでんじゃねーよ！」

　アオイが突然に喚わめきだしたので、シオンは驚いた。いつも冷静なアオイが、ここまで乱れているところなど見たことがなかったのだ。

「なんだと言うんですか？」

「……アレは……人間じゃない……生き物ですら、ない……」

　だが、アオイはシオンの問いにまともに答えることはなかった。激げき昂こうしたかと思えば、すぐにまた自分の世界に潜り込んだのだ。

　埒があかない。シオンはアオイを問い詰めても無駄だと考えた。

『誰かが来れば改善が見られるかと思ったが、すぐには無理そうだ。せっかく来てもらって悪いが、少し時間をくれないか』

「そうですね。では一旦お暇いとまいたしましょう」

　賢者のなり手は貴重だ。アオイが復活できるならばそれに越したことはない。

　シオンは帰ることにした。

　無理矢理道をこじ開けて帰路を開く。多少は慣れたせいか、出るのにはそれほど時間はかからなかった。

　外に出たところで、シオンは賢者候補の反応を探った。ギフトをインストールした親は、子に対しての管理権限を持つ。位置を探るぐらいは簡単なことだった。

　観光バスでシステムのインストールに成功したのは三十二名。そのうち反応があったのは二十八名だ。

　竜の平野で夜霧に二人殺されたと報告を受けている。残りの二人も死んだか、探索の手が及ばない場所にいるのだろう。

　シオンは、二十八名の位置を脳裏に描いた。

　二十四名はほぼ同じ位置、この地から北東にあるマニー王国の王都にいる。彼らはミッションをクリアするべく素直に行動しているのだろう。

　残りは三名のグループと、単独行動の者だ。

　アオイのナイフから得た情報から推測するに、この単独行動している者が花川だろう。システムのインストール時にバックアップデータからのリストアが行われた痕跡もあるのでまず間違いない。

　花川らしき者は王都に向かっているようで、峡谷を抜けてメルド平原を移動中だった。

「まずは花川さんとやらに話を聞いてみましょうか」

　シオンは森を出て、円盤形の飛空艇に乗り込んだ。













10話　は？










　知性を獲得した天盤喰らいは、天盤への侵入を果たした。

　天盤は天蓋という強固な殻に覆われているが、数多あまたの世界を天蓋ごと喰らってきた天盤喰らいにとって、極小さな穴を開けて中に入るぐらいのことは容易かった。

　その天盤を選んだことに特別な理由はない。手近な天盤を選んだだけのことだ。天盤喰らいの目的は知性体を観察することで、基本的に天盤には知性体が存在しているものだからだ。

　天盤喰らいは、侵入した天盤で支配的立場に立っている種族のうち、最も一般的な身分に属することにした。

　人間の農民になることにしたのだ。

　自らの情報を圧縮した胚はいを、適当な農民の胎内に生成し、人としての身体を作り上げる。

　そうして、天盤喰らいは、人間の赤子としての視点を得た。

　この時点では、その赤子はまだ分身のようなものだった。人間を観察するための探針プローブのようなものであり、本体は〝海〟と呼ばれる、天盤を内包する虚無の空間に置いたままだった。

　天盤喰らいは、人間を観察するにあたってルールを定めた。その赤子にはただの人間として生を過ごさせる。一切干渉をしないというものだ。

　天盤喰らいの分身は、それなりの人生を生きた。

　親と同じく子供のころから農作業に従事し、年頃になれば村の女と結婚し、何人かの子供をもうける。貧しいながらも楽しい暮らしだ。

　最初のうちこそ、天盤喰らいはその人生を興味深く観察していたが、次第に飽きはじめた。

　それは農民としてはよくできた人生なのかもしれないが、たいして変化のない、同じことを繰り返すだけの毎日だったからだ。

　転機が訪れたのは、凶作が続き、身を縮こめて過ごす冬のことだった。

　突如としてやってきたならず者の集団が、村を占拠したのだ。

　何者かに追われていて、身を隠すつもりだったのだろう。だが、彼らは大人しく身を潜めるようなまねはせず、なけなしの食料を無駄に消費し、気に入らない者を笑いながら殺した。

　彼らは村を後にする時に、女を奪い、家に火を放ち、井戸に毒を撒まいた。

　そこで、天盤喰らいの分身は死んだ。妻を奪われ、家族とともに殺されたのだ。

　天盤喰らいはその時、何を感じたのか。

　愉悦だった。

　突如として巻き起こった惨劇は、退屈を破壊するものであり、実に刺激的だったのだ。

　定住して安穏とした人生を過ごすのは面白くない。

　そう思い世界に目を向けてみれば、そこには多種多様な刺激が満ちていた。

　天盤喰らいはより深く、この世界に入り込むことにした。

　個性を獲得しつつあった天盤喰らいは、自分自身の体験としてその世界を満喫したくなっていたのだ。

　二人目を作るにあたって天盤喰らいは考えた。

　一人目を殺されたのは少々癪しやくに障っていたのだ。

　なので、今度はより強力な個体を作成することにした。余計なルール設定もなしだ。普段は人間としての刺激を味わいつつも、いざという時はいくらでも天盤喰らいとしての力を奮えばいい。

　赤子からの人生はもう十分だろう。適当な人間の身体を依より代しろにして、天盤喰らいは再びこの世界に生を受けた。
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　全てが思うがままだった。

　最初のころは、目に付く物を手当たりしだいに破壊し、殺してまわったが、それが面白いのも最初のうちだけだった。元々敵などいないに等しいのだ。ある程度続ければそれも退屈に感じてくる。

　なので、次の段階として、天盤喰らいは人々を支配し、コントロールすることに興味を覚えはじめた。

　支配するのは簡単だった。力を見せつければ人々は勝手にひれ伏していくのだ。

　天盤喰らいは、支配した人々を組織し戦わせた。

　それが実に面白かった。

　戦争は天盤喰らいにとって最高の娯楽になったのだ。

　軍隊を作り上げ、街を蹂じゆう躙りんし、徴兵してさらに戦わせる。

　そんなことを続けるうちに、天盤喰らいは一国を手中に収めていた。

　これは、天盤喰らいに軍事の才があったためでもなんでもない。天盤喰らいは、自ら采配を振るい、成り行きに任せはしていたが、負けそうになれば、天盤喰らいとしての、神のごとき力を行使していたのだ。

　天盤喰らいは、アルガンダ帝国を築き上げ、世界に覇を唱えはじめた。

　それはただ武力で周辺国家を制圧するだけのものであり、そこにはなんの意義もない。

　それは天盤喰らいにとって、ただの娯楽なのだ。

　なので、不可侵とされている、マニー王国を侵略するのも遊びに過ぎなかった。そこに魔神が封印されていようとどうだっていい。それこそ、魔神が復活でもしてくれればより面白い展開になるというものだろう。

　天盤喰らいは最初から、その奇跡的な力を使ったりはしない。

　それは最後の手段であり、最後の手段というわりには頻繁に使っているのだが、あくまでも人を争わせるのが面白いのだ。

　なので、一応は戦術のようなものを天盤喰らいは考える。

　それが、メルド平原に兵を集結させて、一気に王都へと攻め込むというものだった。

　メルド平原は水晶平原とも呼ばれている。

　そこは、結けつ晶しよう蟲ちゆうと呼ばれる化け物が大量に棲息し、全てが結晶化するという魔境なのだ。

　ここに大量の兵を潜ませるなどというのは、余人には考えも付かないことだろう。

　なぜなら、この平原に一定期間兵を置くことなど通常ならできないからだ。絶え間ない蟲むしの襲撃に、兵は疲弊し、損耗する。宙に漂う蟲どもの糸は、いずれ兵たちをも結晶化させてしまうことだろう。

　普通なら馬鹿馬鹿しい限りだが、だからこそ、ここからの攻撃は奇襲となりえる。

　天盤喰らいはこの作戦に固執した。

　自らの思いつきを実践することが面白いのであり、そのためにいくら兵が死のうがそれはどうでもいいことだった。

　まずは、メルド平原を通る鉄道路線を全て掌握させる。そこはこの平原で唯一の安全地帯であり、人がいる場所だからだ。

　天盤喰らいは、平原中央に陣を敷き、そこから指揮を執っていた。

　全てが順調に進んでいる。

　天盤喰らいはそう思っていたが、ある駅からの報告がいつまで経ってもない。

　不審に思った天盤喰らいは、兵士たちを調査に向かわせた。

　その駅を制圧する予定だった者たちは事切れていた。

　これはよくない知らせだ。ただの駅員が兵士を返り討ちになどできるわけがない。ならば何者かがこの地にいる。順当に考えれば、マニー王国の関係者だろう。

　すぐに、その場から逃走する車について報告があった。王都へ向かっているらしい。

　逃がすわけにはいかない。そう天盤喰らいは考えた。

　それではせっかくの作戦が台無しになる。

　天盤喰らいは指示を出した。何がなんでも始末するしかない。全軍をもってその車両を止めることを命じたのだ。

　そして、それは直ちに実行されるだろうと天盤喰らいは思っていた。

　なにしろ、アルガンダ帝国には、この世界においてはオーバーテクノロジーともいえる火器や、強力な魔法兵器の類が大量に配備されていたからだ。

　それらは天盤喰らいが、これまでに喰らってきた世界における知識から再現したもので、ただの兵士を万夫不当の勇士へと変えるものだ。

　だが、いつまで待っても、朗報は訪れない。しびれを切らした天盤喰らいは、力の一部を行使し、今の状況を脳裏に描いた。

　装甲車が走り続けている。

　追いすがるのは、配下であるアルガンダ帝国の兵士たち。それぞれが、馬や竜や戦車に乗り追いかけているが、それらは発砲することなく、力を失って、蛇行しお互いにぶつかり、あるいは水晶の岩や木に激突していたのだ。

　何が起こっているのかはわからないが、兵士たちが恐慌を起こしつつあるのはわかった。

『逃げるな。なんとしても殺せ！』

　直接兵士たちに指示を出す。

　もうこの時点で、通常の作戦行動からは逸脱していたが、それでも装甲車に対して自ら力を揮ふるわなかったのは、これがまだ娯楽の一部だったからだ。

　そもそも、マニー王国を滅ぼす程度のことは、やろうと思えばいつでもできる。天盤喰らいとしての力を直接揮えば容易いことではあるのだが、それをしてしまっては面白くない。最終的に負けるつもりはないが、それでもギリギリのところまでは過程を楽しみたいと思っているのだ。

　だが、そんなことを考えているうちに、兵士たちはばたばたと倒れていった。

　乗り手を失った馬や竜が途方に暮れ、歩兵たちは屍しかばねをさらし、コントロールを失った戦車は火の手を上げている。

　天盤喰らいには意味がわからなかった。

　なぜこんなことになるのかがさっぱりわからない。

　だが、もう限界だった。

　あっと言う間に損耗率が四割を超えている。彼らは天盤喰らいの命令を忠実に守ろうとして、次々に死んでいっているのだが、これではもうまともな軍事行動をすることなどできはしないだろう。

　仕方がない、と天盤喰らいは考えた。

　まだメルド平原からの奇襲に固執していた天盤喰らいは、とりあえずは装甲車を始末し、態勢を立て直そうとしたのだ。

　視点を装甲車へと移す。少女が運転していて、助手席には少年がいた。

　天盤喰らいは、苛いら立だちながらも、どうしてくれようかと考えた。

　焼き殺してくれようか、はたまた精神を操作して殺し合いでもさせようか。いや殺すなど生ぬるい、手足を捥もいで糞便溜まりにでも叩たたき落とすか。

　そして、天盤喰らいは、自分が十秒後に死ぬことを悟った。

「は？」

　まるで理解ができず、天盤喰らいはただ呆然となって、貴重な余命を二秒も浪費した。

　天盤喰らいのような存在にとって、時空とは己の一部だった。周囲の空間や、時間は、自らの意思で制御できるものであり、未来を予知するなど造作もないことなのだが、十秒より後の未来を見通すことがかなわなくなっていたのだ。

　死とはなんなのか。

　客観的には把握しているし、分身の死によって擬似的にそれを体験してはいるが、本質的な意味で天盤喰らいはそれを理解していなかった。

　自分に死があることすら、想像の埒外だ。天盤を喰らい続け、いくつもの世界を内包する己を殺す方法など、自分でも考えつかない。

　なのに自分が死ぬことを知ってしまっている。

　己の存在が消滅することをわかってしまっている。

　なぜ、そんなことになるのか、その意味が何もわからない。

　疑問ばかりが脳裏を埋め尽くし、思考は空転した。

　天盤喰らいには、それが決定された未来であるということしかわからなかったのだ。

　後五秒。そこから先の未来が見えない。自分の時間はそこで終わってしまっている。

　天盤喰らいは時間を操作した。数秒単位のことなら、時間を遡ることなど造作もない。

　死まであと十五秒。十秒戻ったところで、何も変わらないことを理解し、異常に気付く。

　天盤喰らいが自分が死ぬと気付いたのが十秒前だったのだ。

　この時点で、なんらかの死に至る原因が発生しているなら、それより前の時間に戻れば、死の因果から解放されるのが道理だ。なのに、間近に迫る死は、天盤喰らいを捕らえて放さない。

　天盤喰らいは、自意識が目覚めて以来、初めて恐怖した。

　見えない何かが己が身に絡みついている。

　それは一切知覚できず、それ故に振りほどく術がまるでわからない。

　あまりにも理不尽なそれは、因果すら越えていた。過去に遡ろうと、決定した事象を覆すことができないのだ。

　天盤喰らいは、人としての身体を放棄した。

　アルガンダ帝国の皇帝としての身体を天盤内に放り出し、自らの本体へと意識を戻したのだ。
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　天盤をも飲み込めるほどの巨体。それはどこか魚のような形をしている。そのほとんどが顔であり、大半が口を占めているそれは、ただ喰らうというその性を表した姿なのだろう。

　〝海〟に漂うその本体で、天盤喰らいは目覚めた。

　その身に秘めた膨大な力に身震いする。

　自分はちっぽけな人間などではないことを急速に自覚したのだ。

　この瞬間、時の流れは曖昧となり、全能感に満たされた。

　自分という存在の規模の大きさを、天盤の上で生き足あ搔がく人間どもの卑小さを認識する。

　すると、ふつふつと怒りが湧いてきた。

　この自分がおめおめと逃げ出した。それが許せなくなったのだ。

　こんな天盤など消え去ればいい。

　怯え恐れた自分を糊こ塗とするかのように、激情で心を埋め尽くす。

　天盤喰らいは、数多の世界を喰らい溜め込んだ力を解放することにした。

　こんなものは喰らう価値もない。一欠片も残らず滅びればいい。

　それは強迫観念に似たものであり、その瞬間、天盤喰らいの中から逃げるという選択肢が消え去っていた。

　巨大な口を大きく広げる。それは、まさに天盤を一飲みにできるほどの大口だ。

　その口こう腔くうの奥底。そこに光が灯ともった。

　全てを焼き尽くす怒りの閃せん光こう。

『死ね』

　それを放とうとした瞬間、天盤喰らいは我に返った。

　何かが、聞こえた気がしたのだ。

　そして、今が、死を悟ってから十秒後なのだと気付く。

　天盤喰らいは最期に、自意識などに目覚めなければよかったと考えた。
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　夜霧たちが王と謁見しているそのころ。

　アルガンダ帝国はすでに滅びていた。













11話　幕間　こんなに大きくはなかったのだがな










　枢軸教会。

　それは、この世界において最大の勢力を誇る宗教団体だ。

　信仰対象はその名の通り枢軸なのだが、厳密にいえばそこからあらわれる何かということになる。枢軸は天軸とも呼ばれ、世界の中心を貫く巨大な柱であるとされていた。

　ただ、その軸は普通の人間には見ることができないとも言われている。一部の人間にしか見えないとなればその存在は懐疑的なものとなるが、魔法が飛び交い、魔物が蔓延はびこるこの世界で、そんなあやふやな代物を中心に信徒をまとめることなどできはしない。

　だが、この教団には確実な現世利益が存在する。治癒と魔の調伏だ。

　治癒は、通常の医療手段では回復不可能な病状を、枢軸から与えられたとする奇跡により治療するものだ。この世界には回復魔法の使い手も少なからずいるのだが、確実性に乏しく、それほど効果的なものではなかった。

　魔の調伏は、魔物や魔神の眷属などと呼ばれる邪悪な存在を退治することだ。各地の教会を基点に一帯を防衛し、魔物の排除を行っている。しかも国家では対応しきれない寒村をもその保護対象としていた。

　その総本山は、マニー王国の王都にあり、魔界の封印の一助となっている。聖職者たちの階級は、主にその担当範囲の広さに応じていて、その頂点には聖王が立っていた。
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　夜霧たちと別れた聖王一行は、無事王都へと辿り着いた。

　馬車で峡谷を抜け、汽車で水晶平原を通過してきたのだ。

　王城近くの駅でリックとお付きの者たちは降り、残りの者たちはそのまま王都の北へと向かっている。

　聖王の座と呼ばれる宗教施設がそこにはあるのだ。それは、枢軸教会の総本山であり、王都で二番目に大きな建築物だった。

　汽車の先頭車両は貸し切られていて、今は三人だけが乗っている。

　向かい合わせの席の窓側に座っているのが聖王だ。ドレス風の白い鎧を着ている美女で、生真面目な雰囲気を漂わせている。常在戦場ということなのかこんな時でも気を抜いてはいないらしい。

　聖王の向かい側に座っているのが、ライニール。とにかく運が悪いことで一部では有名だったが、塔での事件により世界水準で運が悪いことが露呈した青年だった。

　ライニールの隣に座っている少女がフレデリカだ。右肘から先が失われているが、これは塔にあらわれた魔神の眷属の攻撃によるものだった。傍らに置いてある杖からもわかるように、魔法を得意としている。

　並んで座るこの二人は塔の試練に合格したことで、ともに聖王の騎士となっていた。

「あの、先に家に帰らなくていいのかな。お父さん、ずいぶん心配してるんじゃないかと思うけど」

　フレデリカは家出同然の形で、王都を出て塔の試練に挑戦していた。当然家族は心配しているはずだったが、フレデリカはその点はあまり気にしていないらしい。

「あのね。こんな姿を見せたらお父様は卒倒しちゃうに決まってるわ。先に治さないことには帰るに帰れないわよ」

　フレデリカが聖王の座に向かっているのは、治療のためだった。ライニールは特に用事はないのだが、付き添いを強制されているのだ。

　フレデリカの腕は、呪いで失われており、通常の回復魔法では治らないとのことだった。

「すまないな。私が治癒の力も修めていればよかったのだが。だが、解呪ができれば再生は可能なはずだ」

　枢軸教会のトップは聖王であり、教会が使える全ての力を使いこなすように思われがちだが、聖王の力は戦闘に特化しているとのことだった。

「いえいえ。そんな恐れ多いです。同行を許してくださっただけでもありがたいです。ほんと」

「なに。君たちはもう聖王の騎士なんだ。堂々としていればいい」

　聖王がそう言うのは、ライニールがいるからだろう。ライニールは聖王を見るといまだにおどおどとしてしまうからだ。

「そういや、詫わび石とかってさ。どうなったの？」

「そういうのは全部使えなくなりました」

　ライニールは女神から与えられた力を全て失っていた。

　もう星結晶は手元にないし、支給もされなくなっていた。おそらく、死に戻りの能力もなくなっているはずだが、こちらは試すこともできない。

「それ大丈夫なの？　死んじゃわない？」

「あー、どうなんでしょ。運の悪さも改善されてるような……」

　なんとなくライニールはそう思っていた。塔以降、極端にひどい目にあっていないのだ。

「でも、それじゃ魔界になんて行けないじゃない。今のあんたって特になにができるわけでもない凡人以下なわけでしょ？」

「え？　なんで僕まで魔界に行くことになってんですか!?」

「聖王の騎士なんだから、行くに決まってるでしょ」

　王都にいる限り、聖王の騎士の活躍の場は魔界以外にはありえないだろう。

　フレデリカが聖王の騎士を目指したのはこれが目的だったのだ。

　彼女は魔界に入ることを父親に許されていなかった。魔界への入界は厳重に管理されていて、貴族であり魔界入界権の一部を扱う立場の父親がそうと決めたのなら、無理矢理に入ることもできなかったのだ。

　だが、聖王の騎士であるなら、魔界への入界は自由に行うことができる。それは貴族の魔界利権とは関係のない話だからだ。

「そう言われても……今からでも聖王の騎士ってやめられないでしょうか……」

「どのような経緯にしろ、試練をクリアしたことには間違いない。あの試練で確認しているのは主に運命力とでもいうのか。普通ではない特別な人間を探しているのだ。なので、君には何かがあるということになる。なに、今の時点で力がないということはさほど問題ではない。この聖王自らが、ギフトを与えようではないか」

「えー！　なに、その特別扱い！」

　フレデリカがふくれっ面になった。ずるいと思うのは仕方がないが、その態度は問題だろうとライニールは思う。それは聖王を批判することになるからだ。

「いや、本来聖王の騎士とはそういうものなのだ。千年の間にいろいろと変わってしまったようだがな。私が復活した以上問題はないだろう」

　本来、聖王の騎士とは、聖王から直接ギフトを与えられた者のことだった。

　ギフトは特定の条件のもとに他人に与えることが可能だが、世代を経るごとに劣化していくため、より系統の上位者から受け継ぐほうが効果的だ。聖王はギフト保持者の頂点に近い位置にいる。受け継ぐには申し分のない相手だろう。

「フレデリカ殿は、すでにギフトを持っているのか？」

「はい。クラスは炎術士＋＋ダブルプラスです」

　炎術士は魔法使いの一種で、炎の魔法を得意とするクラスだ。それだけならそう珍しいクラスでもないのだが、＋＋ダブルプラスが付加価値をあらわしている。ただの炎術士にはない要素が二つあるということなのだ。

　ちなみに、一見よくわからないクラス名と、＋プラス付きは驚異的な力の持ち主だと判断されることが多い。通常のクラスにはない不可思議な能力を使ってくる可能性が高いからだ。

「適正もあるが、二つ目ぐらいなら問題はないだろう」

「では、私にも頂けるということですか？」

「希望者には全て与えるつもりだが、そのあたりは各自の判断ということになるだろうな」

　発現するクラスによってはデメリットもあるらしい。現状で問題なく運用できているなら、ギフトを追加するのも善し悪しということなのだろう。

「しかし、汽車か。便利になったものだな」

　聖王がしみじみと言う。千年前に汽車はなかったのだろうし、街もこれほど発展してはいなかったのだろう。

　汽車が減速をはじめている。目的地である聖王の座はもうすぐだった。
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　聖王の座の巨大さに、聖王は圧倒されていた。

　白黒模様で円筒形の建物が林立し、それぞれが複雑に繫がり、交差し、積み重なっている。その幾何学的な配置の意味は聖王にもわからないが、それは見る者に畏怖の念を抱かせる光景だった。

「こんなに大きくはなかったのだがな」

　過去には神殿と呼ばれていただけの自分の家が、複雑怪奇な建築物となり目の前に立ちはだかっている。しかも聖王の座などと呼ばれているのだ。これには聖王もうんざりしてしまった。

「たかが自分の家に帰るだけのことと思っていたが、フレデリカ殿たちと一緒にきてよかった」

　こんな様子では入り口がどこからすらわからない。案内なしでは途方にくれてしまうところだった。

「あの。千年も経っているわけなんですけど、その、聖王様のことってわかるんでしょうか？」

「それはわかるだろう？　いや、わからないのか？」

　聖王の気を感じ取れない者が信徒にいるわけがない。そう思っていたのだが、なにせ千年もの間不在にしていたのだ。気配で聖王とわかれと言うのは無理な話にも思えてくる。

「申し訳ないんですが、僕には聖王様が聖王様だってことがよくわからないです……」

　ライニールが本当に申し訳なさそうに言う。一般的な信徒であれば同様の反応だろうと思われた。

「ふむ、そうか。だが、行ってみるしかないだろう。この場合どこへ向かえばいいのだろうか？」

「あそこでしょうか。最も古く、教会にとって重要な場所だと聞いたことがあるのですが」

「……私の家だな……どうやってあそこまで行けというのだ……」

　最も高い円筒の先頭。そこに、見覚えのあるこぢんまりとした建物が載っていた。

　もともと枢軸を模して作られているので、それも円筒形ではあるのだが、後から作られた部分と比べるとずいぶんと貧相に思えた。

　十全な状態であるならそこまで飛んでいくぐらいは可能だが、聖王はほとんどの力を失ってしまっている。

　回復には休息が必要で、そのためには自宅へと戻る必要がある。なので、結局は歩いていくしかないのだった。

「そうですね。入り口はいっぱいあるんですけど……貴族向けの入り口があるのでとりあえずはそちらに」

　フレデリカが案内する。

　聖王は黙ってその後をついていった。

　手入れの行き届いた庭園を歩き、小さめの円筒形の建築物に到着する。そこから他の建物に繫がっているのだろう。

　入り口には槍を持った僧侶が立っていて、聖王は少しだけ安心した。

　ゆったりとした布を巻き付けたような服に、要所を皮製の防具で覆った姿は、見知ったものだったからだ。

「これ、聖王様が帰ってきたなんて言ったら、馬鹿みたいに思われたりしないでしょうか……」

「事実なのだからそのように言うしかなかろう」

　聖王は堂々と歩いてく。

　すると入り口の警護に当たっている僧兵が怪け訝げんな顔をしているのが目に入った。

　やはり怪しいと思われているのかと一行は思ったが、すぐに僧兵の意識は中に向けられていると気付いた。

　かしこまる僧兵の間を通り、一人の男があらわれる。

　モノトーンの司祭服を着た壮年の男だ。その厳粛な雰囲気からすると、位階の高い人物だろう。

「お帰りなさいませ。聖王様」

「ほらな？　わかる者にはわかるのだ」

　聖王は満更でもない顔をしていた。

「私、大司教を務めさせていただいている、ホラリスと申します。まさかとは思いましたが、聖王様のご威光を見まがうわけもなく。こうしてお迎えに上がった次第です」

「そうか。この二人は聖王の騎士でな。少女のほうが戦いで腕を欠損してしまったのだ。治療を施したいのだが」

「そうですか。ではお二方は治療院へと向かってください」

　ホラリスの背後にいた手下らしき者が、二人を治療院へと連れていった。

「とりあえず家へ帰ろうと思い、ここに来てみたのだが勝手が違っていてな。少々困っていたところなのだ」

「なるほど。確かに聖王様がご活躍されていた時代とは様変わりしていることでしょう。ではまず、そのご自宅。聖王の座の中心部へとご案内いたしましょう」

　聖王はホラリスとともに建物へ入った。

　内部も精緻を尽くした作りになっていて、宗教建築特有の荘厳な雰囲気を醸し出している。

　外観からもわかるように内部は恐ろしいまでに広大だったが、移動は動く通路や、エレベーターで補っているらしい。

　時間はかかるが、歩き疲れるということはなかった。

　しばらくそうやって移動して、中心部、最上階の建物へと辿り着く。

　やはりみすぼらしい建物ではあるがこうやって間近にして、ようやく帰ってきたという実感を聖王は抱いていた。

　中に入ってみれば、若干古びてはいるものの、記憶のままの様子だ。

　礼拝堂を抜けて、聖王の居室に入る。ベッドとテーブルがあるだけの部屋は綺き麗れいに掃除されているようだった。

「さて。ここで話ができるということでいいのか？」

　聖王がテーブルにつき話を促す。ホラリスも向かいの椅子に座った。

　千年もの間不在にしていたのだ。聞いておかなければならない話はいくらでもあるだろう。

「はい。ここへ来ることができる権限を持つのは、大司教の十名のみであり、現在この王都にいる大司教は私のみとなります」

「ふむ。ではこの部屋を掃除していたのは大司教なのか？」

「はい。十名で持ち回っております」

「ほう。大司教などという大層な役職でありながらも、掃除をしているのか」

「見習いから、大司教まで例外はありません。掃除は義務としておりますので」

　勝手にそんな教義が追加されているようだが、悪いことではないだろう。聖王は素直に感心していた。

「さて。聖王様のご帰還は大変喜ばしいことかとは思うのですが、聖王様は峡谷で魔神を封じ続けておられたはず。いったい何があったのでしょうか？」

「峡谷の魔神は滅びた。とりあえずはそういうことだ」

　ある少年がなんとなく殺してしまったと説明しても理解するのは無理だろう。なので結果だけを端的に伝えた。

「なるほど。では封印の鍵については？」

「なんのことだ？」

　峡谷の魔神を封印するのに鍵など必要ない。それとも、塔の機能のことかもしれないが、今それを訊きく意味がわからなかった。

「とぼけているわけでもなさそうですね」

　何かがおかしい。意図を問いただそうとして、聖王は異常に気付いた。

　いつのまにか手足が動かなくなっているのだ。

「聖王が戻ってくるなど万が一にもありえないと思っていたが、何事も準備はしておくものだ」

　ホラリスの様子が一変していた。そこには聖王に対する敬意など一欠片もありはしない。

「政争の類か。うかつだったな。千年も経てば腐りもするのか」

　現状では大司教による合議により、教会としての意思決定が行われていると聞いていた。だが、それはあくまで聖王の代理でしかない。現在も、枢軸教会の最高位聖職者は聖王であり、聖王が戻ってきたなら、全ての権限は聖王に委ねられることになる。

「いや。教会のありようは何も変わらない。今も昔も世のため人のため、己が身を削って奉仕している。大司教たちも純粋に、聖王様の代理を務めているだけのことだ。聖王が帰還したのなら喜んで、その権限を返すことだろう。私もその点に異存はない」

「ならばなぜだ！」

　最後の力を振り絞り、問いかける。もう麻ま痺ひは全身に及んでいた。会話ができるのもあと少しだけのことだろう。

「何も心配する必要はない。これまでと同様に聖王は象徴として扱わせてもらうだけのことだ。なにも変わりはしないのだよ」

　ホラリスは聖王を殺さずに封印しようとしている。それは、聖王は死んでも転生することを知っているからだろう。

　もう指先一つ動かせず、喋ることもできない。

　──千年の刻ときを甘く見すぎていたか……。

　万全の状態になってから戻ってくるべきだった。千年の間に教会が変質していることを考慮すべきだったのだ。

　疑問と後悔が脳裏を渦巻く中、聖王は完全に動きを止めた。
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12話　最終的にこんなことになったのは、エロゲ三貴族のせいなんだけど










　賢者候補、総勢二十六名。

　正確には、賢者のギフトを持つ二十四名と、ギフトを持たず候補者かどうかが怪しい夜霧と知千佳を加えた一団は、王城の敷地内にある屋敷に案内された。

　二十六名を十分に収容できるその建物は、迎賓館の類らしい。規模からするとちょっとした城とも言えるだろう。

　玄関ホールまで来たところで、案内の兵士が去っていった。

　そこであらためて、夜霧たちと、クラスメイトたちは向き合うこととなった。内輪の話を人前でするのも躊躇ためらわれたからだ。

「君たちを置いていった俺の判断に間違いはなかったと思っている。今から思えば、他にやりようがあったかもしれないが、あの時点の限られた情報、人員でできることには限界があったからだ」

　開口一番に矢崎は言う。しかし、わざわざそう言うということは、後ろめたい思いもあるのだろう。

　矢崎がギフトによって得たのは将軍ジエネラルというクラスだ。

　将軍ジエネラルには「統率」というスキルがあり、それにより大勢を一つの目標に向かって動かすことができる。その目標が納得できるものであるなら、ある程度は強制的に仲間たちを従わせることができるのだ。

　なので、無能力者を囮おとりとして扱うという作戦の責任は、ほとんどが矢崎にあることになる。もっとも、クラスメイトたちもその非情な作戦を否定しなかったわけで、責任がないわけではない。

「俺はどうでもいいよ。そもそも寝てたしね」

　夜霧にとってはどうでもいいことだった。もともとクラスメイトと仲がよかったわけでもないし、裏切られたとも思っていない。

「私は、正直に言えばむかついてはいるけど、今さらぐちぐち言うのも鬱陶しいから、もうそれはどうでもいいよ。それとも、私たちが来たらなんか文句あるわけ？」

　知千佳は強気な態度だった。すぐに水に流すというわけにもいかないのだろう。

「それは──」

「私はお二人の合流は歓迎すべきことだと思いますよ」

　矢崎が言い淀よどんだところで、一人の少女が前に出てきた。








[image: ]









「誰？」

　夜霧は小声で隣の知千佳に聞く。

「え？　秋あき野のさんまで知らないわけ？　無茶苦茶有名だと思うんだけど」

　呆れたように知千佳が言うが、知らないものは仕方がない。

　彼女の名前は秋野蒼空そら。

　知千佳が言うには、全国的に有名なアイドルグループのリーダーとのことだった。そう言われると、他の女子よりも垢あか抜ぬけているように思えるが、アイドルに詳しくない夜霧からすれば知千佳のほうが可愛いと思える。

「こんなわけのわからない異世界においての数少ない仲間なんですから、協力しあわないでどうするというんですか？」

「しかし……彼らが信用できるかどうかは……」

「それは、あなたが同じ目にあったなら、復讐に走るようなさもしい感性の持ち主だからそのように思ってしまうのではないのかしら？」

　そう言われて、矢崎は押し黙った。

「矢崎がリーダーって聞いたような気がするんだけど？」

「私もそう思ってたんだけど、なんか様子が……」

　蒼空が出てきて以降、矢崎の勢いはまるでなくなってしまっていた。

「不肖ながら今では私がみなさんを率いさせていただいています。よろしくお願いいたしますね」

　ぼそぼそと話し合う夜霧たちを見て気付いたのだろう。蒼空は微笑ほほえみながらそう言った。
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　ロビーでの話の後、それぞれは割り振られた部屋に行くことになった。

　もともと彼らはチームで活動している。チームごとで一つの部屋とすることで、部屋割りはすんなりと決まったのだ。

　チームは戦闘力で序列が決められているらしく、夜霧は最下位のチームに所属することになった。

「てかさ、俺達は二階に立ち入り禁止なのに、女子は一階を自由に移動できるってなんなんだよ」

　夜霧と一緒にやってきた一人が、部屋に入ったところで文句を言いだした。

　二階が女子、一階は男子と大きく分けられたのだ。

「って、悠ゆう吾ごくん。高遠くんは、こいつら誰？　って顔してるよ？」

　もう一人の少年が言う。夜霧を含めて三人が、同じグループだった。七つのグループに分かれているので、第７グループということになる。

「うん。君たち、誰？」

　部屋はゆったりと大きく、ベッドが四つ並んでいる。

　夜霧は、応接コーナーのソファに腰掛けた。二人も同調するように向かい側に座った。

「マジかよ！　俺、結構お前に話しかけてたぜ？　なんやかんやと！　お前は誰とも話そうとしねーしさ、クラスで孤立すんのはどうかなーと思ってよ！」

「はは、高遠くん、いっつも眠そうな顔をしてたから、ろくに聞いてなかったんじゃないかな」

　勢いのあるほうが泉いずみ田だ悠吾、気弱そうなのが愛あい原はら幸ゆき正まさとのことだった。

「まあ、なんだ俺らは使えねーグループってことで落ちこぼれ同士よろしくな！」

「悠吾くん。高遠くんは未評価だから、とりあえず僕らのところに来ただけで、落ちこぼれかどうかはまだわかんないよ？」

「あ、そうなの？　でも、虫を殺せるだけなんだろ？」

　事前に決めていたとおり、夜霧のクラスは害虫駆除人インセクトハンターで、能力は虫殺しと申告していた。

　遅れてギフトが発現したのだと説明したが、今のところ特に疑われている様子はない。

「そう。君たちの能力は？」

「俺のクラスは料理人コツクだ。能力は、適当に作っても飯が美味うまいってぐらいのもんで戦闘の役には立たないな」

「僕は、読書家リーダー。どんな言語で書かれた本でも読むことができる能力だよ。僕は気に入ってるけど、戦闘の役に立たないのは、悠吾くんと同じかな」

「能力はさ、もともと持ってた本人の趣味とか素質とか性格とか、そういうのが反映されるみたいだな。確かに俺は料理人コツクを目指してたし、幸正は本好きだ。で、そうなると、高遠は虫が嫌いとかあるのか？」

「どうかな。蚊は鬱陶しいから嫌いだけど」

「そりゃ誰でも嫌いだろ？」

　発現する能力の傾向についてまで、夜霧は考慮していなかった。そうなると、虫嫌いで通したほうが、筋は通りやすいのかもしれない。

「そういや、これまでのことを聞いてもいいかな？　クラスのみんながどうしてたのか気になるんだけど。最初は矢崎が仕切ってたんでしょ？」

「ああ、それな。今の状況になったのは、男のほうが少なくなっちまったからだよ。男子は十一名。女子は十五名。元々男子のほうが多かったんだけど、勝手にどっかに行っちまう奴が多くてさ」

　いなくなったうちの三名は、バスを出たところで夜霧と遭遇した者たちだろう。男子は十九名だったはずなので、かなり減ってしまっている。

「ま、最終的にこんなことになったのは、エロゲ三貴族のせいなんだけど」

「それって──」

　エロゲ男爵がどうとか言っていた件についてだろうか。三貴族ということなら、男爵の他にあと二名いるということか。

　興味が出てきたので、聞こうとしたのだが、そこでドアがノックされる音が聞こえてきた。

　幸正が立ち上がり、ドアを開けにいく。

　入ってきたのは、長髪で俯きがちな少年だった。

「げ。深ふか井いじゃん。なんの用だよ」

　悠吾が露骨に顔をしかめる。

「……た、高遠くん……ちょ、ちょっと、話、いいかな……」

　緊張しているのか、つっかえがちに話しかけてくる。

　もちろん、夜霧はその少年についても知らなかった。
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「で、エロゲ男爵ってなんなの!?」

　知千佳は二階の割り当てられた部屋で、同室のクラスメイトに聞いた。

「まっさきに気になるのがそれかよ!?　なんでそんな前のめりなんだよ！」

　応えたのは四し條じよう樹じゆ菜なだった。

　部屋には城じようヶが崎さきろみ子こもいて、この三人が第６グループということになる。

　グループは男女混合にしない方針とのことで、このグループが女子の最下位だった。戦いを任せられているのは１から５のグループらしい。

「ごめんね、ともちーを置いていって」

　のんびりとした声音でろみ子が言う。

　彼女らはソファでくつろいでいるところだった。

「あー、それは私もごめん。どうでもいいって知千佳は言ってたけど謝っとく」

「まあそれはいいよ。仕方がなかったんだろうし。で、男爵って？」

「どんだけ男爵に食いついてんだよ……」

　樹菜は呆れた様子だった。

「まあ、あいつらは今の状況になった原因でもあるんだろうから、その辺も含めて話をするけどさ。エロゲマスター牛尾真也、エロゲマイスター棟むな方かた圭けい一いち、エロゲマニア矢や立たて光みつ雄お。誰が言いだしたのか、こいつらはエロゲ三貴族って呼ばれてるんだ」

「え、そのエロゲなんとかってクラス名ってやつ？」

「そう」

「相当ひどいな！」

「そして、誰が言いだしたのか、牛尾がエロゲ男爵。棟方がエロゲ侯爵。矢立がエロゲ伯爵って呼ばれてる」

「それ言いだした奴なんなの？　悪意満載じゃん！」

「って、そう言いながらも楽しそうだな、知千佳！」

「え、そんなことはないと思うけど、話続けて、どうぞ」

「で、まあクラスとかは賢者が与えたもんだし、変なクラスになったとしても本人が悪いわけじゃない……と思ってたんだけど、みんなのクラスを確認していくとどうも、このクラスってのは本人の性質が反映されたものらしいってわかってさ」

「あのね。牛尾くんたちはよくそういうゲームをやってたんだって。それで女子はみんな引いちゃったの」

　ろみ子が補足した。

「いや、まあでも男子がそういうのやるのは仕方ないんじゃないの？　多かれ少なかれみんなやってるっていうか」

　知千佳はゲームをよくプレイするので、まだ理解はあるほうだった。

「まあそうやって理解を示そうとした子もいたんだけどさ。能力がさ、牛尾が時間停止。棟方が透明化。矢立が触手ってのが判明して」

「触手って能力なの!?」

「あ、そこに食いつくんだ。うん。好きな場所に触手を生やせるって能力で。実際見たことあるけど、はっきりいってキモかった。でさ。そんなエロゲなんとかって能力が発現するぐらいエロゲやりまくってて、しかも、悪用し放題みたいな能力に目覚めちゃったような奴らと一緒にはいられないってなっちゃったんだよね。これってもう生理的嫌悪感に近いわけでしょ。最初のうちは矢崎がリーダー面してたけど、あいつじゃ収拾を付けられなくなってさ。そこで、秋野さんが状況の改善を図ったのよ」

「秋野さんのクラスはアイドルなの」

「まあ実際アイドルなわけだし当然なのかな」

　ろみ子の説明を聞いて、そのままだと知千佳は思った。

「ああ、このアイドルってのはさ、本来の偶像って意味のほうらしいよ。宗教的意味が──」

　そこでドアがノックされる音が聞こえてきて、三人は顔を見合わせた。

　誰かがやってくるような予定は特になかったのだ。

　知千佳が立ち上がり、ドアを開けにいく。

　あらわれたのは、二にの宮みや諒りよう子ことキャロル・Ｓ・レーンだった。

「あの！　壇ノ浦さん！　少しお話いいですか！」

　知千佳の顔を見るなり、諒子が勢い込んで話しかけてきた。

「いいけど、中に入る？」

　知千佳はそう答えつつも疑問に思っていた。これまで特に接点のない二人だったからだ。

「いえ、その内密な話なので、出てきてもらっていいですか？」

「え？　いや、急にそんなこと言われても……」

　知千佳は不審に思った。焦る諒子に、平然としているキャロル。この二人の組み合わせも不思議だった。

「高遠くんのことで相談があるんです！　お願いします！　助けると思って！」

「……わかった。ちょっと出てくるね」

　知千佳は中の二人に声をかけた。

　怪しくはあるが、あまりに必死な様子だ。それに、夜霧についてのこととなると無視するわけにもいかなかった。
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　夜霧に会いに来た少年は、深井聖せい一いちと名乗った。

　長髪で顔を隠すようにしているし、俯きがちなためその表情はわかりづらい。喋り方からすると、人付き合いが苦手そうな少年だ。

　名前も知らなかったし、当然思い当たるような用件もない。だが、話があると言うなら聞いてみようと、夜霧は聖一を部屋に招き入れた。

　夜霧がソファに座ると、聖一は向かい側に座った。もともと座っていた悠吾と幸正はすでに離れている。どうやら聖一に対して苦手意識があるらしい。

「話って何？」

「……話、そう。僕は、高遠くんと、いや、もうごまかす必要も隠す必要もないのかな。おかくし様」

　おかくし様。その言葉を聞いた夜霧は身を硬くした。

　その名を知る者は、ごく一部のはずだった。

「何者だよ？」

「死神。そう！　死を司る、全ての生殺与奪を握る、絶対無比の力だよ。だからもう、おかくし様に、全てを任せる必要なんてない。教母様も、コントロールしようのないあなたなんかよりも、僕を重用してくださるに決まっている……」

「ろくに話もできないのはわかったけど、だったら何しにきたんだよ」

　会話がまるでかみ合っていない。聖一は違う世界にでも漂っているかのようだった。

「これまでは、ふふっ。お側で見守り続けろと言われながらも、近づくことも話しかけることも、直接見ることすらできなかったんだ……ずいぶんと理不尽な話だと、思わないかい？」

「こいつ同じクラスなんだよね？」

　夜霧は後ろにいる、悠吾に聞いた。聖一と話をしたことはなかったが、かろうじて見覚えぐらいはある。見ることすらできなかったとは言い過ぎだろうと思ったのだ。

「高遠もたいがいだよな。同じクラスに決まってんだろ。つーか、こいつはもともとよくわかんねー奴だったんだけどさ。こっちに来てから完全にどっかイっちまって……もう何言ってるんだかよくわかんねーことになってんだよ」

　だからまに受ける必要はないということか。だが、どうしたものかと夜霧が考えていると、聖一が動きを見せた。

　ゆっくりと右手を挙げていき、顔の前にもっていったのだ。

　この場面でそんなことをする理由がわからない。疑問に思っていると、聖一は唐突に、揃そろえた指先を右眼に突き入れた。

「！」

　意味がまったくわからず、夜霧は単純に驚いた。

　背後からは短い悲鳴が聞こえてきた。悠吾と幸正のものだ。

　呆気に取られて見ていると、聖一が眼球を取り出して、テーブルの上に置いた。

「おかくし様を、直接見ては、いけない。そんな掟おきてのために、僕の目は、えぐり取られた……」

　よく見てみれば、それは眼球ではなかった。大きさは似たようなものだが、そこに瞳はなく、何やら模様が描かれているだけなのだ。義眼の類のようだが、これもまたその意図がよくわからない。

「聖眼、だよ。これは、超常なるものを、見通す眼なんだ。ぼんやりとした、曖昧な視界で、僕はあなたをずっと見続けていた……」

「眼を外すとか、何がしたいんだよ。俺のせいだとでも言いたいの？」

「これは、もう使えない。こっちに来てから、力を失って、しまった。教母様の、力が、届かなくなって、しまったから……」

　だがそんなことは、わざわざ夜霧の目の前にやってきて眼を取り出した理由にはなっていない。彼の中ではなんらかの理屈が通っているのかもしれないが、それが夜霧にはさっぱりわからないのだ。

　危険なわけではない。ただ、不愉快だった。理解が及ばない存在を目の当たりにすると、不快感が沸き起こってくるのだ。

　聖一はゆっくりと立ち上がった。

「話ってのはもういいの？」

「うん。あなたが、まるで力を、解放していないことが、わかった。だったら、好きにしていればいい。後は、この僕が、この力で、引き継ぐとするよ」

　夜霧には、結局何がなんだかよくわからなかった。

　夜霧のことを以前から知っていたようだが、何を考えているのかまるで理解できなかったのだ。

「あいつ、やっぱりなんかおかしいだろ。高遠もそんなに気にしなくてもいいと思うぞ」

　聖一が出ていったところで、ようやく部屋の中に満ちていた張り詰めた空気が緩んだ。

　夜霧は、テーブルの上に放置されている球体を手に取った。

　文字のような、幾何学的な模様のようなものが、内部に浮かぶように描かれている。工芸品としてはたいしたものかもしれないが、特別な機能があるようには思えない。

「こんなの置いていかれてもな。いる？」

　夜霧は、悠吾にそれを差し出した。

「そんなもんいらねえよ！　やっぱお前もどっかおかしいな！」

　そう言われて、夜霧は球体をゴミ箱に投げ捨てる。

　すると、またもやノックの音が聞こえてきた。

「まさか戻ってきたんじゃないだろうな？」

「どうだろう。そろそろ話し合いが終わったのかも」

　幸正が言っているのはリーダーによる打ち合わせのことだった。

　１から５のグループにはリーダーがおり、賢者候補たちの行動はリーダーの打ち合わせにより決められているのだ。

　ちなみに６と７のグループは、使えない人間を置いておくためのグループなのでリーダーはおらず、発言権もないこととなっていた。

「こんにちはー。あ、高遠くん、ちょっといい？　二宮さんとキャロルが話があるらしいんだけど」

　やってきたのは知千佳だった。

　その後ろには、女子を二人引き連れている。

「……なあ、なんで高遠のところに女子がやってくんの？　こいつも深井とか幸正と一緒でぼっちだったろ？　俺もずっとぼっちなのはどうかってあれこれ気を遣って話しかけたりしててだな……なんで、こんないい奴の俺のところには女子が来ないんだよ！」

「それは……深井くんや、悠吾くんとは違って、高遠くんは見た目がいいから……とか？」

　納得がいかないという様子の悠吾に、幸正が答えていた。
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　賢者候補たちが拠点としている屋敷の庭の隅。

「本当に申し訳ありませんでした！」

　そこで黒髪ロングで、学校の制服を着た美少女が土下座をしていた。

　二宮諒子というらしい。

　もちろん、夜霧にはなぜこんなことをされるのか、まるでわからない。先ほどからわからないことだらけで段々と嫌気がさしてきていた。

「ほら！　キャロルも謝ってください！」

「ＷＨＹ？　ナゼワタシガ？」

　片言の日本語で返すのはキャロル・Ｓ・レーンという少女だ。金髪碧へき眼がんで容姿に日本人らしさは欠片もない。実際、アメリカ人ということだった。

　彼女も学校の制服を着ていて、どうやら普段着として制服を使う者が多いようだった。

「片言やめてくださいよ！　むかつくんですから！」

「ま、それはともかく。なぜ謝る必要が？　本人は、どうでもいいって言ってたじゃない」

「第一門が開いてるんですよ！　つまり、それは、いつどこでだって、ちょっとむかついたぐらいで、即死させられるってことなんです！　クラスメイトは全員、すでに対象となっていると考えるべきです。へりくだる以外に何ができるっていうんですか！」

「なんなのこれ？」

　うんざりしてきた夜霧は、二人を連れてきた知千佳に聞いた。

「うーん。なんなのって言われても、高遠くんと話がしたいから口利きしてくれって言われてさ」

　知千佳も事情はよくわかっていないようだった。

「謝る必要はないし、ましてや土下座なんてしなくていいから」

「ですが……」

「むかつくっていうならその態度がむかつくんだけど？」

　すると諒子は即座に土下座を止めて立ち上がった。

「そもそもなぜ謝られてるのかがわかんないんだけど」

「それは高遠くんたちをバスに置いていった件についてです。あの時点では突然のことに混乱しておりまして、統率スキルに対して抵抗することもできず、流されるままになってしまいまして……我に返った時には、もうずいぶんと離れており、今さら引き返すこともできず。いえ！　高遠くんがあんな蜥蜴程度に殺されるなどとは思いもしていなかったんですが」

「ＨＡＨＡＨＡ！　普段クールぶってる諒子が慌ててるのは面白いねー」

　しどろもどろになっている諒子を、キャロルは楽しげに見つめていた。

「キャロルさん、いや、レーンさん？」

「キャロルでいいよー」

「じゃあキャロル。あんたたちは俺のことを知ってるってことなんだよね？」

「そうだね。私は『機関』からだし、諒子は『研究所』からでしょ。そういや、さっき部屋から出ていくのを見たけど深井くんは『教団』からだったかな。私の知る限りだとこの三人は、高遠くんの動向を監視するために、同じクラスになったんだろうね」

「野放しにされるわけはないと思ってたけど、まさか同じクラスに監視者が三人もいるとは思ってなかったよ……」

　夜霧は深く溜め息をついた。クラスメイトと関わろうとしなかったこともあるが、まったく気付かなかったのだ。

「いやあ、アメリカ人だなんて、すぐにばれるかと思ったけど、高遠くんはぼーっとしてるから拍子抜けしちゃったけどねぇ」

「外国人だってだけで一々疑わないよ」

　どの組織も散々痛い眼にあったはずで、もう余計な手出しはしてこないはずだった。事実、高校入学以降は何事も起こっていなかったのだが、監視だけはされていたらしい。

「そういやキャロルは特に俺のことを怖がってないみたいだけど、二宮さんとは考えが違うの？」

「そうだねー。考えただけで人を殺せるようなのを相手にご機嫌伺ったって仕方ないでしょ。何がきっかけでむかつかれるかなんてわかんないし、こんなのもう運次第としかいいようがないよね」

「……勝手なことを言いたい放題だな」

　むかついた程度で殺したことなど一度もない。一方的に決めつけられて恐れられるなど、心外もいいところだった。

「『研究所』は一番よく高遠くんのことを知ってるはずだから、私が知らないようなことで恐れてるのかもしれないけどね」

「謝ってもらうようなことはされてないと思うけど、謝りたいってことならわかったよ。さっきも言ったように気にしてないし、赦しの言葉がいるってのなら、赦すよ。けど、なんで壇ノ浦さんも一緒なの？」

「だよね。別に謝るぐらいのことなら、私は関係ないよね」

「それは……付いてきてもらえば、多少は穏便に話を聞いてもらえるかと……」

　藁わらにもすがる気持ちだったのか、諒子は小さな声でそう言った。『研究所』関係者なら、夜霧の実績を一番よく知っているのだろう。

「恐れるのは勝手だけど、ほっといてくれないかな？　こっちも関わらないようにするから」

　夜霧の力を知っている組織関係者がこの世界にいることには驚いたが、だからといって何かが変わるわけでもない。夜霧たちの邪魔をしないなら、問題はないはずだった。

「本当ですか!?　その、身体を差し出す必要は！　覚悟はしてたんですが！」

「ん？」

「あはははは！」

　諒子が何を言おうとしているのか理解できずにいると、キャロルが笑いだした。

「この子、思い詰めて先走るタイプみたいでねー。高遠くんが知千佳と二人きりでここまで来たってことは、やることやっちゃってるだろうし、殺されてないのはそれが理由だと思い込んじゃってたみたいなのよー」

「な!?　そういうのないからね!?　勘違いしないでよね！」

　知千佳が慌てて否定する。

「でも、不思議ではあるのよねー。健全な男子高校生が、こんな可愛い女子高生とずっと一緒にいて自制できてるってのが」

「ん？　ああ、別に自制っていうか、適度に──」

「やめろー！　生々しいこと言おうとすんなー！」

　何を考えたのか、知千佳が顔を真っ赤にして叫んでいた。













14話　そんなに死にたいならお前一人で死ね！










「でも、そのハッピーなタイムのサイドディッシュはどうしてたの？」

「すぐ側にリアルなのがいるわけだから、想像するのは容易いし、特に困ることはなかったかな」

「それなんにもごまかせてないからな！」

　キャロルと夜霧の会話に、必死な様子の知千佳が割って入った。

「デリカシー！　デリカシーってもんを考えて！　なんで高遠くんはそんなあけっぴろげなの!?　キャロルも意気投合しないでくれるかな！」

「ま、そんな話はおいとくとして、今の状況について聞かせてもらっていいかな。こっちの事情を知ってるってことなら、話も楽だし」

　夜霧の事情を伏せながら話を聞こうとすると、回りくどい部分がある。その点、この二人になら遠慮なく聞けるだろう。

「おおーい！　なに!?　この私だけあたふたしてる馬鹿みたいな状況！」

「ごめんねー。知千佳はリアクションが面白いからつい」

　キャロルが笑いながら言う。それ以上反応して喜ばせるのも馬鹿らしくなったのか、知千佳はふくれっ面で口を閉ざした。

「で、聞きたいことってなに？」

　そして、キャロルはあっさりと話を戻した。

「現状の体制についてかな。グループ分けだとか、どんな風にこれまでやってきたのかとか」

「あ、そうそう。そのあたりについて、聞こうとしてたとこだったんだけど」

　知千佳も思い出したように言った。そう長くふて腐れていられる性格でもないらしい。

「どのあたりまで聞いたの？」

「エロゲ三貴族が問題だった、ってあたりぐらい？」

「そうねー。私たちが得たのはとても強力な力で、確かにこの世界で生き抜くためには便利なんだけど、でも、その能力の矛先が自分たちに向いたらどうする？　ってのはすぐに誰もが思ったことだったの。で、その槍玉に挙げられたのが、エロゲ三貴族なわけよ。一番問題視されたのは、棟方くんの透明化だったのね」

「あれ？　触手はまあいいとして、時間停止のほうが問題なんじゃないの？」

　知千佳がそう言うのは、もっともだろうと夜霧も思った。時間が止められるというのは実に強力な能力だ。

「牛尾くんの時間停止はね。触れた物の時間を止める、その場に固定するってやつなのよ。確かに驚異的な力ではあるんだけど、対処のしようはあるの」

「たとえば私のクラスはサムライで、キャロルはニンジャなんですが、戦闘系のクラスですと、牛尾くんより素早く動けますので発動前に殺すことが可能なんです」

　どうにか冷静さを取り戻したのか、諒子も会話に入ってきた。

「で、棟方くんの透明能力ね。これがね、本人を含む任意の物体を透明化できる上に、透視能力まであったわけ。問題になったのはこの透視。いつでもどこでもなんでも透かして見られて、発動してるかどうかも傍はた目めにはわからない……となると」

「ああ……確かに、そんなのと同じ場所にいるのは嫌だ、ってなるよね」

　知千佳がうなずいている。この場合彼女らが気にしているのはプライベートを覗き見されることだろう。

　夜霧は有用な能力なのだから、多少のことには目をつぶればいいのにとも思ったが、それを口にはしなかった。

「なあ。その能力って、自己申告なの？」

　夜霧は、そんな力を持っていたとして、正直に全て公開するものかと思ったのだ。

「はい。棟方くんは当初、過少申告をしていました。武器を見えなくするだけの能力だと偽っていたのです」

「ま、それは鳳おおとりくんが暴いちゃったんだけどね」

　諒子が言い、キャロルが付け足した。

　鳳春はる人とという男子がいて、クラスはコンサルタント。

　このクラスは情報分析系のスキルを多く持っていて、他者のスキルを解析することができるとのことだった。

「まずいな」

「まずいね」

　夜霧と知千佳は顔を見合わせた。

「あ、やっぱり、ギフトに目覚めたってのは噓だった？」

「まあね。偽装してはいるんだけど、これってばれそう？」

「どうかなぁ。その偽装のランクは？」

「ランクって？」

「ああ、ギフトなしだったら、システムのことは知らないんだよね。そんな難しいもんでもないんだけど、スキルだとかアイテムだとか、システムが判定することには全てランクが決まってて、ランクの差って絶対なのよ。例えばランク１の偽装なら、ランク２の鑑定だと看破できる。逆なら無理って感じね」

「ランクが同じ場合は？」

「同じ場合はステータスによるかな。この場合の成功判定は複雑で、ランダム性も出てくるね」

　夜霧は指に着けている指輪を見つめた。装飾のないシンプルな指輪で、見ただけではランクはわかりそうにない。

「もこもこさん。ランクってわかる？」

『うむ。その指輪なら６だな』

　隣にいるもこもこに夜霧は話しかけた。

「６だって」

「今、誰と話してたの？」

　もこもこは知千佳の守護霊で、夜霧にも見えるのだが、普通はその姿を見ることはできない。キャロルが疑問に思うのも当然だろう。

「壇ノ浦さんの背後霊」

「オー！　それはすごいね、どこどこー？」
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「あ、普通に信じるんだ」

　キョロキョロとあたりを見回すキャロルに、知千佳が言った。

「そりゃねー。異世界があって、魔法があって、高遠くんみたいなのがいて、なんで幽霊だけ信じないの？」

「だよねー。背後霊なんてレア度低いよね。普通コモンって感じだよね」

『なぜ、わざわざ我を見て言うのだ』

「ま、それはともかくとして。６だったら全然大丈夫だよ。クラスの中で最上位でも４だから」

　キャロルが言うにはランクは最大で10とのことだ。

　普通の人間では３が限界らしい。４以上は人外の領域で、７以上で神話級の能力ということだった。

「セレスティーナさん、って何者なんだろ……」

　知千佳がしみじみと言った。

　この指輪を作ったのはホテルでコンシェルジュをやっているセレスティーナだが、この世界を知るにつれてその底知れ無さがわかってくる。

「ちなみにランク４スキルを持つ一人が、深井くんだよ。即死魔法ランク４。４以上の耐性系スキルを持ってる人はうちのクラスにはいないから、危険度でいえば棟方くんの透視よりも深刻な問題だったね」

「即死って……高遠くんのみたいな？」

　知千佳の顔色が変わる。夜霧の力を目の当たりにしてきたのだから、同じ能力を持つ存在に驚くのは当たり前だろう。

「ああ、比較対象にもなんないよ。確実に成功するわけじゃないし、目の前の相手にしか使えないし、即死耐性スキルなんてのもあるし、身代わり系アイテムで対処もできて、蘇そ生せいも可能なんだから。とはいえ、私らにしたら脅威であることは変わりないけどさ」

　そうは言うが、キャロルはそれほど深井を恐れていないようだった。

「それで、私たちは困りました。初期能力に差がありすぎて、大半の者は有利なギフトを持つ者の言いなりになるしかない。すると、秋野さんが提案したんです。クラスメイトに対してギフトを使うことを禁止してはどうかと」

「確かにそれができるならいいけど、ただ禁止したって使う奴はいるだろ？」

　諒子の言うことはもっともだったが、透視のように使用実態を把握できないスキルもある。使うなと言ったところで、たいした強制力はないだろう。

「ま、普通ならそうなんだけど、秋野さんのクラス、偶像アイドルには願いを叶かなえるっていうとんでもない力があったのよね」

「じゃあ、クラスメイト同士でギフトを使えないようにしろって願ったらそれが叶うってこと？」

「ちょっと違うかな。『誓願』ってスキルで、誓いを立ててそれを守ることで、力を得られるっていう仕組みなんだけど」

「……それって、逆に誓いを破れば死んだりするの？」

「ビンゴ！　そう、この場合は願いが叶うって部分はどうでもよくて、この誓いを制約として利用しようってことだったの。誓いを破った場合の代償は願いの規模に応じてるから、クラスで危険視されてる奴らに、クラスメイトにギフトを使わないって誓いを立てさせて、所持スキルのランクアップをさせたわけ。スキルのランクアップって代償で死んじゃうぐらいの願いなわけなのよ」

　だが、それは秋野蒼空がクラスを牛耳るということに他ならない。

　当初の問題は、有利なギフトを持つ者の専横の阻止だったので、これでは解決策になっていないのだが、蒼空がリーダーになることを女子のほとんどが支持した。

　クラスをどうまとめるかを考えなければいけない時期だったこともあり、すでに女子のほうが人数が多かったため、なし崩し的に蒼空がリーダーになることが決まってしまったのだ。

「えーと、秋野さんのことはわかったけど、だとすると、やっぱり私たちまずくない？」

　知千佳が言うのはもっともで、そもそもシステムのインストールに失敗している夜霧たちに、システムを介してのスキル適用はされないのだ。

　なので、その誓願を使われた時点で、ギフトを偽っていることがばれてしまう。

「なんだかめんどくさくなってきたな……」

「ひっ！」

　夜霧がぼそりと言うと、諒子があからさまに顔を引きつらせた。

「で、でしたら私が、秋野蒼空を始末してまいりますので！」

「短絡的だな！　もうちょっと穏便にいこうよ！」

　諒子が日本刀を抜き放ったので、知千佳は慌てて止めた。

「ま、ギフトの偽装が見破られてないなら大丈夫じゃない？　秋野さんも願いを無制限に叶えられるわけじゃなくて、人数に制限があるの。たいして脅威を感じない相手に誓願は使わないと思うよ」

「ばれたらばれたでその時考えるか」

　そのあたりは楽観的に考える夜霧だった。

「そういやさ。高遠くんたちは、なんで私たちと合流したの？　ここまで二人で来れるぐらいなら、クラスメイトとつるまなくても余裕で生きていけるでしょ」

「賢者のシオンって人と話をしたいんだよ。ここに喚んだ張本人なんだから、帰る方法についてなにか知っていないかと思って」

「帰る？」

　キャロルと諒子が呆気に取られた顔になった。その可能性は考えていなかったとでも言いたげだ。

「え……ああ、そうだよね。普通は帰ろうって、帰りたいって思うよね……」

「……私も、もう帰れないという前提で考えていました。賢者になるしか道はないのだと……」

『ふむ。洗脳というほどでもないが、思考誘導のようなものが行われておるようだな』

　システムのインストールで、好戦的になり、暴力への忌避感が減少すると、もこもこが以前に言っていた。そのようなことができるのなら、同様の手口で帰還から意識をそらすのも可能なのかもしれない。

「ねえ、高遠くん。みんなにこのことを教えて、一緒に帰る方法を探せば……」

「いや、それはやめとこう。とりあえずは偉業を達成する道しかないのに、そんなことを知ったところで混乱するだけだろ」

　知千佳の提案を、夜霧は否定した。

　シオンが提示した期限は一ヶ月だ。今さら、帰還方法の探索に力を割いている場合ではないだろう。

「さて。まだ話はあるかもしれないけども、また今度にしない？　そろそろリーダー会議が終わるかなって気がするし」

　キャロルが提案する。

　会議が終われば、今後の方針について発表があるだろうし、まずはそれを知る必要があるだろう。

「わかったよ。一応、俺たちは協力関係ってことでいいんだよな？」

　夜霧は念のために聞いた。

「そうだね。私はそのつもりだけど」

「なんなりとお申し付けください！」

　少々面倒な気もする夜霧だったが、あらかじめ事情をわかっている相手なら、気兼ねせずにすむ。

　夜霧たちは、一旦屋敷に戻ることにした。





＊＊＊＊＊






　夜霧たちが去っていったのを確認して、諒子は安あん堵どした。

　まだ冷や汗が止まらないが、とにかくこの場はやり過ごすことができたし、明確に赦しの言葉も得ることができた。まずは及第点というところだろう。

「けどさ、そこまで無敵の存在って感じもしないよね」

「な、何を言ってるんですか！」

　平然とそう言うキャロルを諒子は信じられなかった。

「だってそうでしょ？　異世界転移に巻き込まれちゃってるじゃない。それに、研究所の地下でずっと暮らしてたんでしょ？」

「それは、そうですが……」

「つまり、殺意がなければ、高遠くんの意図しない形で強制的に移動させることや、隔離は可能ってことだよね。だったら無力化もできるんじゃないの？」

「いいですか？　余計なことは考えないでくださいよ」

「それに、知千佳にご執心なようだし、メンタルはただの高校生って感じ？　だとしたら人質作戦なんて有効──」

「黙れよ！」

　途端に諒子は激昂し、キャロルの胸ぐらを摑んだ。

「いいか？　それは最悪の手段だ。それをやった奴らがどうなったと思っている！」

　わかっていない。キャロルはまったくわかっていないのだ。

　高遠夜霧がどれほど無害に見えようと、一瞬たりとも油断することなどできないし、してはならなかった。

　高遠夜霧に対しては、一切何もしてはいけない。彼に対して何か対応できるなどと考えることすらが、悪なのだ。

　キャロルたち『機関』も夜霧の脅威を知ってはいるはずだが、その思想は東洋の組織である『研究所』とは異なるのだろう。

『機関』は、どんな不可解な現象であっても何か原因があり、今はわからなくともいずれは人の手で解明でき、対応が可能だと考えている節がある。

　だが『研究所』はそうは考えない。高遠夜霧を禍神まがつかみの類と捉えている。それは人の手にあまるものであり、その災いはただ受け入れるしかなく、鎮まるのをただ伏して願うしかない存在なのだ。

「人質だ？　馬鹿かお前は！　逆なんだよ！　私たちは今後！　命に代えても壇ノ浦知千佳を守らなくちゃならなくなったんだよ！」

「えー？　それはちょっと言いすぎじゃ……」

　キャロルが軽くうけながそうとする。諒子はキャロルを摑む手に力を込めて持ち上げた。

「ふざけんな！　さっきから見てればへらへらへらへらしやがって！　お前だけの問題じゃねーんだよ！　私を、他の人間を！　世界を巻き込むな！　そんなに死にたいならお前一人で死ね！　今すぐ腹をかっさばけ！　介かい錯しやくしてやるからよ！」

「……その、ごめん」

　諒子のあまりの剣幕を恐れたのか、滅多に謝ることのないキャロルが素直に謝った。
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　リーダー会議の結果、賢者候補たちは王都の地下にある魔界に挑むことになった。













15話　自分だけ助かりたい一心で発現したクラスって感じよねー










　賢者候補たちが達成すべき偉業として選んだ魔神討伐。

　これは消極的理由で選択されたものだった。

　帝国の侵略を阻止せよと言われても何をすればいいのかが曖昧だ。国家を相手にどう立ち回ればいいのかもわからないし、戦争に関わるとなれば人を殺すことは避けられない。いくら好戦的な心理になっているといっても、それは躊躇われたのだ。

　対して、魔神討伐はわかりやすかった。この王都の地下、最下層に魔神はいるらしいのだ。そこに行って倒せばいいだけのことであり、やるべきことがはっきりしていて迷う点がない。それに、道中にあらわれるのは魔神が生み出した魔物だけらしいのだ。敵が人でないのなら遠慮をする必要はない。最大限の力を発揮できるだろう。

　リーダー会議の結果、今後の行動方針が決められて発表された。各グループに情報収集や必要な物資の確保などの作業が割り当てられ、まずは準備をすることになったのだ。

　そして、謁見の翌日。

　まずは１から５のグループで偵察を行うことになった。

　そうなると夜霧と知千佳も待機組ということになるのだが、まずは実力を測る必要があるということで、今回は魔界偵察作戦に参加することになっていた。

　知千佳がグループ１、夜霧がグループ２という編成だ。

　魔界内部の環境は様々だが、入り口近辺は大勢で行動できるほどは広くない。そのため、魔界を探索し、魔物を排除する探索者エクスプローラーと呼ばれる者たちは多くても六名程度のグループで行動しており、賢者候補たちもそれに倣うことになっていた。
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　王城の地下にある魔界への入り口は、厳重に管理されていた。

　出入り口は王都の各所にあり、魔界への出入りそのものは制限されていないのだが、ここは王城に直接繫がっているからだ。

　そのため、ぞろぞろと入っていくわけにもいかず、グループごとに順番に入ることになっていた。

　その入り口までは、いくつかの部屋で区切られている。何かあった場合、王城に直接影響が及ばないようにしているのだ。

　まずはグループ１から魔界に入る。集合場所は、入り口直前の部屋となっていて、知千佳は最後にやってきた。

「異世界感ゼロの恰好だな！」

　グループ１の面々を見た知千佳は、開口一番そう言った。

　賢者候補を統括する立場であり、このグループのリーダーでもある秋野蒼空は、いかにもアイドルといったステージ衣装のような服を着ていたのだ。

「これはライブで着ていた服とほぼ同じものですね」

　まさに彼女のために誂あつらえたものなのだろう。一般人ではとても着こなせない派手な衣装が実に馴な染じんでいた。

「そんなのどうやって用意したの……で、キャロルのそれは？」

　キャロル・Ｓ・レーンは、赤く派手な忍者装束を着込んでいた。額当てや、忍者刀など装備をしているので、蒼空よりは戦えそうだが防御力があるとはとても思えない。

「ニンジャですから！」

「しのべよ！　闇に溶け込めよ！」

「ふふっ！　ありきたりなツッコミね。私がこれまでに何度そう言われたと思ってるんですか？」

「そう思うなら改善してよ！　……で、もうツッコまないけど、二宮さんのそれは？」

　二宮諒子は羽織袴に二本差しといった恰好だった。事前にクラスはサムライだと聞いていたが、そのとおりの恰好なのだろう。男装ではあるがとても似合っている。

「すみません。私も、こんなふざけた恰好をしてはしゃいでいると思われるのは心外なのですが……衣装補正というものがあるのですよ」

　要はクラスごとに適した装備というものがあるらしく、適性のある装備をすることにより、ステータスやスキルが向上するとのことだった。

「あー、ふざけてるって意味だと私が一番そう思われるかな……」

「アイドルとどっこいかな、って気はするけどね」

　申し訳なさそうに言うのは大おお谷たに柚ゆ衣いだった。彼女はチアガールの恰好をしていて、両手にはポンポンまで持っている。

　この四名が現在のグループ１のメンバーであり、今回は知千佳を加えた五名の構成となっていた。

「いや、でもみんな、防御力が紙だよね？　魔物ってのがどんなのか知らないけど、嚙かまれたりしたら、そのまま穴開いちゃうよね？」

　とてもこれから、魔物の巣窟に挑むような恰好とは思えなかった。

「これでも防御力はあるんですよ。まあ、攻撃を喰らうことなどほぼないとは思いますけどね」

　アイドルの恰好をした蒼空はまるで強そうには見えないのだが、戦闘に関しても自信があるようだった。

「知千佳は気合い入ってるよね！　それなに？　アメコミ？　ＳＦ？」

「私もしたくてこんな恰好してるんじゃないんだけどね……」

　キャロルが興味津々な様子で聞いてきた。

　知千佳の全身は、レオタードのようなぴったりと張り付く服に覆われているのだ。それは全体的に黒を基調とした素材でできていて、指先まで隙間なくカバーしている。また、要所は赤いプロテクターで補強されていて、その部分は鈍く輝いていた。

　一応は太ふと腿ももあたりまである黒いコートを纏っているのだが、あまりに薄いためそれは身体のラインを隠す役には立っていない。

　これらは、巨大ロボットの侵略者アグレツサーから入手した物質でできている。形状を自由に設定することができるので、もこもこが防具としてデザインしたのだ。

『本当なら、顔もカバーしたかったのだがな。まあ、髪には一部編み込んであるので、頭部への攻撃もある程度は対応可能だ』

「これで顔までカバーしたら、変質者だと思うよ……」

　自信作なのか、もこもこはふんぞり返っていた。

「なるほど。それがあなたのクラス。利己的な鍛冶屋エゴイステイツク・ブラツクスミスの力ですか」

「ははは……」

　蒼空が感心しているが、知千佳は力なく笑ってごまかした。

　知千佳は自分のクラスを、利己的な鍛冶屋エゴイステイツク・ブラツクスミスだと説明したのだ。武器や防具を作り出すことができるがそれは自分専用で、他人に与えることはできない。そのような設定だった。

　実際には、他人に貸すことは可能なのだが、もこもこが側にいないと細かな調整ができない。面倒なので、知千佳専用と言い張ることにしたのだ。

「それはそうと、私のは自分で作れるけど、アイドルだとかニンジャだとかこんなのはどうやって用意したの？」

「これはグループ３の、春はる藤ふじさんが作ったんです。彼女のクラスは裁縫士ドレスメーカーですから」

　蒼空の説明によれば、裁縫士ドレスメーカーは材料となる布さえあれば自在に服を作り出すことができるクラスとのことだ。それもただ作るだけではなく、様々な効果を服に付与することができるらしい。クリエイト系クラスとしてはかなり有用だとのことだった。

「なるほどね。春藤さんは裁縫部でそういうの得意だったし、ってなに？　そういう関連があるとしたら私のクラスって……」

「そうねー。自分だけ助かりたい一心で発現したクラスって感じよねー」

「むっちゃイメージ悪いな！」

　キャロルが言うように、クラスのみんなにはそのように思われているのかもしれなかった。

「まあいいや。私で最後でしょ。さっそく行くわけ？」

「いえ。今回は最初ですから案内役の方が同行するとのことで──来られたようですね」

　蒼空が部屋の入り口を見る。扉が開き、白銀の鎧を纏った男が入ってきた。

「お久しぶりですね。壇ノ浦さん」

「え？　リックさん？」

　やってきたのは、峡谷の塔で行動を共にしたことのあるリック。つまり、現在の剣聖だった。
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　グループ２は、鳳春人、矢崎卓、深井聖一、牛尾真也の四名で、そこに夜霧が一時的に参加することになった。

　鳳春人のクラスはコンサルタントで、情報解析を得意としている。その説明だけでは戦闘をこなせるのかは不明だが、グループ２に所属している以上、戦うことはできるのだろう。

　矢崎卓は将軍ジエネラルで戦闘時には、各種の戦術を使いこなすとのことだった。将軍ジエネラルだからなのか、金属製の無骨な鎧を身につけている。ちなみに他の者たちは学校の制服のままだ。

　深井聖一は死神で、即死魔法が使えるらしい。その能力のためなのか、もともと人付き合いが悪かったからなのか、クラスメイトからは距離を置かれているようだ。もっとも、夜霧も人付き合いの悪さでは人のことは言えなかった。

　牛尾真也はエロゲマスターだ。そのクラス名から能力をすぐに連想はできないのだが、触れた物の時間を停止することができる。人に使うこともでき、使われた側は時間が飛んだように感じるとのことだった。王に挑発的な態度を取っていたことは記憶に新しいが、その際に切られた指は治療済みだ。

　そしてもう一人。案内役として、衛兵のデイヴィッドが同行していた。王都の入り口で揉もめて、知千佳と戦った副隊長だ。

　なぜ衛兵が魔界の案内などしているのかというと、それは彼が王族に連なる人物だからだった。

「王族には封印の力があるんだよ。これこそが王の血族がこの国を治め続けることのできる最大の理由なのさ」

　王族にはギフトを弱体化する力があり、その力は魔界にいる魔物にも通用するとのことだった。

　もちろん力の大小や、有効範囲には個人差があり、最も強力な力を有している者が王になるということらしい。

「なので、大船に乗ったつもりでいなよ。低階層の魔物なら、僕の力で完封できるからね」

「いえ、それはそれで困るのですが。僕たちの実力を測る目的もありますので。力を抑えることは可能ですか？」

「それはもちろん。そうなると、魔物がいるところに案内したほうがいいのかな」

　自慢げなデイヴィッドに、春人がやんわりと聞く。彼がこのグループのリーダーだった。男子側の代表でもある。

　グループ２は魔界の第一層を歩いていた。ここは岩肌が剝むき出しになっている洞窟で、幅、高さともに三メートルほどの通路になっている。それが複雑に枝分かれしているのだ。案内なしではすぐに迷ってしまうことだろう。

　魔界は明るかった。洞窟の上部に灯りが灯っているのだ。そこかしこに金属製の棒が突き刺さっていて、その先端がぼんやりと光っていた。

「あれは周囲に漂う微量なソウルを吸収して発光してるんだ。攻略済みのエリアに、トーチを設置していくのも探索者エクスプローラーの仕事の一つさ」

　つまり、灯りがあるところは比較的安全で、攻略済みのエリアは地図も作成されているらしい。

　デイヴィッドの案内に従い黙々と歩いていく。

　しばらく進むと、唐突に何もない空間が広がっていた。先が見えないほどの広大な空間だ。

「事前に調べているとは思うけど説明しておこうか。この魔界はすり鉢状の構造になっている。つまり今僕らが歩いているのは、魔界のほんの端の部分なのさ」

　どの層も幅は十キロほどの円環状だと予測されていた。一層は直径百四十キロ、二層は百二十キロと少しずつ小さくなっていき、最後の七層目は直径二十キロほどの円状になるのだろう。

　突然の光景に呆気にとられていた夜霧たちだったが、すぐに気を取り直して歩きだした。

　まっすぐに行くと、地面がなくなって崖になっている。デイヴィッドの説明どおりなら、向かい側にも同じような場所があるはずだが、それは百二十キロのかなただ。見えるはずもなかった。

　崖を見下ろせばそこにはただ闇が広がっている。ほとんど垂直なので、なんの装備もなしにここを下りるのは難しいだろう。

「『神曲』に登場する地獄がこんな構造だったね。もっとも、あちらは九層からなるらしいけど」

　春人が言うのはイタリアの詩人、ダンテの著作のことだろう。夜霧は、『神曲』の地獄編をモチーフにしたゲームを思い出した。

「ねえ。すり鉢状ってことはさ、ここを斜めに飛んでいけば中心部に辿り着けるってこと？」

「そう言われているね。実際それをやった命知らずの探索者エクスプローラーも結構な数がいるんだけど、戻ってきた者はいない。なので、基本的には次の階層に繫がる入り口を探して下の階層に移動することになる」

「下の階層までの高さは？」

「１キロほどだと言われているね」

「そんなの……辿り着けるわけねーじゃねーか！」

　夜霧がデイヴィッドに確認していると、牛尾ががなりたてた。

「移動だけで馬鹿みたいに時間がかかるじゃねーかよ！　こんなのどうやって魔神のとこまで行けってんだ？」

「行けるわけがないだろう？　僕たちも三層までしか到達していないんだから」

「は？」

　牛尾がぽかんとした顔になる。かなり簡単に考えていたようだった。

「牛尾くん。そんなことは魔界の構造を調べた時にわかってたよ。君、話を聞いてなかっただろ」

　春人が呆れたように言う。

「もっとも僕たちは魔界の攻略よりも防衛に重きをおいているからね。基本的には二層ぐらいまでの魔物を間引きし続けるので十分だし、魔物退治で収入を得ている者たちもそれで十分に稼げるのさ。だから三層より下に行くメリットがそれほどないんだよ」

　帝国侵略の阻止よりは簡単だと思われた魔神討伐だが、前途は多難なようだった。
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　ニンジャのキャロル、サムライの諒子はまっとうに強かった。

　魔界一層にいるのは最弱の魔物らしいが、それでもただの野生動物ではない。

　全身から棘とげを生やしている猪いのししや、甲羅を背負った巨大な熊、動き回る人の骸骨スケルトンなど、それらはただの人間では到底太刀打ちできない存在だ。

　だが、キャロルの放つ棒手裏剣はあっさりと猪を貫通するし、諒子の刀は熊を一振りで両断していた。しかもそれはもともと持っていた技術とのことで、ステータス面での向上はあるのだろうが、スキルの類は使っていないとのことだった。

「これでは私が来た意味はあまりなかったようですね」

　リックが感心したように言う。

　キャロルと諒子が戦っているのを残りの面々で見物しているところだった。何か問題があれば、リックが飛び出すとのことだったが、今のところ出番はありそうにない。二人は危なげなく魔物を減らし続けていた。

「というか、リックさんて王子様なんですよね？　こんな所に来てていいんですか？」

　知千佳が隣にいるリックに小声で聞いた。

　リックはあだ名で、本名はリチャード。マニー王国の第三王子であることを知千佳は今さら知ったのだ。

「さすがに王が動くことはできませんが、王族は結構魔界に来るんですよ。逆に来ないほうが問題になりますね。なにせ、魔界を抑え込む力があるからこそ、我々は王族だなどと偉そうにしていられるわけなんですから」

「えーと、それもあるんですけど、剣聖、なんですよね？」

　塔で前代の剣聖が死亡した時、リックは剣聖を継いだのだ。自身は剣聖としての実力などまるでないと思っているようだが、あの場では他に候補者がいなかった。そのため甘んじてその立場を受け入れているのだろう。

「そして、壇ノ浦さんは聖王の騎士ですね」

　塔での試練を終了した時点で資格を得ており、知千佳と夜霧は聖王の騎士となっていた。

　この世界には大別すると、二つの脅威がある。

　侵略者アグレツサーと、封印されし神々だ。

　侵略者アグレツサーは世界の外からやってくる。あらわれる時期や出現場所、数や強さは不明だ。これに対応するのが賢者であり、基本的に賢者は侵略者アグレツサー以外の危機には無関心だった。

　対して封印されし神々は、封印場所や脅威のおおよそは把握されている。これに対応するのが聖王であり、その手足となって行動するのが剣聖や聖王の騎士だった。

　この魔界は封印の地であり、ここに封印されし魔神は魔物を生み出して地上に干渉しようとしている。剣聖や聖王の騎士がこの地を訪れるのは不思議なことではないのだ。

「その騎士ってやつ、辞退したいんですけどね……」

「あまり深く考えなくてもいいですよ。異邦の方であるお二人に強制することはありませんから。そうそう、聖剣ですが、教会で用意できるとのことですので、お時間がある時にでも」

「聖剣かぁ」

　持っていると聖王の騎士としての身分証明になるらしい。聖王の騎士には様々なメリットがあるのかもしれないが、デメリットも同じぐらいにありそうで、本当に受け取っていいものなのか、悩みどころだ。

　ただ、ゲーマーとしての知千佳は、聖剣という響きに少し興味を引かれる部分はあった。

「これまでの剣聖は塔を離れることができませんでした。ですが今後は違います。次代の剣聖として、この魔界の攻略を進める必要があると思っています。一応の確認なんですが、高遠さんによる攻略は可能だと思いますか？」

　夜霧が、塔の魔神を殺したことをリックは知っている。そこには知千佳には想像もできない複雑な思いがあるのかもしれないが、剣聖の矜きよう恃じなどはひとまずおいて、すぐに処理ができるならそれにこしたことはないとも思っているのだろう。

「あー、どうなんだろ。相手が見えてなくても使えるはずだけど」

『おそらくは無理だろう。塔の魔神の場合は、命の危機を感じるほどの瘴気に反応して大元を断ったらしいからな。この地には人を害するほどの瘴気は満ちていないのだ。魔物とやらも、本体とは別の存在であろうしな』

　無理そうだと知千佳は伝えた。リックもそれほど期待はしていなかったようだった。

「歓談中のところを申し訳ないですが、壇ノ浦さんもそろそろいいですか？」

「あれ、秋野さんはいいんですか？」

　次は蒼空が戦う番だと思っていた知千佳は、のんきなものだった。

「はい。二宮さんとキャロルで楽勝のようですから、私が戦うまでもないかと」

　蒼空は戦闘に関して相当の自信があるようだった。

「私は戦いそのものは専門外なんです」

　そう言うのはチアガールの大谷柚衣だ。彼女の能力は、応援によって他者の能力を向上させるものらしい。

　知千佳は戦いの場に視線を戻した。キャロルと諒子が一体を残して魔物を倒してしまっている。

　残るのは骸骨スケルトンだけだが、これは知千佳の実力を見るためにあえて残したのだ。

　キャロルと諒子が戻ってきたところで、骸骨スケルトンも後を追うように動きだす。

　知千佳は、迎えうつべく骸骨スケルトンに向かって歩きだした。

「って、白骨死体だよね。これって武術的なの通用するのかな」

『人型なら、問題なかろう』

「いやいや、関節どうやってくっついてんの？　とかあるじゃない。簡単に外れるとしたら、逆技とか通用しないしさ」

　剣と盾を持った戦士然とした骸骨スケルトン。これも魔神が生み出した魔物ということだった。

　知千佳は敵を観た。

　関節部分は骨と骨が接触しておらず、浮いたようになっている。だが、それらは一つの身体として統合されているようだ。見えない筋肉や靱じん帯たいがあると想定すればいいのだろう。実際、骸骨スケルトンの重心はそのようになっている。つまり、人に準じる構造だ。

　そう判断した知千佳は、あっさりと距離を詰め、骸骨スケルトンの膝を前蹴りで粉砕した。

　いわゆるヤクザキックだ。体重が一方の足にかかった瞬間を見定めて、踏み下ろすように蹴る。初手にそれを選択したのは、骸骨スケルトンの足元が隙だらけだったからであり、足を蹴られた際の反応を確認したいがためだった。

　骸骨スケルトンの意識が潰された部位に向くのがわかる。反応はやはり人間と変わらない。骸骨スケルトンの体勢が崩れ、頭部に隙ができ、知千佳は次の一手を瞬時に選択した。

「重いやつ」

『任せよ』

　手に黒い刃物が出現する。形状は大型のククリナイフだ。

　知千佳はがら空きになった頭部にククリナイフを振り下ろす。

　頭蓋骨は、あっさりと砕け散り、骸骨スケルトンの魔物は動かなくなった。

　これが、知千佳がこの世界で生き抜くための戦闘方法だった。バトルスーツの補助により、力と速度を増し、武器を自在に出現、変形させて敵を翻弄する。侵略者アグレツサーから入手した物質を研究して最適化した成果でもあった。

「塔ではその腕前を拝見する機会がありませんでしたが、さすがですね」

「なるほど。十分な実力だと思います」

　リックと蒼空は素直に感心していた。

「あ、でもこれって近づく必要すらないのかな。とにかく長いの」

『そうだな。というかこれ、便利すぎて修業には向かぬが……まあ、よいのか。これはこれで新しい壇ノ浦流ということで』

　知千佳が振り向きもせずに、背後に手を伸ばす。

　すると、軽く握るようにした掌から飛び出した何かが、新たにあらわれた一つ目鬼の頭部をあっさりと貫いていた。

　槍だ。
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　長さ十メートルほどのそれは、たわむことなく真っ直すぐに、瞬時に狙いどおりの箇所を穿うがっていた。

　キャロルと諒子は、言葉もない様子だった。
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　縦に横に斜めに。次々にあらわれる黒い線を夜霧はかいくぐっていた。

　それは死線であり、その線上にいれば確実に死ぬ。だが逆に、その線に触れさえしなければ絶対に死ぬことはない。

　夜霧が動いた一瞬後、それまでいた場所を毛むくじゃらの腕が通り過ぎていく。

　夜霧は器用なものだった。もともと身体能力は高いし、学習能力もある。運動神経が悪いように思われていたのは、怠け癖と、単に体力が不足していただけだった。

　異世界に来てからの経験で多少は鍛えられたのだろう。最小限の動きでかわしているためか、それほど疲れてもいない。

　今、夜霧は戦闘能力を試されているところであり、グループ２の面々に戦いの様子を見られているのだった。

　夜霧が戦っているのは、細身の類人猿のような魔物だ。大きさは人間ほどで、それだけならただの猿なのだが、それには腕が四本生えていた。

　そのため、回避し続けるのもそれなりに忙しいのだが、動きは単純だ。敵の動きを摑んだところで夜霧は逆襲に転じた。

　刀を、死線に沿って振ったのだ。その先には必ず敵がいて、結果カウンターが決まる。

　さすがに夜霧の技量では、強化されている刀をもってしても一撃で仕留めることはできなかった。だが、それでも知千佳にならった即席の剣術はそれなりの威力を発揮している。

　何度かそんなことを繰り返し、敵が消耗して動きを止めたところで、止めを刺した。

「それなりって感じだね」

　とは、鳳春人の評だ。夜霧自身は中々うまくやれたのではないかと思っているが、それなりには違いないだろう。

「それだけ動けるなら、俺の陣形に組み込んでも問題ないだろう」

　そう言うのは将軍ジエネラルの矢崎卓だ。将軍ジエネラルは単独でも強いが、仲間を利用することでより強大な力を発揮するとのことだった。

　牛尾真也は安堵の表情を見せていた。たいしたことはない、自分の立場が脅かされることはないと思ったのだろう。

　深井聖一は特に反応を見せなかった。相変わらず俯いたままで、力を使わない夜霧などどうでもいいのかもしれない。

「なんなんだ君は。動きを見る限りは素人もいいところなのに敵の攻撃は危なげなく避けるし、剣術もたいしたことはないのに確実に当てて、終始冷静で焦ることもなく止めを刺すって……」

　デイヴィッドは呆気に取られた様子だった。剣術をやっている者が見ればそのような評価なのだろう。

「蟲殺しの力は見なくてもいいの？」

「かまわないよ。蟲型の魔物がそう都合良くいるわけでもないだろうし」

　夜霧は仲間の元に戻り、春人に話しかけた。

「そもそも、ここでスキルはうまく使えないけどね。そのスキルのランクはいくつなんだい？」

　デイヴィッドが言うには、王の力によりこの地では強制的にスキルのランクが下がるとのことだった。

　地上と魔界一層ではランクが２下がり、二層で１下がる。三層までは力が届かないということだ。

　これは魔物でも人間でも関係はなく、全ての存在に適用され、ランクが０以下ならスキルは使えなくなるのだ。

　夜霧の装備、日本刀と学校の制服はクラスメイトの手によって強化されているが、これはランク４のスキルによって、ランク３の強化が施されているので、結果、ランク１相当となっている。

「スキル頼りの存在にとって、ランクが１でも下がるというのは深刻な問題なんだよ。だから、慎重で強力な魔物は二層まではやってこない。つまり三層以降の魔物は比べものにならないぐらい強くなるんだ。三層の探索があまり進んでいないのにはそんな理由もあるね」

「なるほど。ということはまずは三層まで行く必要がありますね。小手調べとしては十分なので一旦戻りましょうか」

　最初の探索はあくまで様子見であり、正午までには帰還することになっていた。
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　知千佳たちも、様子見は十分ということになり、帰還することになった。

　時折遭遇する魔物は、キャロルと諒子が率先して対応しているため、残りのメンバーは特にすることはなかった。

　一層程度の魔物なら楽勝ということらしい。

「ところで、知千佳さんが使っているスキルのランクはいくつですか？　実際に使えていますので３以上なのはわかるのですが」

　リックが聞いてきた。

「え？　ランク？」

「こんなことを聞いているのは、私がさらに封印の力を使用していいのかが気になったからなんです」

　封印の力は重ねて使うことで、ある程度は上乗せされるものらしい。この場は王の力でスキルランクが２下がっていて、リックも使うと、周辺のみではあるが更に２下げることができるとのことだった。

「あー、どうなんだろ。詳しく知らないんです。ていうかですね。だったら、王族の人が団体さんで動けば、魔物の力を完全に封印できるんじゃないですか？」

「それもある程度までは可能なんですが、その場合はお互いに封印しあうことになってしまいますので、一定以上は効果がないんですよ」

　知千佳は適当にごまかして話をそらした。

『ふむ。我もスキルランク関連については、考慮に入れておらなんだな。ということは、リックが力を使った場合、いきなりバトルスーツをパージして、素っ裸になるのが正解ということか？』

「それやったら、成仏させるからね」

『ほう、お主にそんなことができるとでも？』

「恥も外聞も忘れて高遠くんに頼むけど？」

『……あれだ、ほら、お主ももう少し祖先を敬う心をだな……』

　そんなことを喋っている間に、出入り口近くにまでやってきていた。

　だが、あともう少しで帰れるというこのタイミングは油断しがちだ。知千佳は念のため周囲を見回す。すると、何かが視野の端をかすめた。

「なに？」

　金色の何かが床から壁へ、天井へと移動していく。

　箱だった。一抱えほどもある箱に、蟲のような足が生えた直方体だ。

　キャロルが棒手裏剣を投げつける。それは命中し、箱はぼたりと天井から落ちてきた。

　魔物なのだろう。だが、その形状故にどこが弱点なのかははっきりしない。よろよろと立ち上がったので生きているようだった。

「ああ、これはヤラ・レッターという魔物ですね」

　珍しいものを見たとばかりにリックが言う。

「え？　そのふざけた名前は誰がつけてるんですか？」

「ステータス解析の結果判明した分類名ですからね。地下の魔神がつけたのではないでしょうか」

　意図がよくわからない。

　知千佳が疑問に思っていると、ヤラ・レッターはふらふらと歩いて逃げ出そうとしていた。

「あ、逃げちゃいますよ？」

「放っておいてもいいですよ。たいした魔物じゃありませんから。それに──」

　ヤラ・レッターは洞窟の横穴へと消えた。

　たいしたことはないといっても魔物だ。人を襲うのだろうし、始末できる時に確実にするべきなのでは。

　少し迷っていると、魔物の消えた横穴から声が聞こえてきた。

「ヤラレター！」

　そして、派手な爆発音。

　知千佳が慌てて横穴を覗き込むと、そこにはばらばらになったヤラ・レッターの残骸が散乱していた。

「ヤラ・レッターは、倒されると周囲に迷惑がかからない所で派手に爆発し、なぜか金目の物を落とすんですよ」

　隣にやってきたリックが解説を続けた。

「こいつの存在意義がまるでわかんないんだけど!?」

　残骸の中には、一際輝きを放つ宝石が残されていた。

　地下にいる魔神とやらが何を考えているのかまるでわからない。知千佳は、言い知れぬ不気味さを感じていた。
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　小太りの少年、花川大門。

　魔神の眷属であり、美少女の姿を模したリュート。

　二人は旅を続け、ようやく王都へと辿り着いた。

「すごい人だかりだなー。祭りでもやってるの？」

　王都の門をくぐってすぐ。夜だというのに街は人と活気にあふれていた。

「ぶふぅ！　田舎者丸出しテンプレですなぁ！　いやいや、この程度日本ならどこにでもある光景かとは思いますが、異世界ですと珍しいのでござるかぁ？」

「君……殺されないと理解してから調子に乗りすぎだろ……」

　リュートは呆れた様子だった。もう怒る気にすらならないというところだろう。ここまでの道中でも花川は言いたい放題だったからだ。

「殺さなくても痛めつける方法ならいくらでもあるけど、それはわかってるの？」

「ふふっ！　死なないとわかっているのなら、どうにでもなるのですよ。拙者ヒーラーですからなぁ。どんな怪我でも元通りというわけで覚悟さえ決めておれば耐えきれるのでござる！」

「そうなんだ。ところで、ここの地下が目的の妹神様がおられる場所なんだけど」

「ほほう？　そんな人を害するような魔神の直上でよくもこれほど街を発展させることができたでござるな」

「主様が封印しているからね。そんな簡単に出てこられるわけじゃないよ」

　これは人間たちが知らない情報だった。

　何しろ妹神が封印されたのは千年前の話であり、詳細は伝わっていないのだ。

　伝説では大魔道士が魔神を封印し、この街を作ったことになっている。だが、大魔導師は街を囲む巨大な城壁を作ったにすぎない。

　地下に存在する魔界そのものは、魔神アルバガルマが妹を封印するために作りあげたものだった。

「でも封印されているのは妹神様だけだから、その眷属は地上にやってくることはできる。けど、人間たちも手をこまねいているわけじゃなくてね。特殊な血筋の奴らが、この一帯をさらに封印しているんだ。だからこの地ではスキルのランクが下がるってことなんだけど……君の回復魔法がどれぐらい通用するものなのか、試してみようか？」

　花川の動きは迅速だった。リュートが話し終える前に飛び下がり、人目を憚はばかることなく土下座状態になっていたのだ。

「拙者調子にのっておりましたぁ！」

「君、土下座に頼りすぎだろ？」

　リュートはうんざりした様子だった。

「話が通用する奴が相手でしたら、とりあえず土下座すれば、間が持つのでござるよ。間があけば、相手もすぐにどうこうしようという気は失せたりするものでして、そこでどうにかなる可能性があったりするのでござる！」

「もういいから、とりあえず立ってよ」

　さすがに往来で土下座は目立ちすぎる。花川はゆっくりと立ち上がった。

「で、街には来ましたが、どうすれば？」

「そうだね。魔界に行かなくちゃならないんだけど、どこに入り口があるのか、どんな風に管理してるかがわからないから、まずは情報収集かな」

「なるほど。そうなるとこういった場合は酒場に行くのが定番でござろうか？」

　ゲームや漫画の知識でなんとなく花川はそう言ってみた。

「酒場か。あれかな？」

「いや、しかし拙者ら見た目は子供でござろうが？　行くのはいいのですが、ママはどうしたんだ？　とか、ミルクなら他所よそに行きな、とか言われ──多いですな！」

　通りには、ジョッキ、酒瓶、樽たるなどが描かれた、いかにも酒場でございと言わんばかりの看板が並びに並んでいた。

「酒場ばかり多すぎやしないでござるか!?　……ま、まあとりあえずは行ってみるでござるか」

　選択する基準などないので、手近な所に行くしかない。子供だけで行くとチンピラに絡まれるかもしれないが、ここにいるのは魔神の眷属だ。花川も余裕の気分で酒場に足を運んだ。

「いらっしゃいませ！　お二人様ですかぁ？」

　ウェイトレスが気さくに呼びかけてくる。この二人でも門前払いということはないようだ。

　テーブルに案内されたので、花川が適当に注文した。花川もこの世界での生活は長い。この手の店で何を頼めばましなものが出てくるのか理解しているのだ。

「僕は酒場なんて初めて来たんだけど、情報収集ってどうするわけ？」

「ぬぬ？　そういえば、どうしたもんでしょうかね。周囲の会話に聞き耳を立てるだとかでござろうか」

「はぁ……自信満々に言うから何かいい案でもあるのかと思ってたよ。ねえ、お姉さん。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　リュートがウェイトレスを呼び止めた。

「おぉ！　なんと自然に女の子に声を！　拙者には到底真似まねのできない芸当でござるよ！」

「今日はこんなに人が集まってるけど、お祭りか何かかな？」

「ちょっ！　人の話を聞いていたのでござるか!?　この街の規模からするとこの程度は普通で──」

「そうなんですよー！　なんでも、賢者候補の方たちが、魔界五層にまで到達したっていうんです！　これまでは三層が到達限界だったのに、攻略開始して数日でいきなり五層ですよ！　千年間停滞していた、魔界攻略が進んだってことでもうお祭り騒ぎなんですよ」

「な、なんですと!?」

　リュートがどうだと言わんばかりに得意気な顔で花川を見つめていた。

「なので特需ですよ、特需！　賢者候補さまさまってやつですね、ほら！　今日もこの店に来ておられるんですよぉ！」

「はぁ!?」

　花川はウェイトレスの指差すほうを見た。そこには、見覚えのある制服姿の三人がいた。

　牛尾真也、棟方圭一、矢立光雄。学校でもよくつるんでいるのを見かけた連中だ。

　エロゲの話ばかりしていた奴らで、クラスの連中からは花川も同類扱いされていたものだが、特に交流はない。趣味が違うというのもあるが、花川はこんな奴らからもキモオタ呼ばわりされ、馬鹿にされていたからだ。

「ふざけんなでござるよ。結局やることやるんでしょうが、何が泣きゲーでござるか！」

「花川？」

　唐突に彼らとの諍いさかいを思い出して憤ったが、リュートからすれば意味不明すぎるだろう。

「って！　まずいでござるよ！　あいつらに見つかってしまうでござる！　どうにかならんですか！」

　花川は、彼らからすればいきなり逃げ出したことになる。今さら合わせる顔がなかった。

「どうにかね……まあいいけど」

　リュートが軽く手を振る。

「なんとなくこちらが気にならないって程度の認識阻害を使っといたよ」

「そんな程度で大丈夫でござるか？」

「完全に姿を隠すなんてことをしようとすると、辻つじ褄つまが合わなくなって大変なんだよ」

「魔神の眷属だなんて自慢してるわりには案外しょぼいですな」

「だったらあいつらのまえに放り出してやろうか？　って土下座しようとすんなよ！　今そんなことしたら、折角の偽装が台無しだからな！」

　花川の土下座に移行しようとする動きを見切ってリュートが制止した。

「ふふっ！　しかし気付かれないというならば！　もっと近づいて奴らの話を聞いてみたほうがいいのでは？　奴ら魔界に行っているそうじゃないですか！」

「そうだね──いや、ちょっと様子がおかしいな」

　立ち上がろうとした花川を、またもやリュートが制止する。

　三人の方を見てみると、フードを被かぶった少女が側に立っていた。
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「なんなんだよ、高遠の野郎は！　途中からぽっと出てきてクラスの美少女をかっさらっていきやがってよぉ！」

　酔っ払って愚痴をぶちまけているのは、エロゲマスターの牛尾真也だった。

「毎晩、二宮さんとキャロルと壇ノ浦さんとどっかに消えるんだよな。羨ましいもんだよな、まったくよぉ！」

　答えるのはエロゲマイスターの棟方圭一だ。彼も何本も酒瓶を空けている。日本でなら問題になるだろうが、この世界に来てから大半の生徒たちは酒を飲むようになっていた。

「あいつなんもしてねーじゃんよぉ。たまに蟲のいるエリアに呼ばれるだけでさぁ。牛尾のほうがよっぽど活躍してんだろ。なんで俺らはもてねーんだよぉ！」

　エロゲマニアの矢立光雄も同調する。彼らは日本にいたころから仲がよかったのだ。

「そりゃまぁ……エロゲ三貴族なんて呼ばれてるからだろ……こんなんでもてるかよ！」

「けど、なんで俺らだけ！　好きでこんな能力になったわけじゃねーよ！」

　牛尾が憤り、棟方もジョッキを呷あおる。

「好みや趣味が能力に反映されるっていうけどさぁ、誰だって、時間止めてエロいことしたいとか、服を透かして見たいとか、透明人間になって更衣室に侵入したいとか、触手で搦からめ捕りたいとか思うよなぁ！　俺らだけ女子からゴミみたいに見られるってなんなんだよ！」

「いや、触手はないわ」

「ないな。それだけちょっと違うわ」

「なんでぇ!?」

　矢立だけが否定され、納得がいかないとばかりにうめき声をあげた。

「ま、でもお前らはまだましじゃん。こっそり楽しめるわけだろ」

　牛尾が羨ましげに言う。

　彼らの能力は、クラスメイトに対して使うことができない。だが、それ以外なら問題はないのだ。

「まあな。さっきからウェイトレスの子の全身をなめ回すように見てるし」

　棟方の能力は透明関連全般であり透視能力も持っている。物を自在に透かして見ることができるのだ。

「俺の触手も、こっそり使う分にはばれないしな。あ、そんなだいそれたことはしてねーよ？　ちょっと感触を楽しむぐらいでさぁ」

　矢立は任意の場所に触手を生やすことができて、触手の感覚は能力者と同調しているのだった。

「その点、俺の時間停止なんて犯罪以外に使いようがねーわ」

　牛尾の時間停止は、対象物の動きを止めるというものだ。戦闘ではおおいに役立っているが、こっそりとエロいことをするにはあまり向いていなかった。止めた状態の物は完全に制止するため、女の子を触ったところで石でもなでているようにしか感じられないのだ。

「いや、もうさ。能力を使ってどうこうじゃなくて。クラスの女子を相手にするんじゃなくてさ。風俗とか行けばいーんじゃねーの？　この街にはそんなの腐るほどあるみたいだぜ？」

「は？　いや、それを女子に知られたらさらにゴミのように見られるんじゃね？」

「どうせ、エロクズだと思われてんだからさ、今さらどうでもいーじゃん。金はあるし、なんたって俺らは魔界を攻略中の英雄様だぜ？　もてまくりなんじゃねーの？」

「そう……そうだよな！　クラスの奴らなんてどうでもいいよな！」

　彼らは意気投合し、乾杯する。さらに酒を呷っていると、すぐ側に誰かがじっと立っていることに気付いた。

「こんばんは。賢者候補の方たちですよね」

　若い女だ。声もそうだし、フード付きのマントを着ていても体形からそうとわかる。

　三人は色めきたった。

「おいおい、やっぱ英雄ってもてるんじゃねーの？」

「だよなー。俺らみたいな規格外の存在がもてないわけないよなー。普通は女のほうからよってくるもんだよなー」

「え？　でも……」

　棟方は透視しようとして、異常に気付いた。

『クラスメイトに対しての能力使用は、誓いに反しますがよろしいですか？』

　秋野蒼空の誓願スキル。彼らはその影響下にあり、誓いを破れば死ぬ。だが、問答無用というわけではなく、こうやって警告が表示されるのだ。

　女がフードを外す。あらわれたのは見知った顔だった。

　篠崎綾香。

　賢者候補とされた生徒たちが、囮として観光バスに置いていった少女だ。

「お前も生きてたのかよ……」

　彼らが呆然としていると、綾香の左手が伸びてきて、牛尾の手首を摑んだ。

「捕まえた」

　綾香が艶えん然ぜんと微笑む。そして、右手で牛尾の顔面を殴りつけた。牛尾は倒れ、テーブルが派手に吹っ飛んだが、綾香は摑んだ手を放さない。そのまま馬乗りになり、さらに顔面を殴りつけた。

　突然のことに酒場内は騒然となった。

　だが、この程度のことは日常茶飯事なのか、酒場の客たちは高みの見物という様子で煽あおり立てるだけだ。

「やめろ！」

　矢立が叫ぶと、綾香の周囲に粘液でぬらつく触手が幾本も生えてきた。

　クラスメイトへの能力使用は禁止されているが、クラスメイトに暴力を振るっている相手にまで適用されるわけではない。

　触手が綾香に絡みつく。

　だが、綾香はその動きを止めなかった。まったく意に介さず、触手を引きちぎりながら牛尾を殴り続けたのだ。

「ぎゃあ！」

　矢立が悲鳴を上げてうずくまった。触手の痛覚は本体と連動していて、ちぎられるなどすれば地獄の激痛に苛さいなまれる。

「な、なんなんだよ、お前！　なんでこんなことを！」

　棟方の透明化は、不意討ちには向いているがこんな場面では役に立たなかった。

「復讐に決まってるでしょう？」

　そう言いながら綾香は淡々と牛尾を殴り続けていた。

「牛尾も何やってんだよ！　そいつを止めろよ！」

「さ、さっきから、やって、ぶっ──」

　言いかけてさらに殴られる。

「ドラゴンにそんなものが通用するわけないでしょう」

　最初のうちこそ煽っていた酒場の客たちだったが、そのあまりの凄惨さに言葉をなくしていった。

　かといって止めにも入れない。止めに入れば殺される。その鬼気迫る様子を見ていれば、そう思うのは当たり前のことだ。

　静かになった酒場に、牛尾が殴られ続ける音だけが響き渡る。

　しばらくして、牛尾がぴくりとも動かなくなった。

　綾香は、ようやく殴る手を止めて立ち上がった。その手は、血まみれになっている。

「さて、棟方くん？」

「は、はい！」

「これから一度に一人ずつ殺していくから、せいぜい怯えながら過ごしてね？　クラスのみんなにそう伝えておいてくれるかしら。あ、そうそう。死体が残ってたら蘇生とかされるんでしたっけ？」

　綾香が右手を、動かなくなった牛尾に向ける。何かを唱えると、牛尾の死体ごと酒場の床が消失した。

「一人残らずこうするから」

　その言葉を切っ掛けに、酒場の客たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。
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「な、なんなんでござるか!?　あれは！　綾香たん、お嬢様キャラだったかと思うんですが、いつのまにあんなことに！」

　綾香のいきなりの暴虐に、花川は呆気にとられていた。

「いやー、あれはすごいなー」

　リュートは感心していた。魔神の眷属から見ても綾香は相当なものらしい。

「先ほどの様子からすると、バスに置いていかれたことに大変ご立腹なご様子。だとすると拙者もターゲットな気がするのでござるが！」

「ふーん。そうなの？」

「そうなの？　って拙者が殺されたらどうするんですか！」

「殺さないと言ったからその約束は守るけど、誰かに殺されるぶんには知ったことじゃないよ」

「え？　その、高遠夜霧の情報については？　ほら、拙者がいないと、どいつが高遠かわからんでござるよね？」

「さっきの奴らが賢者候補の仲間なんでしょ？　だったらそいつらに聞けばすむ話だし」

「そうでござったぁ！　いや、その、そうは言ってもですね、ここまでの旅で拙者にそこはかとなく友情を感じたりしていてですね、こんなとこで死なせてたまるかよ！　お前を殺すのはこの俺だ！　とかそういう感じで、リュート殿が綾香たんと相討ちになったりして『ふっ、お前との旅も案外悪くなかったよ……』みたいな感じのですね！」

「まったくない」

「ですよねぇ！」

　そんな話をしながらも下手に動くのはまずいと花川はじっとしていた。

　綾香もまずは牛尾を殺したことで満足したのか、すぐに酒場を出ていった。

「ま、まあ、情報収集ならとりあえず別の店に行きましょうか」

　客はいなくなったし、店員たちも放心状態で、ここにいても仕方がない。

　花川たちもゆっくりと店を出ようとしたが、そこにあらたな客が入ってきた。

「あら、何かあったんでしょうか？」

　入ってきたのは白いドレスの美女で、面白そうに店内を見回している。

　そして、花川と目が合った。

「あれ、認識阻害が通用してないな」

　リュートが不思議そうに言う。

「あなたが花川さんですか？　こんばんは。私、賢者のシオンと言いますが覚えていらっしゃいますか？」

　引き続いてのトラブルの予感に、花川は悲鳴を上げそうになっていた。
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「はい、確かに拙者が花川ですし、賢者様のことはよく覚えておりますです。では拙者はこれにて失礼つかまつるでござる！」

　他に誰もいない酒場にやってきて、花川を見つけて話しかけているのだ。ごまかしたところでたいした意味はない。

　なので、とりあえず受け答えはして、たまたまやってきた賢者が、たまたま見かけた花川に話しかけたという可能性に賭けてみた。

「あら、どちらに行かれるんです？」

　だが賭けには敗れたようだった。やはり、花川が目的でわざわざここまでやってきたのだ。

「えーとですね。拙者たちはその、魔界について調べておってですね。ほら、店がこんな状態ですから、別の店で話でも聞かせていただこうかと──」

「ああ。でしたら私が教えて差し上げましょう。そこらで聞ける程度のことでしたら回答可能かと思われますし」

　そう言ってシオンは客のいない店内にすたすたと歩いていき、適当なテーブルに座った。花川が逃げ出すなどとは思ってもいないのだろう。

「この隙にダッシュで逃げられるのでは──」

「馬鹿。やめときなよ」

　店外に出て人混みに紛れればあるいは。そう花川は思ったが、リュートは楽観していなかった。

「ああいったタイプの機嫌を損ねるとろくなことにはならないよ。とりあえず席につくしかないね」

　そう言うリュートの表情はどこか強こわばっている。

「その……もしかして、勝てなかったりするでござるか？」

「そうだね」

「えぇー？　魔神の眷属とかいって偉そうにしてるのに、あんな女一人に勝てないのでござるかぁ？」

「なんで、こんな場面でもいちいち煽ってくるんだよ……僕は自分を過大評価はしてないよ。存在の格が違いすぎてどうにもならないんだ」

「なんですと!?　で、では拙者が、口八丁で、魔神の眷属リュート殿ＶＳ賢者シオン様を演出して、その間に逃げ出すという計画が台無しではないでござるか！」

「お前な……なにしれっと巻き込もうとしてるんだよ。僕は全然関係ないだろう？」

「その、情がわいてきたりはしないでござるか？　『くそっ！　ドジっちまったぜ！　お前なんかをかばってこのざまかよ……生きろよ……』みたいなのないでござるか!?」

「あのね。僕の目標は、妹神様を復活させて、主様の仇を討つことなんだ。余計なことに関わってる暇なんてないんだよ」

「ううぅ……し、しかし、賢者様が会いにきたというだけですから、そう悲観的になるほどのことでもないのかもしれんでござるな……」

　だが花川は、シオンがたいした意味もなくバスの運転手を殺したことを覚えている。

　つまり、何が逆げき鱗りんに触れるのかまるでわからない。シオンとは会話をするだけでも危険なのだ。

　なので、シオンをこれ以上待たせるのは得策ではない。花川は、しぶしぶシオンのいるテーブルについた。

　おそるおそるシオンを見つめる。微笑んではいるが、本心など何もわからない。

　どうしたらいいものかと考えていると、リュートが花川の隣に座った。

「勘違いするなよ。仲間だと思われてたら、逃げようとしても攻撃される可能性があると思っただけだから」

「これはツンデレというやつですか！　今ならちんちんなくても全然おっけぇでござるよ！」

　花川は目を輝かせて、リュートを見た。

「余計なこと言うようなら、ホントに一人で行くけど？」

「マジすみません。もうホントありがとうございます」

　ここで一人にされても困るので、花川は素で感謝した。

「その、拙者のひとりよがりで、勝手な思い込みでしたらいけませんので確認するのですけども、もしかして、拙者に会いにこられたとか？」

　シオンが待っているようなので、花川から話しかけた。

「そうですよ。花川さんに会いにきたのは、高遠夜霧さんという方についてお聞きしたかったからです」

　そう言われて、花川は即座に夜霧について話しはじめた。

　目撃した能力、本人から聞いた話、塔で起こったであろう出来事。包み隠さず知り得る全てを一気に吐き出したのだ。

「なるほど。殺意を感知するというのは初耳ですね」

「ねえ。高遠夜霧をどうするつもりなの？」

　リュートが聞いた。

　高遠夜霧は彼にとってもターゲットだ。賢者の動向は気になるところだろう。

「さて。どうするかは悩みどころなんですよ。さっさと始末してしまったほうが後腐れがなくていいとも思いますし、いろいろと利用できそうでもありますし」

「あんたは何もしなくていいよ。高遠夜霧は僕がやる」

「ちょっ！　リュート殿！　賢者様になんてことを！」

「そう言われましてもね。高遠さんに殺されてしまった魔神の手下ごときに何ができるとも思えないのですけど」

　シオンは煽るわけでもなく、ただ純粋に疑問に思ったという態度だった。

「なんだと！」

　リュートが立ち上がった。

「あ、あああ、図らずも、眷属ＶＳ賢者が実現しようとしているのですが、こんなところでやられても拙者が巻き込まれるだけなのですが！　なので穏便に！　穏便にいくのでござる！」

「ああ。そんな無駄なことはしませんよ」

　だが、シオンにはやる気がないようだ。花川は胸をなで下ろそうとして、そこで固まった。

　シオンの右手が花川に向けられていたのだ。

「え、あの、これは？」

「話は一通り聞きましたし、もう花川さんに用はないかな、と」

「その、理解しかねるのですが、用はなくとも殺す必要はないですよね？　ほら、拙者は、賢者候補ですし」

「でも単独行動でしたし、賢者になる気はありませんよね？　私、整理整頓が好きな几帳面な性格をしているのですよ。いらない物が残っていることにストレスを感じるんですよね」

　シオンがにこりと微笑む。

「ははぁ。不要な物はさっさと始末するに限ると。断捨離というやつですかな……って！」

　シオンの右手が輝く。

　花川は死んだと思い目を閉じた。

　べちゃり。

　だが、訪れたのは灼しやく熱ねつの業火でも、身を引き裂くような激痛でもない。

　それは、ぬるりとしている生温かいものだった。

　花川は恐る恐る目を開いた。全身が、生クリームだらけになっていた。

「いきなりなんなんだ、お前は！」

　リュートが怒りをあらわにしている。どうやら、リュートが花川を守ったようだった。

「なるほど面白いですね。花川さんぐらいなら、適当な熱線で焼き尽くしてしまえばいいと思ったのですが、まさか、生クリームなんてものに変換されてしまうとは。ですが、まあ、そうとわかっていれば──」

「ちょ、ちょっと待ってくださらんか！　魔界！　そう、魔界について教えてくださるって話でしたよね！」

「ああ！　すっかり忘れていました！」

　シオンはきょとんとした顔になっていた。本当に忘れていたらしい。

「それで、何を聞きたいのでしょうか？」

「あー、それはですね、魔界の入り口はどこなのかとか、そんな程度のことなのですが」

　もっと話を引き延ばすべきなのかもしれないが、命の危機にさらされたばかりの花川にそれほどの余裕はない。こうやって話を続けるだけで精一杯だった。

「この街の中でしたら入り口は頻繁に見かけると思いますよ。酒場でチケットを購入して行ってみてください」

「なんですと？」

　チケット。思ってもみなかった単語の登場に花川は戸惑った。

「魔界は入界制限されているのですよ。酒場が窓口となって、入界チケットを販売していますから適当なものを購入してみてくださいな」

　魔界には多数の入り口があり、それぞれに特色があるらしい。チケットの値段も様々とのことだった。

　それで話は終わったということか、シオンは立ち上がった。

「あ、その、やぶ蛇かもしれませんが、拙者のことはもういいので？」

　聞かなくてもいいことをあえて聞いてしまうのは、花川の性さがなのかもしれない。

「そうですね。魔界のことをわざわざ教えておいて殺してしまっては、教えた甲斐がありませんしね」

　そう言ってシオンは立ち去った。

　殺そうとするのも気まぐれなら、殺さないのも気まぐれらしい。

　リュートが椅子にどさりと腰を下ろす。その顔には少しも余裕がなく、冷や汗が止まらないという様子だった。

「くそっ！　あいつなんなんだよ！　無茶苦茶すぎるし、何を考えてるのかまるでわからないじゃないか！」

「うぅ……拙者のような者が生クリームまみれになって、いったい何が楽しいというのでござるか……誰得でござるよ……」

　どうでもいいことで花川は嘆いていた。
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　魔界の攻略は、賢者候補のグループでシフトを組み、一日中行われていた。

　攻略班は日中に進行し、周囲の魔物を駆逐する。夜間は防衛班が、魔界内部に作り上げた拠点を確保しつづけるという担当だ。

　知千佳は攻略班であるグループ１で魔物との戦闘に従事。

　夜霧はほとんどの時間を屋敷でぼんやりとすごしていた。たまに蟲退治が必要な場合に参加を要請されるぐらいだ。

　攻略班が地上に戻った後は自由時間で、各自は好き勝手なことをやっている。

　なので、夜霧たちは夜になると、状況を把握するため集まることにしていた。場所は、クラスメイトと集合する前に確保していたホテルの一室だ。

　集まっているのは夜霧、知千佳、諒子、キャロルの四人であり、夜霧の能力を知っている者たちなのだが、怪しげな噂を立てられたりもしているようだった。

「高遠くんってさ、昼間なにしてるわけ？」

「んー？　特にすることもないから、ゲームしたり本を読んだり」

「うう……この釈然としない感じはなんなんだろ……私は魔物を斬ったり潰したりと殺伐としたことをしてるのに……」

　知千佳は最前線で戦っているのに、夜霧がだらだらしているのは実に納得がいかなかった。

「いえ、高遠くんには何もしてもらわないのが一番なんですよ、ええ！　このままずっとこの調子で、何もしないをしてるって感じで頑張ってください！」

「二宮さんもそんなプーさんみたいなことを推奨しないでよ。今からこんなんじゃ社会に出たらどうすんの？」

「はははっ！　もう強制的に社会に出てるようなもんじゃないのー？」

　キャロルが言うように、知千佳たちはもうこの異世界の社会に放り出されてしまっている。日本で大人の庇ひ護ご下かにあった時のように、のんきにはしていられない状況だ。

「私が面倒をみますよ！　高遠くんには一切何もさせてはいけないんです！　私が衣食住全てを用意して、何もしなくていいように全ての環境を整えます！」

「二宮さん、なに言っちゃってんの!?」

「それじゃ、ヒモだよね。さすがにそれは却下で」

　夜霧も、諒子の勢いには若干引き気味であり、知千佳は少しだけ安心した。夜霧なら、何もしなくていいなら楽だ、などと言いかねないと思っていたのだ。

「で、魔界攻略のほうはどう？」

「今は五層の端までいったから、明日は六層からかな」

　賢者候補たちにとって魔界攻略はそれほど難しいものではなかった。

　基本的には、中心に向かい内側へと進んでいくだけだったのだ。

　棟方の透視能力などで道筋を把握し、最短経路で階層の端にまで移動。

　まずはそこに持ち込んだ材料で、拠点を作り上げる。掘っ立て小屋レベルのものでも、素人が簡単に作れるものではないが、そこは便利な能力を持った賢者候補たちだ。大工カーペンタークラスを持つ者が、建築スキルであっと言う間に作り上げる。

　そして、彼らの躍進を支えるのが、運送屋トランスポータークラスだった。このクラスには建物のドアとドアを直結し、空間転移を可能とするドアツードアというスキルがあったのだ。

　この二つのクラスがあれば、次の階層への出入り口を探す必要はなくなる。

　階層の端から、作り上げた建物を強化して落とせばいいだけなのだ。初めての階層へ転移する際にリスクはあるが、馬鹿正直に出入り口を探していては、いつまで経っても次の階層へと進むことなどできはしない。

　もっとも、この手法で階層間の移動を短縮できるとはいえ、魔物がうようよとしていることには変わりない。下層へ行くほどに魔物は強力になっており、攻略速度は鈍化しつつあった。

「七層に魔神がいるんだとしたらもうすぐだけど、こんな簡単なものなのか？」

「うーん、でも当初言われてた期限の一ヶ月ってそろそろだから、ギリギリかもねー」

　夜霧は疑っているが、キャロルは楽観的なようだった。

「失敗してもシオンって奴が俺たちの前に出てくるならそれはそれでいいんだけど」

　あらわれるとすれば、期限に達した時だろう。夜霧はそう考えているようだ。

「どうかなー。失敗したら魔力を絞り出す家畜にするとか言ってたけど、そんな面倒なことするかなー」

　キャロルはそう言うが、期限を過ぎても放置するというのは楽観視しすぎだろうと知千佳は思う。

「あと、エロゲの人が死んだ件は？」

「はい。牛尾さんが殺されたのは事実のようです。棟方さんと矢立さんの証言は曖昧なものだったのですが、同じ酒場にいた客の証言からまず間違いないかと。そして、棟方さんたちは、篠崎さんが犯人だと言っていました。復讐のために一人ずつ殺していくと宣言したとも」

　諒子が報告する。

　牛尾の死は、クラスメイトの中で深刻に受け止められていた。彼らの中で死者が出たのはこれが初めてだったのだ。

「え？　けど、篠崎さん死んでたよね？」

　篠崎綾香はバスに残された四人のうちの一人だ。

　ドラゴンの攻撃を最初に喰らったのは彼女で、胸には大穴が開いていた。

　知千佳は死亡確認を行ったわけではないが、あれで生きていられるとはとても思えない。

「死んでたね」

　夜霧はバス内に倒れていた二人を、席に座らせている。知千佳よりも確信を持って言っているだろう。

　だとするとどういうことなのか。

　考えてはみたが、知千佳にはさっぱりわからなかった。













19話　人間って、太ってる奴はしばらく生きてられるんでしょ？










　夜の街をうろつく篠崎綾香は、宣戦布告のような真似をしたのはまずかったかと少しばかり後悔していた。

　彼らは有名だったので、適当にそこらで聞き込みをすれば簡単に入り浸っている店などは判明した。

　牛尾たちはそうやって見つけたのだが、一人目を殺して以来、クラスメイトたちは外出を控えるようになったのだ。

　街は無闇に広い。こうなってしまうと、そう簡単に見つけることはできなくなっていた。

『奴らの実力のほどは知れた。本拠地はわかっているのだから襲撃すればいいのではないか？』

　賢者候補と呼ばれる者たちがやってきて、試練として魔界攻略を行っており、彼らは王城で賓客として扱われている。

　その程度のことは街の噂でわかっていた。

「それだと、いつ襲撃があるのかと怯えさせる計画が台無しになるじゃない」

『いや。奴らの全貌が明らかになったわけではない。やはり慎重にいくべきだと思う』

『一人のところを狙って殺していく、謎の殺人鬼方式のほうがよかったんじゃない？　そりゃ自分たちがターゲットだとわかっているなら、馬鹿みたいに出歩いたりはしないでしょ』

『今からでもこのような行為はやめるべきだと提案する』

「そうね」

『おお！　提案を受け入れてくれるのか？』

「やっぱり本拠地に行こうかしら。そして一人だけ殺して帰るっていうのはどう？」

『それが通用するのも一人目までじゃない？　本拠地がばれてるってわかったら、逃げて拠点を変更するでしょ』

『復讐するのは別にいいけど、もう全員殺しちゃったら？　そこまで手間をかけなきゃいけないものなの？』

『何か簡単に奴らの居場所がわかる方法があればいいのだがな』

『匂いとかで追跡できないの？』

『嗅覚のリミッターを外すと認識の精度は上がるが、嗅覚の受容体そのものの数は変わらないからな。さほど意味はないだろう』

『魔法的な何かは？』

『そうだな。ソウルでの個体識別は可能だろうが、それには一度会ってソウルを記憶する必要がある』

『だったら、やっぱり本拠地に行くべきね。とりあえずは一通りクラスメイトを見て回ればいい。そうしたらいつでも捕捉可能ってことでしょ』

　やはり自分はおかしくなっているだけなのかもしれない。綾香はふとそんなことを考えた。

　自分と各ユニットの区別が曖昧になり、誰が喋っているのかよくわからなくなることがあるのだ。

　もしや、ユニットなどというのはただの妄想なのではないか。そんなことまで考えてしまう。

　だが、そんなぼんやりとした思考は、脳を揺さぶる強烈な刺激にかき消された。

『なんだ今のは！』

『頭部への衝撃。ドラゴンスケイルを貫通はしていないが、完全に吸収することができなかった』

『軽度の脳のう震しん盪とうが発生しています』

　視線が地面を転がる何かに吸い寄せられる。握りこぶし大の石ころ。それが綾香の頭部を直撃したのだ。

『馬鹿か！　人体シミュレーションなんか解除しろ！』

「やっぱり人間じゃないのよね」

　めまいが急速に解消され、あらためて綾香はそう思う。やはり今の状況は妄想などではないのだ。

『狙撃だ！』

『どこからだ！』

『北東仰角30度！　まだくるぞ！』

　ユニットの指示するほうを見る。

　先ほどと同じような石ころが三つ飛来してきていた。

　綾香は一つ目をかわした。結果、石は背後にいた誰かを直撃し、その不運な誰かは血をまき散らしながら派手に吹っ飛んでいく。

　後の二つは狙いがそれていたのか、前方にいた通行人の頭部を派手に爆裂させる結果に終わった。

『狙撃ポイントを特定した』

「そう。じゃあ行こうかしら。ドラゴンウイング」

　竜言語を発して、竜の翼という浮遊の概念を顕現させる。

　綾香の身体はふわりと浮き上がり、瞬時に目的地へと到達した。

　高層建築物の屋上だ。そこに、白い道着を着た少女が立っていた。

　白しら山やま梨り央お奈な。クラスメイトの一人、綾香が殺すべき相手の一人だ。

　梨央奈は呆気に取られていた。まさか、こんなにすぐ自分のもとまでやってくるとは思っていなかったのだろう。その足元には、狙撃用の石が大量にばらまかれていた。

「私が言うのもなんだけど、無関係の人間を巻き込んでいいのかしら？」

「はっ。お前をほっといたら枕を高くして寝られねーだろうが。一般人が巻き添えになろうとお前を殺せりゃそれでいいんだよ」

「なるほど。ずいぶんと自分勝手なご様子。そんなことだから、クラスメイトを囮にして逃げ出しても平気な顔をしてられるんでしょうね」

　もとより赦すつもりなどないが、やはり同情の余地は微塵もない。

「ま、もともとこんな遠距離からちまちまやるのは性に合ってねーんだよ。やっぱケリはこいつでつけねーとよ！」

　そう言って梨央奈が構えを取る。綾香は、彼女が空手をやっていることを思い出した。白い道着に黒帯の恰好は空手のものなのだ。

『実戦空手を標ひよう榜ぼうする類ね。こんなものキックボクシングの真似事でしかないわ』

「あら、バトルユニットさんはずいぶんと辛辣ですこと」

「おらぁ！」

　梨央奈が殴りかかってくる。

　綾香は避けなかった。

　上段、中段、下段。拳が、足刀が、肘が瞬く間に叩き付けられるが、綾香は微動だにせずそれを喰らい続けたのだ。

　先ほどは油断していたが、覚悟を決めてさえいればこんなものだった。

「くそっ！」

　埒があかないと思ったのか、梨央奈が一旦距離をとる。

「あなた、クラスの中だと強さはどれぐらいなのかしら？」

「格闘戦なら最強だっ！」

　梨央奈が叫ぶと同時に、全身を燃え上がるような光が覆った。

「あれは？」

『システム関連の能力？　見た感じパワーアップしてるのかな？』

「あんまり役に立たない情報ね。ドラゴンクロー」

　相手のパワーアップをただ待つのも面倒なので、綾香は蚊でも払いのけるように手を振るった。それは全てを引き裂く竜の爪を概念化した攻撃だ。

　綾香の五指から放たれた不可視の衝撃が、空間を断絶する。

「あ？」

　側を走り抜ける衝撃を感じ取ったのか、梨央奈が間抜けな声を発した。

　少し遅れて、屋上がずれた。

　梨央奈のすぐ側から屋上が斜めにずれ落ちていき、派手な音を立てて地面に激突する。

　そして、梨央奈の右腕がぽとりと落ちた。

　絶叫を上げ、うずくまる梨央奈のもとに、綾香は悠々と近づいていく。

「もちろん、直撃させることもできたんですけど、すぐには殺さないと決めてますからね。せいぜい怯えてくださいな」

　綾香は梨央奈の腹を蹴った。竜鱗ドラゴンスケイルで強化こそされてはいるが、それほど力を込めているわけではない。

「くそっ！」

　梨央奈がうずくまりながらも、拳を繰り出してくる。パワーアップは終えたのか、灼熱のオーラを纏った一撃だったがそれも綾香には通用しなかった。梨央奈の拳は、竜鱗ドラゴンスケイルを貫くことはできなかったのだ。

「これで格闘戦最強ってことなら、他の人たちもたいしたことはなさそうね」

　綾香は梨央奈の左腕を踏みつけ、右手を振りかぶった。

「さて。何か命乞いでもなさったらいかがかしら？　もしかしたら、私の気が変わるかもしれませんよ？」

　もちろん、命乞いなど聞く気はない。ただどこまで醜く足あ搔がいてくれるのかと期待しただけのことだ。

「ふ、封印さえ、封印さえなければお前なんか！　ランク４さえ使えれば負けるわけがないんだ！」

「封印？」

　負け惜しみかと思ったが、梨央奈は本気でそう思っているようだった。

『システムで運用されているスキルにはランクがあるのですが、この地の封印はランクをダウンさせるものらしいですね。もっとも、竜言語魔法を基礎にしている我々に影響はありませんが』

「そういえばあなたの能力ってなんなのかしら？　ランクが上がると何か違うの？」

「……」

「ドラゴンファング」

「ぐっ！」

　綾香は足で竜牙ドラゴンフアングを発動した。見えない顎が、梨央奈の左腕に喰らいつく。

　ゆっくりと力を込めていくが嚙みちぎるまではしない。これはあくまでも脅しだった。

「ご自慢のランク４がそんなに強いというなら教えてくださってもいいでしょう？」

「全能力倍化……ランク１で十倍、ランク２で百倍になる……ランク４なら一万倍だ……今はランク２になってる……」

「なるほど。確かに百倍と一万倍では全然違いますね。その封印って解く方法はあるのかしら？」

『竜の民から得た情報によると、王族が使用するスキルによるものとのことでした。なので使用者を始末すればいいでしょう』

　綾香は振りかぶった手を下ろし、梨央奈から離れた。

「あなたの負け惜しみは無駄ではなかったわ。では、封印なしでもう一度お手合わせいたしましょうか」

「お前、何を言って……」

　梨央奈は呆気に取られていた。助かったということがすぐには信じられないのだろう。

『いいのか？』

「ええ。一度会えば、ソウルとやらで位置を把握できるんでしょ？」

　ならば殺すのはいつでも可能だ。綾香は竜翼ドラゴンウイングを使用し、宙に浮かび上がった。

　あたりを見回す。

　すぐに目的地、王城は見つかった。王都の中心にある、一番大きな建物だ。

　綾香は、王城に向けて飛びはじめた。
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　花川とリュートは酒場でチケットを購入し、魔界の入り口へと向かった。

　入り口は販売した売り場の近くに存在するものなので、特に迷うようなこともなくあっさりと到着する。

　入り口は、石造りの小屋だ。小さくはあるものの装飾に凝っており高級感のある建物だった。

　受付でチケットを渡して中に入る。

　そこには地下へと向かう螺ら旋せん階段があった。

「しかし、中は直径百四十キロとのことですが本当でござろうか？　それではこの街をはみ出してしまうでござる。この街は魔界を抑えるためにあると聞いたような気がするのでござるが」

　階段を下りながら花川が訊く。

　王都も巨大な街ではあるが、それでも直径でいえば十キロほどだろう。とても魔界全体を覆う規模ではない。

「この地下にあって地下にないんだよ。魔界なんだから当然だろ。ただ地下にあるだけなら、そんなのただの地下迷宮だよ」

「しごくごもっとも。確かにそうでござるな」

　つまり、魔界とは異界であり、この街を通してしか魔界には至れないということだ。

　階段をしばらく下りると、岩肌が剝き出しになっている洞窟になっていた。

　洞窟ではあるがあたりは十分に明るい。洞窟上部に光る棒が点在しているためだ。

「ここが第一層ってわけか。僕もここに来たのは初めてなんだけど、さて、どうするかな。妹神様は最下層におられるってことなんだけど」

「えーと、一層の幅が十キロなので、中心までは七十キロほどあるってことなんでござるよね？　で、層ごとの高さは一キロ。一層目の高さは誤差みたいなものだとしても、七層だと深さは六キロほど……ってこんなの辿り着けるわけがないと思うのですが！」

　しかも内部は迷路のようになっている。直線距離で考える以上の距離を踏破しなければならないだろう。

「来ればどうにかなるかな、と思ってたんだよ。ま、でも行くしかないよね」

「え、いやちょっと！　まさか普通に歩いていくというのでござるか！」

「行くに決まってるだろ。嫌なら置いていくけど？」

　リュートはすたすたと歩きだした。

「いや、そもそも、拙者は無理矢理連れ回されてたと思うのでござるが……」

　もしかするとここで逃げ出せば、わざわざ魔界の外までは追ってこないかもしれない。

　そうは思うものの、後々面倒なことになるかもしれないと思うと二の足を踏んでしまう。結局、花川はリュートの後をついていくことにした。

「うぅ……ここって魔物とかいるんですよね？　襲われたりとかは……」

「安いチケットだからこのあたりにはあまりいないんじゃない？」

　魔物はいくらでも湧いてくるがその分布には偏りがある。魔物がたくさんいるエリアは人気になるので、調整のためにチケットは高額に設定されているのだ。

「魔物っていうのが、ここの魔神様の眷属なんですよね？　それが資源みたいに扱われてるのは抵抗ないでござるか？」

「別に？　人間に倒せる程度の奴なんて、絞りかすっていうか、落ちた髪の毛みたいなもんだからね。それがどうなろうとどうでもいいよ」

「拙者は落ちた毛でもそれなりには……」

「何の話だよ！」

「だって、ここの魔神様は女性なのでしょうが！」

「なんだよ、言い方が悪かったのか？　垢とかフケっていえばいいのかよ？」

「ふふふっ！　排はい泄せつ物ぶつへのフェティシズムはメジャーなほうだということをリュート殿は理解しておられないようですな！」

「おまえホント、キモいな……」

　リュートはほとほと呆れているようだった。

「ところで、道はわかっておられるので？」

「適当に進んでるだけだけど？」

「ちょっ！　こんなもの適当に進んでいたら、いつまで経っても辿り着けないではないですか！　それに拙者、ろくな準備もしておらんのですが！」

　この調子では、魔物の妨害がなかったとしても中心部に辿り着くまでには何日もかかることだろう。ちょっと中を覗いてみるぐらいの気分だった花川はろくなものを持ってきていなかった。

「んー、まあ人間って、太ってる奴はしばらく生きてられるんでしょ？」

「おおう！　食い物がないという前提でござるよ!?」

　そんなことを喋りながら進んでいると、向こうから何かがやってくるのが見えた。

　人影だ。少なくとも不定形の化け物ということはない。

「探索者エクスプローラーの方ですかね？」

「人間っぽいからそうだろう──」

　だがリュートは言いかけて固まった。

「え？　どうしたので？」

　人影が近づいてくる。

　女だった。角や翼が生えているわけでもない普通の人の姿。

　印象的なのはその長い黒髪だ。長く艶やかなその髪は、足元にまで達している。

　豊満な身体に、薄布を巻き付けただけの姿は扇情的にも思えるが、それを言い表すならば神々しいというほうがより相応ふさわしいのだろう。

「マナ様……どうしてここに……」
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　リュートが絞り出すようにして声を出す。

「お兄様の匂いがしましたので、いても立ってもいられずここまで来てしまいました！」

「見た感じクール系かと思いきや、結構軽いですな！」

「ば、馬鹿かお前！　言葉に気を付けろ！」

　固まっていたリュートが我を取り戻した。

「リュートちゃんだけ？　まあそんなことだろうとは思ったけど」

　マナと呼ばれた女性があたりを見回して言う。

「リュート殿。あの、もしかして、この方が……」

「そうだよ。僕たちが会いに来た妹神様だよ」

「は？　いやいやいや、最下層に封印されてるって話でしたよね？」

「僕もそう思っていたんだけど……」

　リュートも信じられないという様子だった。

「封印もなにも、この中ならどこにでも行けるし、出ようと思えばいつでも外に出られるけど？」

「はい？」

　魔神マナは、全ての前提を覆すようなことをあっさりと言い放った。













20話　幕間　では、難易度を上げてみましょうか










　王都の一画にひっそりと存在する館。

　そこは賢者シオンの地上における拠点の一つだった。

　その館が、賢者の拠点であることは秘密にされている。賢者に刃向かう者もそれなりにはいるからだ。賢者に太刀打ちできる者などそうはいないが、かといって襲撃を受けるがままというのも面倒な話だろう。

　その館の奥。豪華な居室でシオンはくつろいでいた。

　ソファの上でだらしなく横になっているのだ。

　ソファの前には賢者の従者であるヨウイチが立っていた。

「賢者候補たちの魔界攻略は六層に到達している。この調子なら七層に辿り着くのも時間の問題だろうな」

「そうですか。簡単すぎるのも困ったものですね」

　なにもシオンは人類のためを思って帝国の侵略を阻止しろだの、魔界を攻略して魔神を倒せだなどと言っているわけではない。

　ただそれが困難であり、達成が不可能に近いから指定しただけのことだった。ただ達成されただけでは意味がないのだ。

　彼らには賢者としての資質がありはしても、実力はまだまだだ。もっともっと苦しんで、追い込まれて、覚醒してもらわなければならない。

「では、難易度を上げてみましょうか。ちょっと邪魔をしてみましょう」

「いや、魔神を倒すのがそもそも容易ではないはずだが……」

　ヨウイチが眉を顰ひそめた。ろくでもないことを考えているとでも思ったのだろう。

「それと、賢者候補に死者が出た。死ぬこと自体はそう珍しくはないが状況が奇妙なんだ」

「と、いいますと？」

「街の中で殺された。どうやら、彼らを狙う者がいるらしい。聞いたところ篠崎綾香という生徒が犯人だと言っているが、これはバスに置いていった生徒ということだ」

　彼らがバスに置いていったのは、システムのインストールに失敗した者たちだ。

　そうなるように仕向けたし、そうなったことはシオンも確認していた。

「バスに置いていかれた四人のうち、三人が生きていたということですか。そうなると四人目が気になるところですが」

「ああ。バスを見にいってきたよ。男子生徒の死体がバスの中に残されていた。念のため回収し、バスも処分しておいたが」

「そうですか。今後はインストール失敗者についても慎重に管理したほうがいいかもしれませんね」

　基本的に、インストール失敗は相性の問題でしかないし、毎回数人は発生する。これまでは特に問題がなかったが、こう立て続けに失敗者による問題が発生するなら警戒は必要になってくるだろう。

「そいつは始末しなくてもいいのか？」

「クラスメイトへの復讐が目的で動いているのなら放置でいいでしょう。それで難易度が上がるようならちょうどいいですし」

「それで、結局あの少年はどうするんだ？」

「そうですね。まだ迷っているのですが……」

　高遠夜霧の居場所は判明しているし、その能力のおおよそについても花川から聞いた。

　対策はいくつか考えているし、それで始末できるはずなのだが、一欠片の不気味さを払拭することができなかったのだ。

　特に問題がないのなら、下手に手を出さないほうがいいのではないかとも考えてしまう。

「賢者殺しは明らかに問題だろう？　放置はできないと思うが」

「ですが、殺されるようならしょせんはその程度だった、とも言えます。実力がともなっていなかったのなら仕方がありません。それに賢者殺しということならヘッジホッグについても対処する必要がありますね」

　そもそもの発端はヘッジホッグだった。全身に刃を生やした黒尽くめの異形。それにより賢者が減ったので、補充するために賢者候補たちを召喚したのだ。

　ヘッジホッグについてはほとんどが謎のままで、こちらについても調査を進めなければいけないだろう。そんなことを考えていると、ドアからノックの音がした。

「どういうことだ？」

　ヨウイチが訝いぶかしがる。なぜならドアの向こうは寝室で、そこには誰もいるはずがないからだ。

「なるほど。トランスポーターのドアツードアですね」

　シオンがヨウイチにドアを開けるように促す。

　あらわれたのは、制服を着た少年だった。

「賢者候補の鳳春人ですね」

　ヨウイチが補足する。シオンは必要がない限り、賢者候補の名前など覚えていないからだ。

「確かにドアツードアを使えばここに来ることはできますが、どうやってここがわかったんです？」

　建物間を自在に繫ぐスキルだが、使用するにはお互いの建物を知っている必要がある。だがここは秘密の隠れ家であり、その存在を知っている者は限られているのだ。

「そうですね。少々困った問題が出てきましたので、問題解決スキルを使ってみました」

　シオンの質問に、春人はこともなげに答えた。

「なるほど。コンサルタントの問題解決スキルは、ランク４にもなればその程度の芸当はできるということですね。チートじみていて大変結構ですよ」

　名前は覚えていなくとも、目の前の人物のクラスはシステムを通して知ることができる。

　問題解決スキルはその名のとおり、問題の解決方法を知ることができるスキルだ。

　将軍ジエネラルも似たようなスキルを持っているが、それは戦術面に限定されている。問題解決スキルはより大局的な回答を得ることができるのだ。

　システムをインストールしたのはシオンだが、どのようなクラスが発現するのかはシオンにもわからない。コンサルタントというクラスの潜在能力も未知数だ。

　だが、賢者候補はこうでなくてはならない。予想の範囲内のことしかできないようであれば賢者に至る資格などないからだ。

「それで、どのようなご用件ですか？」

「率直に言いますと、時間が足りません。期限を延長してもらえないかとお願いにあがりました」

　シオンが提示した期間は一ヶ月。その間に賢者になれと言ったのだ。

「そうですね。期限は背中を押すためのものですから、みなさんが賢者を目指して頑張ってくださっているのなら、特に問題はないのですが」

　避けたかったのは、皆が適当にだらだらと異世界で暮らしはじめることだ。

　賢者になる見込みがあるのなら、期限で区切って全てお終しまいとすることは本意ではない。

「では」

「ですが、ただ期限を延長するというのも面白くないですね。そんな簡単に条件を変更できると思われるのも問題ですし……そうですね。ではこうしましょうか。高遠夜霧さんを始末していただけませんか？」

「高遠を、ですか？」

　意外に思ったのだろう。ここまで終始冷静だった春人が、訝しげな顔になっていた。

「クラスメイトを裏切るなんてできないとかおっしゃいます？」

「いえ、一度は切り捨てた相手です。それほど有用な者でもないですし、もう一度ということならそうしますが」

「では、こんな簡単なことで期限の延長が許されるのかと思われたわけですね」

「そのとおりです」

「ですが、そう簡単なことではないのですよ」

　シオンは高遠夜霧について知り得たことを全て伝えた。

「なるほど。通常の手段では殺すことができず、返り討ちにあうということですね」

「やっていただけますか？」

　どうなるにせよ、とりあえずやらせて様子を見ればいい。

　シオンが期待したのは、彼の問題解決能力だった。それで、夜霧を始末する方法を思いつくのではと考えたのだ。

「わかりました。やりましょう」

　春人は了承した。

　夜霧を恐れている様子はない。どうやら、攻略可能だと考えているようだった。
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審判










　山奥にある、地図にない村。

　その周囲を監視している部隊があった。理由は知らされていない。ただ、警戒線を越える者がいた場合に制止しろと言われているだけだ。

　その村は一部の物好きの間では知られているらしい。そのためにときおり侵入しようとする者がいるのだが、発見した場合は立ち入り禁止の旨を伝えて丁重にお帰り願っている。

　警戒線を抜ける者も希にあらわれるが、その際は警戒線を越えてまでは追わなくてよいとされていた。

　村に入ってしまった者は、中でどうにかしているのだろう。これまでに帰ってくる者は誰もいなかった。

　もちろん、この村で生まれ暮らす者たちまでが出入りを制限されるわけではない。時代錯誤なことに、村の出入り口には関所があり、村人のみがここを通ることができるのだ。

　村人たちは必ずこの関所を通って出入りする。つまり、彼らは担当範囲を巡回しながら外側を監視していた。侵入検知センサーも巡回箇所よりも外側に設置してある。基本的には内側は監視の対象外だった。

　最初にそれに気付いた隊員は、下生えの揺れる音を聞いて野生動物かと考えた。そんなことはそれなりにあることだったからだ。

　猪ならば危険だと音の発生源、内側を確認する。

　そして戸惑った。あらわれたのが、血染めの白装束を着た幼い少年だったからだ。

　隊員は反射的に声をかけようとして、その少年の表情にぞっとした。

　どこを見るでもない虚うつろな目で、おぼつかない足取りで歩いてくる。

　すぐに村には子供などいないことに気付いた。村人のリストには、未成年は一人もいなかったことを思い出したのだ。

「君、どこから来たんだ？　怪我をしているのか？」

　だが、すぐに気をとりなおした隊員は少年に声をかけた。

　その姿になんらかの事件性を感じたのだろう。それに相手は小さな子供だし、放っておけるわけがない。

　そして、隊員は倒れた。

　記録に残る限りでは最初の犠牲者だった。
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「こちらがその際の映像です。警備していた隊員のヘルメットにはビデオカメラが付いていて、それで録画していたわけですね」

　そう言うのは白しら石いしという研究員で、高遠朝あさ霞かは研究所の地上階にある会議室でその映像を見せられていた。

　鬱うつ蒼そうとした森の中であるためか映像からは時間帯がよくわからなかったが、右下に出ている時刻表示からすると昼頃なのだろう。

　少し薄暗くはあるが、画質は綺麗で細かい部分まではっきりと認識できた。

「肝心の部分が映ってないですよね？　いや、別に何がなんでも見たいってわけじゃないんですけどね」

　それはコードネームΑアルフアΩオメガ、高遠夜霧についての記録映像のはずだ。なのにその夜霧が映っていない。なんとなく人間であることがわかる程度にモザイク処理が施されているのだ。

　下生えの中から何かがあらわれて、画面が横倒しになり、何かはそのままふらふらと歩いて画面から消える。そんな映像だった。

「残念ながらオリジナルは残っていないんですよ」

「個人情報に配慮してってことじゃないんですよね？　悪の秘密研究所なんですから」

「やだなぁ。まだそんなことを言ってるんですか？」

「非合法すぎて、溜め息出ますよね。どんな職場なのか親に説明できないですよね。給料が現金手渡しってびっくりですよね」

　基本的に地下に閉じ込められるし、ちょっと外出すれば別の機関とやらに攫さらわれたりするしと問題だらけの職場だった。

　ただし給料だけはやたらと高い。高過ぎて不安になるほどだった。

「世界を滅亡から守るための大事なお仕事なんですけどねー。ま、もちろん彼の個人情報はトップシークレットではあるんですが、画像処理はそんなことのためにしているんじゃないんです」

　高遠夜霧の力を知っている者にとって、彼の個人情報は垂すい涎ぜんの的だろう。どんな些さ細さいな情報にでも惜しみなく資金をつぎ込むはずだった。

「じゃあなんなんですか？」

「見たら死ぬんですよ」

「はい？」

　何を言われているのか、朝霞には一瞬わからなかった。

「そのままですよ。この記録映像のオリジナルを見た人は全員例外なく死んじゃってます」

「マジで？」

「私、これまで噓は言ってないと思うんですけどね。これ、結構な惨事だったんですよ。まあ、その後の事件のせいでこの程度はもう問題とも思われなくなりましたけど」

「その、意味がわかんないんですけど？　確かにあの子にとんでもない力があるってのは知ってますけど、言ってみれば、これってただの絵ですよね？」

　夜霧は殺したいと思っただけで、対象を殺すことができる。だが、それとビデオを見ただけで死んでしまうのとでは話がまるで違うだろう。

「この映像には、能力の発動の瞬間が映っているわけですね。この時のΑΩは意識が朦もう朧ろうとしていたようなんですが、おそらくこの時の能力の対象は、自分を見た者、だと思われるんです」

「なにそれ？　それってリアルタイムじゃなくてもいいってことなんですか？」

「もう完全にオカルトですよね。呪いのビデオですよ」

　何が面白いのか、実に興味深そうに白石は言った。

「いやいやいや、そんなに楽しそうに言わないでくださいよ」

「少しだけ実験はしてみました。ダビングしても、ある程度画質が劣化しても効果はあるんですよ」

「やっぱり悪の組織じゃねーか！」

　研究のために誰かに見せたのだ。そして、少なからず犠牲者が出ている。やはり、人を人とも思わないような悪の組織であると断定してしまっていいのではないかと朝霞は考えた。

「そう言われましても、最初に言いましたように、もともとは兵器利用を考えて始まった研究ですからね」

　朝霞は入所当日に、核兵器に対抗する兵器の研究をしていると言われたことを思い出した。

「この場合の死亡条件は、ΑΩという個体が能力を発動する瞬間を見たと認識した、ですね。この際ΑΩを知らなくても、その姿を認識すれば死ぬんです。画像処理の段階を変更して試した結果が残っていますけど、それによると誰だかわからないぐらい画質が劣化すると効果はないとのことでした」

「でもそれって、どうやって映像処理したんですか？　見たら死ぬんですよね？」

「映像から人体を判定して、自動で処理するぐらいは簡単ですよ。ま、そのあたりもよくよく考えれば興味深くはあるんですけどね。つまり、死ぬかどうかは、映像を見た側の認識によるってことなんですよ。面白いことに、個体識別できる程度の知能がない動物には効果がなかったんですね」

「うーん、なんでそんなことで死ぬんですか？　まあ、それを言いだせば、あの子が殺そうと思っただけで死ぬってところからわかんないですけど」

「認識に依存するということは、認識したという事実を何かが判定してるってことですよね。つまり、それは全ての人類の頭の中を覗けるような、そんな全知に近い何かがいるってことになっちゃったりするわけですよ。だったら機械的に画像を処理するような単純なプログラムではなくて、もっと高度なＡＩならどうなるのか？　なんて疑問も」

「まさかそんな研究を続けたりしてるんですか？」

「いえ。中止するようにお達しがありましたので。オリジナルデータは完全に破棄されました」

「ま、ものすごくやばいですしね」

「はい。地上波にのせれば日本壊滅でしょうね。動画サイトにでも登録すれば、世界が終わりますね」

「うわあ」

　朝霞はそんな声しか出すことができなかった。思っていたよりも世界というのは脆もろく、危ういものらしい。ちょっとしたことで世界はあっさりと終わってしまうのだ。

「結局、兵器として利用しようにも危な過ぎて使えないという結論に達しました」

「うん。誰にでもわかるよね……ってわかってない奴らがいるのか……」

　朝霞をさらった機関も、夜霧がそこまで危険であるとは知らなかったのだろう。知っていればあんな暴挙には出ないはずだった。

「ええ。外部の機関がΑΩについてどこまで知っているのかは定かではありませんが、自分たちなら制御できる、うまく利用できる。あるいはこんな危険な代物を日本になどまかせておけない、などと考えている節がありますね」

「こういった情報を公開しなくていいんですか？　そりゃ全ての人に知らせてもパニックになるだけですけど、各国の重要な機関とかそういうのにですね」

「無駄でしょうね。目の当たりにしても信じがたいのに、情報だけ渡しても。まったく信じないか、自分たちに都合良く解釈するか。そんなところでしょう」

「映像や音声は残さないってのは、こういうことだったんですね……」

　映像や音声は一切残さないという方針であるし、地下にはネット環境も、電話すらない。

　地下の出入り口には監視カメラがあったらしいが、それも今では破棄されていた。映像と音声はリアルタイムで変換処理を施していたとのことだが、それでも地上に影響が出たからだ。

「で、なんなんですか？　わざわざこんなのを見せるために呼んだんですか？」

　月に一度の定期報告会があるが、それはつい先日やったばかりだった。

「ああ、これはついでですね。高遠さんもお仕事にずいぶんと慣れてきてΑΩを甘く見ているんじゃないかと思いましたので。ちょっとした警告といいますか」

「別に甘くは見てないですけどね。そんな腫れ物を扱うようにしたって仕方ないでしょ」

「ま、その点についてはうまくやっておられるようですので、こちらとしても文句はありません。このままの調子でお願いいたします」

　確かに夜霧の持つ能力は恐ろしいが、無闇に恐れても仕方がない。そもそもそんな力を持っているのは夜霧のせいではないのに、怯えるような真似をしてしまっては可哀想だと朝霞は思っていた。

「で、本題なんですが」

「え？　ちょっと待って？　さっきのは夜霧くんが、どっかの村から出てきた最初の映像ってことでしたけど、その後はどうなったんですか？」

「あー、それは長くなりそうですので、次の機会にでも」

「おい！」

　なぜ血まみれだったのか、なぜ出てきたのか、その後どこへ行ったのか。そして、見ただけでも死ぬような存在を、どのようにして地下の施設へ運び込んだのか。

　朝霞は気になって仕方がなかったが、とぼけた笑みを浮かべる白石はそれ以上話すつもりはないようだった。

「わかりましたよ。で、結局なんなんですか」

「はい。実は、地下施設にお客様が来ることになっています」

「はい？　お客様ってことは、職場の仲間が増えるってわけじゃないんですよね？」

　対外的に地下の施設がどのような扱いなのかを朝霞は知らないが、実質的に地下は夜霧を隔離するための施設だ。

　部外者が来ていいわけがないし、何のためかは知らないが全力で断るべき案件だろうと思える。

「まさか、夜霧くんに何かするつもりじゃないでしょうね？」

「いえいえいえ。まさかまさかですよ。まったくそんなつもりはありませんし、そんなことをすれば世界が滅びかねないわけですから、もしそんな命令が来たとすれば、この施設に立て籠もってでも抵抗する所存ですよ」

　白石は冗談めかしているが、言っていることは本気のようだった。命令に逆らうことで立場や命が脅かされるとしても、そのために世界が滅ぶのなら何をしたところで意味はない。それならば夜霧の側についたほうが有利だと思っているのだろう。

「まず今回のお客様は、ΑΩとはまったく関係がないところのお話なんですね」

「だったら断ったらどうなんですか？　こんなこと言いたくはないですけど、地下は危険だって言えば通るでしょう？」

「それがですね。断りづらい筋からの依頼なんですよ」

「なんなんですか、それ？　断りづらいって、こっちは国家機関ですよね？　重要施設ですよね？」

「ああ、なんていうんですかね。日本の支配者的な方からのご依頼ということでして」

「支配者的？　総理大臣ってことですか？」

　迂う遠えんな言い方で意味がよくわからない。日本は民主主義国家なので、支配者と呼べるような者はいないはずだ。

「なんていうんですかね、闇のフィクサーといいますか、日本を裏から牛耳る勢力というのがありましてですね、そこの一番偉い人からのお話なんですが」

「むちゃくちゃうさんくさいな！」

「はい。むちゃくちゃうさんくさいんですけど、この国で活動する以上は我々としても逆らえないんですね。ですが、安心してください。もう一度言いますがΑΩとは関係のない話なんです。ただ、ちょっとばかり、誰もやってこられない、隔絶した場所を使いたいという話なんですね」

「それ、他の場所じゃダメなんですか？」

「はい。ここが日本でもっとも厳重に隔離されてる場所ですから」

「その人、夜霧くんのことは、ちゃんとわかってるんですか？」

「情報としては知っているでしょうね。ただ、こんなゴリ押しをしてくるぐらいですから、甘く考えているのでしょう。ま、そのしわ寄せはこちらに来るってわけでして、面倒な尻拭いはこちらがすることになるとは思いますが」

「で、私はどうしたらいいんですか？」

「あ、特に何かってのはないです。彼らはしばらく勝手にそちらに滞在するだけですので。ただ急にぞろぞろとあらわれたら高遠さんもびっくりされるでしょうし、事前の説明はいるだろうってことですね。彼らには、地下にいる者に関わらないようにとは言い含めていますので」

「それってさ。怪しい奴が紛れ込んでくる可能性ってない？　私の時も変なのついてきてましたよ？」

　夜霧を狙う者からすれば、絶好の機会だろうと朝霞は思った。

　事実、朝霞の影に紛れ込んで、得たいの知れない者が侵入したことがあったのだ。

「彼らはその手のことは専門だから大丈夫ですよ。そんな怪しい者が紛れ込めるようであればわざわざこんな隔離施設を使う意味はないですからね。そのあたりは御前もきちんと対応すると思いますけど」

「御前……今時の日本でそんな風に呼ばれてる人のうさんくささって半端ないですね……」

　本当に大丈夫なのか。朝霞は不安しか覚えなかった。
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　朝霞が、地底深くにある屋敷に戻ってくると、夜霧は庭で遊んでいた。

　シェットランド・シープドッグのニコリーにボールを取ってこさせているのだ。ニコリーは聡そう明めいな犬で、このような遊びもすぐに覚えた。

「おーい！」

　庭に入ったところで声をかける。すると夜霧とニコリーが駆け寄ってきた。
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「朝霞さん、おかえり！」

　夜霧は、最近では半袖に半ズボンという年相応の恰好をするようになっていた。こういった普通の恰好にも慣れさせておくべきだと朝霞が考えたからだ。

「ただいま。特に変わりはなかった？」

「うん」

　会議にはそれほど時間はかからなかったが、ここから地上までに一時間程度はかかってしまう。たいした用もないのなら、呼び出しは控えてほしいところだった。

「お土産はないの？」

「ごめん。今日は上に行っただけだからね。あ、売店で買ったチョコならあるよ。そろそろ三時だからおやつに食べる？」

　そう言って朝霞はバッグから、袋に入ったチョコレートを取り出した。

　バッグはエルメスのバーキンである。攫われた時にホテルに置いてきてしまっていたが、無事に戻ってきたのだ。

「うん！」

「ニコリーにはあげちゃダメだよ」

「なんで？」

「確か犬にあげたらダメだったと思う。飼い方の本に載ってたと思うから見てみて」

「わかった」

　夜霧は実に素直だった。チョコレートを受け取って屋敷に駆け戻っていく。朝霞はその後をゆっくりと歩いて戻っていった。

　居間に入ると、夜霧は行儀良く座ってチョコレートを頰張っていた。

　朝霞もちゃぶ台を挟んで向かい側に座った。

「ちょっと話があるんだけど、いい？」

「なに？」

「明日から、ここに人が来るんだってさ。村に空いてる家あるでしょ。あの辺を使うからこっちとは関係ないと思うけど、そういうことだから気を付けて……って何に気を付けるんだろうね？」

　ここは地下空間だが、どこかの村を再現しているらしい。その村の外れにある、鎮守の森の中にあるのがこの屋敷だ。

　村は基本的に空き家ばかりなので、やってきた客はそこで寝泊まりするらしい。

　なので、この屋敷周辺にいる限りは誰が来ようと関係がないはずだった。

「誰かひっこしてくるの？」

「一時的なものらしいよ。一週間ほどみたい。だからその間はあんまり村をうろつかないで……ってそれでいいのかなぁ？」

　言っているうちに、なぜ突然やってくるよくわからない奴らに気を遣わねばならないのかと朝霞は思いはじめた。

　客人とやらがやってくる理由をはっきりとは教えてもらっていないのに、こんなもの気を付けようがない。

「ま、いいか。夜霧くんは普段どおりでいいよ。そんなに遠くには行かないでしょ？　向こうもわざわざこっちには来ないと思うし」

「うん。わかった」

　夜霧も多少の興味はあるかもしれないが、こう言っておけばわざわざ見にいくようなことはないだろう。朝霞の言うことを大体は素直に聞いてくれるいい子なのだ。

　おやつを食べた後は、夜霧に勉強をさせる。小学校のカリキュラムは終えているので今では中学生の内容をさせていた。朝霞も中学生の学習内容となるといろいろと不安な面も出てくるので、自分も勉強しながら進めている。

　しばらく勉強して、その後は夕食の準備だ。最近では夜霧も手伝ってくれていた。

「ってこんなんでいいのかねぇ」

「何が？」

「そんなたいした仕事してるわけでもないのに、あんなに給料もらってていいのかなーって思ってさ」

　社会人の仕事というのはもっと複雑で、厄介で、面倒なものかと思っていたのだ。最初のうちこそいろいろと戸惑っていたが、慣れてくればなんてことのない日常を送っているだけのようなものだった。これでは学生時代にやっていたアルバイトのほうがまだ大変だったように思えてくる。

「仕事？」

　夜霧がきょとんとした顔になっている。

「んー、まあ、仕事は仕事なんだけど、そうでもないっていうかさ」

　どう言っていいものかわからずなんとなく朝霞はごまかした。それにほぼ地下に閉じ込められっぱなしで、24時間フル稼働で、死の危険がつきまとう無茶苦茶な仕事だと思えば、あれも不相応な給与というわけでもない気がしてくる。

　気を取り直した朝霞は、できた料理をちゃぶ台に運んだ。前の担当者は違ったようだが、朝霞は夜霧と一緒に食事をしている。

「ご飯、おいしい」

「まあ、多少は上達した気がするけど、このままじゃダメな気はするな、うん！」

　肉と野菜をざっくりと切って、焼き肉のタレで炒いためただけの適当な料理だった。おいしいことはおいしいが、味付けのほとんどをタレに依存してしまっている、何かに負けたような気がする料理なのだ。

「野菜類は穫とれたてを調達できるし、他の食材もよりどりみどり……となるともうちょっとこう、なんかあるんだろうけどさあ」

「僕、朝霞さんのご飯好きだよ」

　朝霞が首をかしげていると、夜霧が言ってきた。気を遣っているらしい。

　食事を終え、後片付けをした後は寝る準備だ。

　犬のニコリーを家に上げて、家中の戸締まりをする。きっちりと隙間なく家を閉ざすのは、大事な仕事だった。

　居間のちゃぶ台を片付けて、布団を敷く。屋敷には部屋がいくらでもあるのだが、生活のほとんどがここで行われていた。

　準備が終わると夜霧はさっさと布団に入ってしまう。ニコリーも隣にやってきて寝そべり、朝霞も隣に座った。

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　夜霧の寝付きはいいので、見守っているとすぐに寝てしまう。

　朝霞は夜になってすぐには寝られないので、もう少ししてから寝るのが日常となっていた。

　日が落ちると、外を何者かがうろつく気配がしはじめた。

「あ。夜になると変なのが出てくるけど、あれどうするんだろう？」

　おかしな話だが地下にあるこの村にも天候があり、太陽の動きがある。そして、夜になれば人の形をした影のようなものがあらわれるのだ。それに捕まるとどうなるのかはわからないが、無事ではすまないという予感がある。

「明日ちょっと行ってくるかなー」

　朝霞はもう慣れてしまったが、知らなければ混乱するだろうし、命に関わるようなことが起きるかもしれない。客人とは関わらないようにするべきだが、それぐらいは伝えておくべきだろう。

　朝霞は、彼らがやってきたら会いにいこうと考えた。
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　朝食後、朝霞は夜霧に自習をさせておいて、家を出た。

　鎮守の森を出て、田んぼの間の道を歩き、空き家のある集落へと向かう。

　だが、そこにいるのは、人間そっくりの自律型機械人形だけだった。それらは農作業に従事したり、空き家をメンテナンスしたりといった雑事を行っているのだ。

「お客さんが来るらしいんだけど、いつ来るかとはわかる？」

　朝霞は近くにいた機械人形に聞いてみた。

「そのような連絡は受けておりません」

「あ、そうなの？」

　機械人形とは自然言語での意思疎通が可能だった。あまりにも普通に話せるので普段は意識しないが、かなり高度な技術が使用されているはずだ。

「午前中には到着すると聞いております」

　どうしたものかと思っていると、もう一体の人形が話に割り込んできた。

　彼らはネットワークに接続されておらず、汎用的なインターフェイスも存在しない。連絡は口頭で行われているので、情報伝達には遅れが生じるのだ。これもΑΩに関する情報を流出させないための対策だった。

「ふーん。だったら、入り口のあたりを見てこようかな」

「おそらく、そちらではなく搬入口が使われるかと思います」

「え、そんなのあるの？」

「はい。職員用通路から少し離れたところにあります」

「じゃあ見てこよう」

　だが、見にいくまでもなくそれはあらわれた。

　大型のトラックだ。それらは何台も連なって、村の中心部へとやってくる。

　やってきたトラックは朝霞たちの前に止まると、大量の荷物を下ろしはじめた。

「え？　ちょっと待って？　こんなおおごとだったの？」

　朝霞は次々と荷物が運び込まれていくのを呆然と見ていた。

　しばらくそうしていると、黒い高級車がやってきた。

　勢いよくドアが開いて、赤い何かが飛び出してくる。

「あああ！　もう！　信じられない！　あんなＳＦっぽい超巨大リフトを下り続けたあげくがこれなわけ？　どんだけ田舎なのよ！」

　まくし立てるのは赤いフリルワンピースを着て、肘まである赤い手袋をした女の子だ。まだ寒くはないので、手袋は日焼け対策か、ファッションなのだろう。

　続いて、黒いスーツ姿の男が三人降りてきた。

　一人は眼鏡をかけた、すらりとした青年。

　一人は筋肉質な身体を無理矢理スーツに押し込めたかのような巨漢。

　一人はどうみてもカタギの人間とは思えない威圧感を放っている男だ。

　朝霞は眼鏡の青年に声をかけることにした。完全に偏見ではあるのだが、一番話が通じそうだと思ったのだ。

「あの、こんにちは」

　途端に、三人の男は少女を囲むように動いた。

「話しかけんな、ブス！　それ以上近づいたら殺すぞ！」

「な！」

　勝手に抱いていた知的な印象を裏切る暴言に朝霞は固まった。

「お姉さん、ごめんねー。高たか岡おかも悪気があって言ってるんじゃないの」

「お嬢。勝手に話しかけないでください。敵だったらどうするんですか！」

　いつのまにか高岡は拳銃を手にしていて、朝霞へと銃口を向けている。

　朝霞は両手を挙げながら、なるほど、全員ヤクザなんだ、と考えた。

「でも、下にいる人ってこのお姉さんでしょ？」

「ですが、後一週間なら、怪しい奴は片っ端から殺しといたほうが──」

「高岡。そうピリピリしないでくれる？　鬱陶しいんだけど」

「申し訳ありません」

　そう言いつつも高岡は銃を下ろさなかった。

「えーとですね。ここって夜はあぶないので、戸締まりはきちんとしてくださいね。ってことを言いにきただけなんで、帰らせてもらっていいですか？　以後関わる気はまったくなくなりましたので」

「ああ。さっさと行けよ」

　朝霞は両手を挙げたまま、後退し、ある程度下がったところで一気に駆けだした。

　姿が見えなくなるほど離れると、朝霞は足を止めてしゃがみ込んだ。

「……こんな所までわざわざやってきて大変だろうなーってちょっとは思ってたけど、これどうしようもないわ……」

　取り付く島もないとはこのことだろう。わざわざ会いにいったことを朝霞は後悔していた。

「まあ、勝手にしてろや！　ってことだよね」

　朝霞は立ち上がり、とぼとぼと屋敷へと戻りはじめた。
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　村にあるもう一つの出入り口、搬出口の中に朝霞と夜霧とニコリーはいた。

　知らない入り口があるなら見てみたいと朝霞は思い、昼食後に犬の散歩がてらみんなでやってきたのだ。

「はー、ロボットとか出撃しそう……」

　朝霞は天を見上げたが、闇に隠れて天井は見えない。ところどころに照明が灯っているが、それは全体を照らし出すようなものではなく、ほとんどの場所が闇に沈んでいた。

　ここはコンクリートで固めた円筒形の空間で、村がある球体空間に隣接しているのだろう。

　壁面には垂直にレールが取り付けられていてリフトが上下する仕組みになっている。客人たちが乗ってきたリフトは最下部で停止していた。

　リフトはトラックを数台まとめて運べるほどに巨大なものだった。

「でっかいねー」

　夜霧も初めて見る巨大な縦穴に興味津々という様子だ。

「まあ、これぐらいでかい搬入口がないと、地下に村を作るなんてできないよね」

　しかし、資材の搬入方法がわかっても、今度はこの巨大な縦穴や地下空間はどうやって作ったのかなどの疑問が湧いてくる。

「てか、こっちを通ってくるほうが楽ってことないかな」

　一般職員用の通路は結構歩かされるのだ。こちらの搬入通路が地上に直通しているならずっと早く行き来できることになる。

「そうでもないんじゃない？　リフトを何回も乗り換えたし」

　背後から子供の声が聞こえてきて、朝霞と夜霧は振り返った。

　いたのは先ほど村の中で会った、女の子だった。年齢は夜霧と同じぐらいだろう。

「誰？」

「こういう場合は自分から名乗りなさいよ」

「高遠夜霧だよ。こっちは朝霞さん」

「ふーん。変な名前。私は、皇すめらぎ槐えんじゆ。短い間だけど、よろしくね」

　それも変な名前ではないかと言いたくなったが、さすがにそれも大人げないので朝霞は黙っておいた。

　夜霧はとことこと槐に近づいていき、手を出した。握手で挨拶と以前教えたのでそれを実践しているのだろう。

「あ、ごめんね。私が可愛いから、触りたいってのはわかるけど、触ったら死ぬよ？」

　そう言って槐は、手袋をつけた手を振ってみせた。

「そうなの？」

「そうなの。美しい薔ば薇らには棘が生えてるとか、毒があるとかそんな子なのよ、私って。手袋があるから一応は大丈夫なはずだけど、不必要に触る必要はないと思うの」

　修辞的表現なのかもしれないが、夜霧は素直に納得しているようだった。

「ねえ。いろいろと聞きたいことがあるんだけど、いい？」

「なに、朝霞？」

「いきなり呼び捨て……まあいいけど。なんかお付きの人みたいなのいたよね？　一人でこんなとこ来ていいの？」

「四六時中むさいおっさんがつきっきりって、息がつまるのよ。だからちょっとばかり、まいてきたの。で、村をぶらぶらしてたんだけど、ほんとになんにもなくてつまんないからどうしようかと思ってたら、あんたたちがこっちに行くのが見えたからついてきたってわけなのよ」

「じゃあ、今ごろ必死になって捜してるんじゃ……」

「でしょうね」

　それはまずいと朝霞は思った。問題は、ここに夜霧がいることだ。あいつらがやってきて敵意でも見せてこようものならあっさりと死人が出てしまう。

「えーとね。私、あの人たちに会いたくないんだけど」

「怖い思いさせてごめんね、朝霞。でも大丈夫よ。あいつらは私の言うことなら絶対に聞くから」

「……夜霧くん」

　朝霞は小声で話しかけた。

「なに？」

　秘密の話とでも思ったのか、夜霧が楽しそうな顔を見せる。

「もしかしたら、この子の仲間の人が来るかもしれなくて、失礼なこと言ったりしたりするかもしれないけど、我慢してね」

「よくわからないけど、わかったよ」

　夜霧の反応は甚だ不安ではあるが、今はこう言っておくのが精一杯だろう。

　朝霞は、槐に向き直った。

「その、ね。お互いに関わらないってことで話がついてたと思うんだけど、伝わってない？」

「聞いたわよ。けど、そんなのつまんないし」

「つまんないって……その、なんでこんなとこに来たのか理由は知らないけどさ、身を隠しにきたわけでしょ？」

「ここが世界で一番安全な場所なんでしょ？　だったらここでこそこそしてても仕方ないじゃない」

「まあ……ここまでやってこれる人がそんなにいるわけでもないんだけど……」

　彼女を脅かす何かが外にあるというのなら、確かにここまで来れば安全だろう。ここは外部とは隔絶された空間だからだ。

「お嬢！」

　この子にどう対応すればいいのかと考えていると、スーツの男がやってきた。高岡と呼ばれていた眼鏡の青年だ。

「てめぇ！　近づくなって言っておいただろうが！」

　高岡はすぐに激昂した。相当、沸点が低いのか、朝から怒ってばかりだ。

「あー。この子が勝手に近づいてきたんですけどね。そっちの問題はそっちでどうにかしてもらえませんか？　で、槐ちゃん。つまんないのはわかったけど、勝手に出歩かれてもこっちに迷惑がかかるわけ。筋は通しといてくれない？」

「あぁ？」

「高岡！」

　またもや拳銃を取り出そうとする高岡を槐が制止した。

「そうね。確かにこそこそするのは性に合わないかな。高岡、行くよ」

　槐が高岡を連れて、搬入口を出ていった。

「なんだかめんどくさい感じだなー」

　一週間ほどの滞在だと聞いていたが、先行きが思いやられる初日だった。
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　翌日の朝。

　夜霧が水田で遊んでいるのを朝霞が見ていると、槐がやってきた。

　後ろには高岡がついてきていたが、田んぼの側まではやってこず、少し離れた所で待機している。

「なにしてんの？」

　水田に虫網を突っ込んでばしゃばしゃとしている夜霧に槐が聞く。

「緑のふよふよを取ってる」

　夜霧はホウネンエビを追い回していた。

　朝霞は田んぼの縁に腰掛けて、そんな光景をぼんやりと見ているところだった。

「それ面白いの？　むちゃくちゃつまんなさそう」

　槐は朝霞の隣に座った。今日も赤いワンピースに手袋という恰好だが、服が汚れることは気にしていないらしい。

　朝霞はというとジャージ姿だった。田んぼ遊びの時は汚れてもいいような恰好にしている。

「話はついたの？」

「まあね。どこに行くにしても最低一人はついてくるけど、ちょっと離れた所で待機するってことになったわ。朝霞と夜霧につっかからないようにも言っといたから」

「まあ、ここには私たちの他には誰もいないから、警戒する必要はないと思うけど。あ、夜はどうだった？　なんだか騒がしかったけど」

　夜になって銃声らしき音が聞こえてきたのだ。静かな村なので、その音はひどく響いた。

「何が出てくるのかを見てみたの」

「え？　大丈夫だった？」

「まあね。あんな虚ろな奴らは私だけでもどうにでもなるし、高岡たちがいれば楽勝よね。ま、わざわざ戦う必要もないから、今夜からは戸締まりするけど」

　夜になると黒い影が湧く。

　最初にあの人影を見た時、朝霞はかなり驚いたものだったが、彼女は平気らしい。会った瞬間から気が強そうな少女だと思っていたが、見た目どおりの性格のようだ。

「ねえ。何か楽しいことはないの？」

「って言ってもね。ここ見たまんまの場所だよ？　楽しみは自分で見出すしかないんじゃない？」

「ここってなんなの？　お爺じいさまは世界で一番安全だって言ってたけど。シェルターみたいなもの？」

「シェルターねぇ。言われてみればそんな感じかなぁ」

　地上が核戦争で滅びたとしてもここは大丈夫だろう。自給自足できるし、閉塞感もない。長期間ここで過ごすことは十分に可能なのだ。

　だが、ここはシェルターとは真逆の場所だ。逃げ込む場所ではなく、逃がさないための牢ろう獄ごく。もっとも夜霧は牢獄とは思っていないだろう。実際、出たいと思えば勝手にここを出ることはできるのだ。

「で、何しにきたの？　私たちに会いにきたって面白いことなんかないって、最初からわかってたでしょ？」

「好奇心を満たそうかと思って。ねえ。朝霞たちってなんなの？　こんなとこで暮らしてるなんて変だよね？」

　確かにその話なら暇つぶしにはなるだろう。荒唐無稽過ぎて意表を突いているという意味では知的好奇心を満足させることはできそうだ。

「あー、そのあたり、関わらないってことだったと思うんだけど？」

「なるほどね。聞くなら自分の事情から話せってこと？」

「全然そんなつもりじゃないんだけど。てか、聞くと後々めんどくさそうだから勘弁してほしいなぁ」

　ちらりと他所に目を向ける。高岡がすさまじい形相でこちらを睨にらんでいた。

「ねえ。夜霧も判定者なの？」

　何のことかわからず朝霞は首をかしげた。夜霧に関して、そのような単語が使われたことはなかったはずだ。

「違うのか。はったりかましてみたんだけど、その反応だと知らないっぽいね」

　聞きたいことはそれだけだったのか、槐は立ち上がった。

　そして、いきなり水田に飛び込んだ。

　派手に飛び散った泥しぶきが、夜霧を泥まみれにする。

「あははははっ！　びっくりした？　ねえ？」

「うん」

　夜霧はぽかんとした顔になっていた。

「さっきから見てたら、なんにも取れてないじゃない。ちょっと貸してよ」

「いいよ」

「あ、近づかないで。それは投げて。私に触っちゃダメって言ったでしょ？」

　夜霧は虫網を投げて渡した。すると今度は槐が水田を荒らしはじめた。

「ねえ、夜霧って何歳？」

「わかんない」

　槐の乱雑な虫網捌さばきが止まった。その答えは予想していなかったのだろう。

「私は十歳。小学五年生。ここって小さな学校もあるみたいだけど、夜霧は何年生なの？」

「行ってないよ。勉強は朝霞さんに教えてもらってる」

「ふーん。まあいいや。私と同じか下ぐらいよね。だったら、私の子分にしてあげるから」

「ほんと！」

「いい？　子分なんだから、親分のいうことはちゃんと聞くのよ？」

「うん」

「だったら、この遊びは終わり。ちょっとは面白かったけど、もう飽きたわ！」

　そう言いつつも槐は何匹もの水すい棲せい生物を捕まえて、バケツに放り込んでいた。

「じゃあどうするの？」

「何かないの？　こんな田舎じみた遊びじゃないことは？」

「あ、だったらゲームはどう？　朝霞さん、ゲームしてもいい？」

「いいよ」

　屋敷にはテレビゲームがたくさん置いてあるが、一人で勝手にやってはいけないというルールになっていた。

「ゲーム？　お爺さまに止められてるんだけど……ま、こんな所でまで文句は言われないわよね！」

　夜霧と槐が屋敷へと駆けていく。

　朝霞も背伸びしながら立ち上がり、高岡という青年はどうしているのかと見てみた。

　槐の後を必死になって追いかけていた。
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　そして、瞬く間に一週間が過ぎようとしていた。

　この地下にいるものとは関わってはならない。そう槐は聞いていたが、ただどこかの空き家に閉じこもっていたって暇なだけだ。

　夜霧という子分を連れ回して遊んだここでの暮らしはそれなりに充実したものだった。

　なんと言っても夜霧は素直なのだ。

「いい？　これはものすごい秘密なんだけど教えてあげる。私に触ったらなんでも死んじゃうの。夜霧もよ。だから私がどんなに魅力的でも絶対に触っちゃダメなの。わかった？」

「うん、わかったよ」

「本当にわかってる？　触ったら死んじゃうのよ？」

「うん。死ぬんでしょ。わかったよ」

　疑うでも、恐れるでも、哀れむでもない。夜霧はそのまま受け取って、そういうものだと考えているようだった。

　腫れ物に触るような、排斥感をまるで感じない。これは、こんな力に目覚めてから初めてのことだったのだ。

　そんな彼がなぜここにいるのか聞いてみたこともある。

「なんでって、ずっと昔からこの村にいるから」

　本人もよくわかっていないようだった。ただ、子供をこんな所に閉じ込めて、ロボットに世話をさせているなど明らかに異常なことだというのは、槐にもわかる。

　だが、それは槐にとってどうでもいいことではあった。槐の力を知った上でなんでもないかのように付き合ってくれる相手というのは貴重だからだ。それ以上踏み込んで、今の関係が壊れることを恐れていた。

　──ま、そんなことももう終わっちゃうんだけどね。

　今、槐は寝泊まりしている民家の居間にいて、高岡たち高位の側近や、護衛たちに囲まれていた。

　もうすぐ深夜零時になる。

　刻限が近づいているのだ。

　槐の周囲は殺気立っていた。今なら、ねずみ一匹あらわれただけでも即座にミンチにされることだろう。

　問題は、今日この日、この時間だけのことだった。だからこそ槐はこれまで比較的自由に行動することができたのだ。

　審判者。

　そう名乗る存在が世界各地にあらわれて、その場にいた者たちに告げたのだ。

「人類は不要だ。滅ぼそうと思うが、この計画を撤回する最後の機会を君たちに与えよう」

　一年前、槐はそれに出会ってしまったのだ。

　古い柱時計が、不気味な鐘の音を響かせはじめる。

　緊張が最大限に高まり、皆が臨戦態勢になった。

　歪んだ鐘の音が零時を告げる。そして静寂が訪れた。

「やった……」

　誰かがぼそりとつぶやく。

　いまだ緊張は解かれていないが、それでも山場を越えたという雰囲気があたりに満ちた。

　そして、黒い線が現われた。

　囲みの中、槐のすぐ側だ。皆が注視する中、その線は太くなっていき、楕だ円えん形けいになっていく。

　槐の護衛たちは即座に攻撃を開始した。襲撃を警戒していたのだ。そこで躊躇うなどありえなかった。

　聖別された弾丸が、祈き禱とうを受けた刃が、そこから現われようとしている何者かに襲いかかる。

　だが、それが止まることはなかった。現われつつある手や足に、銃弾は命中しているはずなのだ。なのに効果がない。攻撃が素通りしているのだ。

　槐は後退させられ、黒い楕円との間に護衛の者が立ち塞がった。

　黒い楕円の中から何者かがゆっくりと現われる。

　それは白い貫頭衣を着た、聖職者然とした少年だった。

「まったく。無駄なことを」

　一年前にも現われて審判者と名乗った存在は、憮ぶ然ぜんとした顔で槐を見下ろした。

「別にこんなものいくら撃たれてもどうということはないんだけど、うるさくて話もできないからね。ちょっと止まっててもらおうか」

　少年がそう言うと、護衛たちはぴくりとも動けなくなった。

「ここに来るにはちょっと苦労したよ。僕が通行を妨げられるようなことがあるなんて思いもしなかった。数秒とはいえ僕を止めたんだ。ここを作った者はたいした術者だと思う」

「こ、この！」

　槐は殴りかかったが、その拳は少年にめり込んだ。

　幻ではない。生ぬるい水に手を突っ込んだような感触がそこにはあった。

「人間ごときの力が通じるわけがないだろう？」

　手を引き抜き、勢いあまって尻餅を付く。立ち上がる気にもなれず、槐は審判者を見上げた。

「さて。みんな大人しくなってくれたし、話をしようと思うけどいいかな？」

　問いかけてはいるが、答えなど求めてはいないのだろう。審判者はすぐに話をしはじめた。

「僕は人類を滅ぼすかどうかを槐くんたち判定者に委ねた。判定者を存続派と絶滅派に分けて、一年後に生きていたチームの判定を受け入れようと、そう思ったわけだ。けれどこれはどういうことなんだろう？　そりゃあ、こんな所に閉じこもれば生き残れるだろうさ。けれど、そんなことを求めているわけではないのはちょっと考えればわかるよね？　君はこの戦いを通して、人類の存続の是非について頭を悩ませる必要があったんだよ」

「生き残ったのが一人じゃないなら、無効でしょ！」

　槐は一年の間、世界中を逃げ隠れしていたのだ。

　その間に槐の属する存続派が勝てばいい。そう思っていたのだが、一年の期限を目前にし、槐以外の存続派はいなくなってしまった。

　もともと絶滅派のほうが多い絶望的な戦いであり、最後の一人になった槐に敵が殺到するのは明らかだった。

　そこで、槐はこの地下に逃れてきたのだ。

「そんなことを言ったかな？　言ったかもしれないけど、それは地獄のような戦いの果てに決着が付かなかった。とかそういうものを想定したものなんだよ。僕が、してやられたよ、仕方ないなぁ、君の勝ちだ。とでも言うと思ったのかい？　絶滅派の人たちはさ、ここの入り口をどうしても破れなくて、腕がくだけて、血ち反へ吐どを吐くまで頑張ってたんだよ。かわいそうだと思わない？」

　槐は押し黙った。

　どうにかならないかと必死に考える。だが、こんなバケモノを相手に、十歳の小娘にできることなど、ありはしなかった。

「けどまあ、最初に意図を正確に伝えようとしなかった僕も悪かったんだろう。なので、君にはもう一度機会を与えようと思う」

「機会って……」

「同じことだよ。ここで絶滅派と存続派で戦って、生き残ったほうに判定してもらう」

「どういうこと？　絶滅させたい人なんてここにいるわけないじゃない！」

「まあ、そうかもしれないけど、何か試練を課す必要があるからね。ということで、こんな風にしてみたよ」

　そう言って審判者は、手近な護衛の頭を軽くなでた。それだけで男の頭部は破裂し、力なく崩れ落ちる。

　倒れた男の身体がぼんやりと光り、そこから赤い光が浮かび上がった。

　その光は×のマークを形作り、空中に浮かび続けている。

「×は存続派のマーク。つまり外れというわけだ。絶滅派が死ぬと○が出るようにしておいたから、この地下に一人だけいる絶滅派を殺してみせてよ。あまり長々とやられても困るから期限は今から一時間。一時間後に絶滅派が生きていたら、人類絶滅ってことで」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　そんなことできるわけないでしょ！」

「それならそれでのんびりと最後の一時を過ごしていたらいいよ。はい、今からスタートだ」

　審判者のその言葉で、護衛たちは再び動けるようになった。

「てめぇ！」

「ぶち殺すぞ！」

　またもやの銃撃。だがそれは審判者をすり抜けた。銃弾を受ける度に身体に波紋が浮かび上がるが、それだけなのだ。

「無駄だ、やめろ！」

　高岡が制止した。

　審判者はどこに行くわけでもなく、そのまま成り行きを見守るつもりのようだ。

「ど、どうしよう、高岡！　こんなはずじゃ！」

　不安に押しつぶされそうになり、槐は高岡にすがった。

「……まずは試してみるべきことがあります」

　高岡は冷たい目をしていた。槐は嫌な予感がしたが、何も言うことはできなかった。





＊＊＊＊＊






　銃声が聞こえてきて、朝霞は目を覚ました。

　単発の音、連なって聞こえる音。

　何かと戦っているらしいその音は、ゆっくりと近づいてきているようだった。

「えーっと、考えられることはあいつらぐらいなもんなんだけど……」

　滞在している客人以外の可能性は考えられないが、意味がわからない。干渉しないことになっていたはずなのだ。

「夜霧くん。起きて」

　隣で寝ている夜霧をそっと起こす。

「なに？」

　パジャマ姿の夜霧は寝ぼけ眼で、目をこすっていた。

　ちなみに、朝霞もパジャマ姿だ。

「なんか変なのよ。外で銃声みたいなのがしてて」

「ほんとだ。マシンガンかな？」

　教育に悪いのかもしれないが、夜霧は銃を乱射する類のゲームも楽しんでいた。

「考えたくないけど、お客さんたちだと思うのよ。外の影と戦いながら、こっちに来てるのかなと思うんだけど」

「どうするの？」

「どこか逃げる所はある？」

「なんで？」

　逃げる必要があるのか。そう夜霧の目は訴えていた。

「んー。できるなら、その、殺したりはしてほしくないんだけど。いや、まだ何が起こってるかもわかんないんだけどね」

　何かトラブルが発生して、こちらに逃げてきているという可能性もある。おそらくだが、彼らがこの村にやってきたのは何かから逃れるためだろう。

　その何かがここまで追ってきたというならば見殺しにはしたくない。

「わかった。けど、逃げる所は知らないよ」

「うーん、作業指示書に何かあったかなー」

　緊急事態の対処法が何かないかと、朝霞はタンスにしまっておいた作業指示書を取ってきた。

　避難場所についての記述はなかったが、緊急時の非常通信システムが台所の下にあることがわかった。

　朝霞と夜霧は台所に移動した。

　探してみると、これまで床下収納だと思い込んでいた場所にそれはあった。蓋を開けると、赤く丸いボタンがあったのだ。

　ただし、そのボタンはガラスの蓋で覆われている。

「こんなのマジであるんだ。自爆ボタンみたいで不安なんだけど」

　横には説明文があり、叩き割って押せと書いてあった。

　押すことで、地上に緊急連絡ができるらしい。同時に、天蓋照明は全てオンになるともあった。

　つまり、今が夜でも昼のように明るくなるのだろう。

「おりゃぁ！」

　とにかくやるしかない。朝霞は力いっぱいにガラスを叩き割り、ボタンを押した。

『緊急信号を発信しました。地上からは地下の状況がわかりませんので、各自の判断で適切な行動をお願いいたします』

　そんなメッセージが聞こえてきた。今すぐにどうにかなるものではないらしい。

　そして、銃声とともに派手な破壊音が聞こえてきた。銃弾が屋敷に撃ち込まれたのだ。

「えーっと」

　朝霞は立ち上がるとフライパンを二つ手に取り、一つは夜霧に渡した。

「防げるの？」

「映画で見たことある」

　甚だ怪しい知識ではあるが、何もないよりはましだろう。他に銃弾を防げそうで持ち運べるものも思い付かない。

　ゆっくりと廊下に出る。

　雨戸には穴がいくつもあいており、そこから明かりが差し込んでいた。やはり外は明るくなったようだ。

「いるなら出てこい！　十秒以内に出てこねぇなら、ロケットランチャーをぶっ放す！」

　ドスの効いた野太い声が聞こえてきた。

「どうしよう？」

「とりあえず出ていこうか」

　夜霧に頼るのはギリギリまで待てる。話ができるならするべきだと朝霞は考えた。

　犬のニコリーは居間に待機させて、フライパンを顔の前に掲げたまま、朝霞と夜霧は縁側から庭に出た。

　庭には黒スーツの男どもが武器を手にして並んでいる。

　ハンドガン、ショットガン、マシンガン、ロケットランチャーなどの銃器や、日本刀や槍などの刀剣類、独とつ鈷こ杵しよや数珠、札といった武器なのか怪しい物を持った者までいる。

「こいつら、何と戦うつもりなんだ……」

「槐！」

　夜霧が男たちの中に槐の姿を見つけた。

「やれ」

　男たちの中の誰かが号令をかける。問答無用ということらしい。

　何人かが朝霞と夜霧に銃口を向け、引き金を引こうとした瞬間に倒れた。

「殺そうとする奴は殺してもいいよね？」

　夜霧が不安そうに聞いてくる。朝霞の言いつけを破ったことを、嫌われるのを恐れているのだろう。

「いいよ」

　朝霞は覚悟を決めて、堂々とそう口にした。

　ここで曖昧にごまかすのは卑怯だと思ったのだ。

「すみません！　ちょっと待ってください！　いいですか！　今、攻撃しようとした人に反撃しました！　私たちにはそんな力があるんです！　だから攻撃をやめてください！」

　無駄かもしれないが朝霞は叫んだ。

「だからどうした」

　黒スーツの男たちの覚悟も相当なものなのだろう。仲間が謎の死を遂げたというのに、それでも攻撃を続行しようとしたのだ。

　男たちは、攻撃をしようとし、次々に倒れた。全員を一気に倒すぐらい夜霧にとって簡単なはずだが、殺すのは攻撃をしようとした者に限定している。できるだけ殺してほしくないと朝霞が言ったことを気にしているのだ。

　しばらくして、静かになった。正確な数はわからないが、ざっと見ただけでも相当な人数が倒れている。

　残っているのは槐と三人の護衛だけだった。

　彼らはすぐには動かなかった。朝霞たちもここからどうしたものかと考えていると、死体がぼんやりと光りはじめた。

「ねえ。夜霧くんの力のせいってわけじゃないよね？」

「なんだろ？」

　死体から浮かび上がった光が×の形になったのだ。

「ちっ。どうしようもねぇな。攻撃しようとすると死ぬのかよ……」

　仕組みを理解したのか、高岡が忌ま忌ましそうに言い、そして両手に持った拳銃を二人の仲間に突きつけた。

「やめて！」

　高岡の意図をさとった槐が叫ぶ。

　だが高岡は引き金を引いた。

　撃たれた男は倒れ、×の光があらわれる。それを確認した後、もう一人も撃った。またもや×の光が浮かび上がった。

「そんな……」

「お嬢。申し訳ありません」

　そして高岡は、自分のこめかみに銃口を当て、躊躇いなく引き金をひいた。

「な、なんなのこれ……」

　朝霞はこの異常な状況にまるでついていけなかった。

　なんのためにそんなことをするのか、まるで理解ができなかったのだ。

「高岡！」

　槐が叫び、倒れた高岡にすがりつく。

　高岡の身体からも光が浮かび上がり、それはやはり×の形を作り上げた。

「もう……もうやだ……やだよ、こんなの……」

　槐がすすり泣く。

　朝霞もどうしてよいか、わからず途方にくれていたが、そこにもう一人がやってきた。

　白い貫頭衣を着た少年で、男たちが倒れ尽くした庭を平然と歩いてくる。

「いやあ、素晴らしい自己犠牲心だ！　どういうわけか、そこの二人を殺せないから、自分たちの中に絶滅派がいることにかけたんだね！　それを躊躇いもなくやってのける忠誠心は見事なものだよ。さあ、残り三人。誰が絶滅派なんだろう？　というところだけど、そもそもさ、これまで全然関係なかったそこの二人を殺そうって判断が間違ってるって思わないの？」

「あんた、誰？」

　朝霞はさらに混乱した。

　こんな少年は客人の中にはいなかったはずなのだ。

「ああ。強制的に参加させておいてルール説明もしないってのは悪かったね。僕は審判者。人類を滅ぼすかどうかを決定する最終判定プログラムだよ」

「はい？」

　人類を滅ぼすなど、世よ迷まい言としか思えない。だが、朝霞はその言葉を簡単に否定できなかった。

　なぜなら、実際に人類を滅ぼしかねない、夜霧という実例を知っているからだ。

「槐くんは、その最終判定プログラムの参加者だったんだけど、逃げ出して判定終了までここに閉じこもってたんだよ。さすがにそれはずるいからさ、続きをここですることにしたんだ」

「じゃあなに？　この状況はあんたが仕組んだの？」

「そのとおりだよ。地上でやったのと同じことを規模を小さくしてやりなおしてるだけさ。さあ、槐くん。もう時間がないけど、どうする？」

　そう言われた槐は、高岡の手から拳銃を引きはがした。

　そして、朝霞たちに拳銃を向ける。

「槐、やめてよ！」

　夜霧は泣きそうになっていた。

　槐は黒スーツの男たちとは違う。朝霞が知る限り初めてできた夜霧の友達だろう。

　槐が撃とうとしても、夜霧は反撃しないのではないか。そう思った朝霞は夜霧をかばうように前に出ていた。

　槐の手つきはおぼつかないものだった。

　拳銃を撃ったことなどないのだろう。そもそもがくがくと震えるその腕ではまともに狙いをつけることもできそうになかった。

「やだ……やだやだやだ……夜霧、友達だもん……殺したりなんて……できない……」

　そして、槐は泣き崩れ、銃を下ろした。
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「うーん、別にそれでもいいんだけどさ。それだと、ただ時間切れになって人類が絶滅するだけだよ？」

　審判者がつまらないとばかりに言う。

「じゃあ、ヒントを出そうか。もともと僕はそこの二人がいるなんて知らなかったんだよ。君たちがいきなり武器を手にして外に行った時は何事かと思ったんだけど」

　つまり槐が絶滅派なのだろう。実に性質の悪い嫌がらせだった。最初から、槐が助かる道などなかったのだ。

　槐が再び銃を持ち上げる。銃口の向き先を悟った朝霞は駆けだしていた。

　触れたら死ぬ。そう言っていたことを思い出すが、今さら後には引けなかった。

　手袋をしているぐらいだ。それでおそらくは力を抑えられている。

　朝霞は槐に飛びつき、押し倒した。

　銃が落ちたので、それを慌てて確保する。昔からこうだった。後先考えずに無茶なことをしてしまうのだ。

　朝霞はとうとうぶち切れた。

「お前！　いったい何がしたいんだよ！　こんなことやって、何が最終判定なんだよ！」

「別に、判定の中身なんてどうだっていいんだよ」

「は？」

「もともと滅ぼすのが前提で、最後にチャンスをやることになってるだけなんだ。適当な無理難題を強いているだけなんだよ」

　審判者は飄ひよう々ひようと言う。

　夜霧が、一歩前に出た。

「ねえ。最終判定っていうのをやめて、どっかに消えてよ」

　夜霧の声が聞こえ、朝霞ははっとした。

　夜霧は、いつの間にか朝霞たちの側に立っていた。

　静かな、抑えた声だが、朝霞にはわかった。いつになく感情的になっている。

　夜霧は、怒っているのだ。

「ん？　なんで君の言うことを聞かなきゃいけないの？」

「そう。だったら死ね」

　夜霧が言い放ち、審判者は倒れた。

　途端に、異変が起こりはじめた。

　空中にいくつもの、黒い線があらわれたのだ。

　その線はゆっくりと大きくなり、楕円形になって、中から何かを現出させる。

　翼を持ち、光背を持つ、人型の何か。

　それらを見た朝霞の心に自然と畏怖の心が湧き上がった。

『我らは執行者である。最終判定プログラムの結果を受け、人類の抹消を執行するものである』

　その言葉が脳裏に響く。直接心に訴え掛けているのだ。

「みんな死ね」

　そして、執行者を名乗った者たちは、ばたばたと地面に墜落して動かなくなった。





＊＊＊＊＊






　その後、調停者を名乗る者が、土下座をしながらあらわれた。

　普通にあらわれたのでは、即座に殺されると思ったのだろう。

　その判断は正しかった。夜霧も、そこまで低姿勢な人間を一方的に殺すことはしないからだ。

　調停者は、レディーススーツを着た、人当たりのよさそうな女性だった。この姿も敵意を持たれないために選んだのだろう。

「あー、話ならさ、研究所の人としてくれる？」

　ちょうど、緊急信号を受けて、スタッフが駆けつけたので、朝霞はそちらに丸投げした。

　人類が絶滅するだの、最終判定プログラムだの、朝霞の手には余ると思ったのだ。

「いやあ、大変でしたねぇ」

　庭の隅でしばらくぼんやりしていると、研究員の白石がやってきた。

「どうなりました？」

「話はつきましたよ。人類の絶滅は撤回するとのことです。槐さん他、判定者の生き残りが持つ力も削除してくださるそうです」

「話がまったく見えないままなんですけどね。結局、あいつら何なんですか？」

「人類の創造主の使徒だと、主張しておられますね」

「マジで？」

「本当かどうかは知りませんよ。あくまで向こうはそう言っているというだけでして」

「創造主だかなんだか知らないけどさ。それって親子みたいな話でしょ。そうだとしたら、親だから子供殺していいみたいな話にはならないよね？」

　生み出しただけで生殺与奪権を持っているなどと思うのは、思い上がりにもほどがあると朝霞は思う。

「で、夜霧くんによる攻撃は勘弁してほしいということでしたが、いいですかね？」

　白石が夜霧に向けて言う。普段はΑΩと呼んでいるが、本人を前にして言うことは躊躇われるらしい。

「うん。もうしてないよ」

「何があったんですか？」

「彼らが言うところの天界？　にいる未出撃の執行者とやらも全滅したそうですよ。それで慌てて泣きを入れにきたってわけですね」

「何から何までうさんくさいなー」

「まあ、私もそのままを信じているわけではありませんが、何やら超常的な存在であることは間違いないんでしょうね」

　話が途切れて朝霞はなんとなく庭を見た。

　大量にあった死体は片付けられている途中であり、屋敷の修繕工事もすでに始まっていた。

「やっぱりさ、ここに人を入れるのはダメだと思うんですよね」

「でも、今回の件はここだったからこそ解決できたんじゃないですか？」

「んー、でも人類絶滅計画がどこかで実際に遂行されてたら、夜霧くんが反撃しちゃうんじゃないですか？」

「まあ、そのあたりは実際になってみないとわかりませんしねー。では私はそろそろ」

　そう言って白石は帰っていった。

「槐、大丈夫かな」

　夜霧がぼそりと言う。

　槐は騒動の後いつの間にか気を失っていたため、そのまま地上の医療施設へと運ばれたのだ。

「怪我とかはしてなかったから大丈夫じゃない？」

　朝霞はあえて軽く言ってみた。今回のような事件の場合、心の問題のほうが大きいだろうとは思うが、そんなことで夜霧を思い悩ませても仕方がない。

「また遊べる？」

「元気になったらね」

　希望と不安が入り交じった表情を夜霧が見せる。

　それぐらいならどうにかなるだろうと、朝霞は安請け合いをしてみせた。
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ホラー










　夜のガルラ峡谷。その森林部。

　そこに装甲車が止まっている。

　その側には、テーブルと椅子が用意されていて、照明で照らされている。

　そこで夜霧と知千佳は食事を取っていた。

　装甲車の中で食事を取ることは可能で、普段はそうしているのだが、たまには気分を変えようということになったのだ。

「しかしまあ、こんなもの今の時代になんの役に立つんだと思ってたようなことでも、なんだかんだ、案外使えるものだったりするんだよねぇ」

　そう言いながら知千佳が見ているのは、テーブルの上に並べられた料理だ。

　そこには鹿の様々な部位を調理したものが置かれている。

　知千佳が仕留め、捌き、調理したものだった。

「肉を解体できるってすごいよね。俺、こんなのどこから手をつけていいのかまるでわかんないよ」

　夜霧は素直に感心していた。

「普通の家ではこんなことやってないって知ったのは、中学生になってからだったよ……」

『まあ、何かの参考になることもあろうかと、壇ノ浦では獣の解体は一通りやらせておるな。人間を解体できる機会があればベストなのだが、今の時代、中々そうもいかぬしな』

「どの時代でも人間解体すんのはおかしいと思うよ!?」

「えーと、うん。いいお嫁さんになれそうだよね？」

　気を使ったのか夜霧がそんなことを言う。

「こんなスキルは主婦にいらないんですけど!?」

　けれど褒められている気がまるでしなかった。

「まあ、おいしいし、いいんじゃない？」

「いいのかなぁ。つーか、普通の人は引いちゃうんじゃないかなー」

　けれど夜霧は当たり前のように受け入れている。それは悪い気はしなかった。

『でだ。食事を楽しんでいるところになんなのだが、敵っぽいのが近くにおるな』

　もこもこの警告を聞いて、知千佳は立ち上がった。

　まわりを見る。確かに何かがやってくるような気配があった。

「高遠くんはわかる？」

「うん。何か来るね」

　すると、木々の影からゆっくりと何者かがあらわれた。

　緩慢で、ぎこちない動きをするそれは、歪な姿をしていた。皮膚と肉が腐れおち、ところどころ骨が露出しているそれは、明らかに生きてはいないはずだった。

　だが、生きているとはとても思えないのに、それは動いていた。

「ゾンビだー！」

「どうやって動いてるんだろう？　筋肉なんかは断裂して機能してなさそうだし、呪いの類で動いてるなら、もっと素早く動いてもよさそうなもんだけど」

「やけに冷静だな！」

　見るからにおぞましい化け物の登場に慌てていた知千佳だが、あまりに動じない夜霧の姿に冷静さを取り戻した。

　腐った死体がぞろぞろとあらわれる。

　いつの間にかそんな連中にまわりを囲まれていた。

「死ね」

　夜霧が一言、そう言い放つ。

　それだけで、得体の知れない者どもは、次々に倒れていった。

「まあ、そりゃそうなんだけどさ、死んでるのに、死ぬとかもう意味わかんないよね……」

「俺、ホラーゲームとかも好きでさ、よくやってたんだけど」

「唐突だな！　いや、連想するのはわかるけどさ！」

　知千佳は椅子に座り直した。

　夜霧は最初から何も動じていなかったので、食事の手を止めてすらいない。

「ゾンビのやつ、初代は初見のインパクトはあったしホラーだったんだけど、４ぐらいになると、もうただのシューティングだよな。出てくる敵は片っ端から撃ちまくれって感じになっちゃってるし」

「あー、私、警察署に謎の仕掛けがあるのが気になって仕方なかったんだけど」

「まあ、それは言いだすとキリがないよな。写真機で攻撃するやつでも、霧の街をうろうろするやつでも、脈絡のない謎解きばっかだしさ」

「あれっているのかな？　ホラーと関係ないよね？」

「いらないっていえばそうなんだけど、まあ、ゲームだからなぁ」

　夜霧はそのあたりは割り切っているようだった。

「かと言ってさ、そんなからくりのあんまりないゲームだと、敵が無敵で何度倒しても復活するホラーゲームとかになっちゃってむかつくんだけど」

「あれは……ある意味パズルゲームだよな。敵の移動パターンを把握して、ここで殺して、こっち行って、復活するから、今度はこっちの奴を殺して、みたいな」

「ゲーム的攻略を考えはじめちゃうと、もうあんまり怖いとは思わなくなってくるし、ホラーゲームで難しすぎるのも善し悪しだよね。難しいほうが追い詰められてる感とかはあるかもしれないけど、あんまりにも難しいと、怖いってよりは、もうどうやってここをクリアするべきかってことばっかりになっちゃってさ」

「まあ、ホラー要素とゲーム要素の両立は難しいよな」

「って、なんでこんな話してるんだろうね、私たち……」

　ゾンビの残骸に囲まれながらそんな話をしているのは、どこかシュールな状況だと知千佳は思った。













あとがき










　お買い上げありがとうございます！

　３巻目を無事出すことができて実にありがたいのですが、さらに嬉しいことに１巻の増刷が決まりました。これは皆さんの応援のおかげです。これからもますます頑張っていきますので、よろしくお願いいたします！

　さて、だんだんと書くことがなくなっていくあとがきですが、２巻に引き続き、読者参加企画でお茶を濁そうかと思います！

　まずは３巻登場分の当選者の発表です！




・秋野ソラ

・深井聖一

・ヤラ・レッター




　この三キャラです。

　今回は八名の応募の中からの抽選となりました。

　このうちの一名は、あとがきを読んで葉書で応募してくださった方です。まことにありがとうございます。いやー書いてみるものですね。ファンレターは初めてでした。感謝感激です。

　そして、今回も読者が考えたキャラを登場させるご購入感謝企画を行いますが、少しばかり内容を変更します。

　前回までは「雑魚敵募集」だったのですが、今回からは「登場キャラ募集」となります。

　これは、キャラ名考えて送るのはいいけど、死んじゃうのはやだなーと思う方もおられるかなというのもあるのですが、最大の理由は、作品中に出て来た瞬間に「あ、こいつ死ぬんだ」とネタバレになってしまうからですね。

　まあ、敵はだいたい即死してしまう作品ですので、さほど問題はない気もするのですが、それでも多少の不確定部分は残しておかないと、などとも思いますのでこのようにした次第です。

　ですので、３巻から登場する三キャラも死ぬかどうかはわかりませんよ？

　では、今回も募集要項を掲載します。




　①登場させたいキャラの名前

　②設定などあれば１４０文字ぐらいのテキストか、イラストなどで説明してください。（※ツイッターで募集していましたので、それに準じております）設定は無理に書く必要はありません。名前だけでも結構です。




　締め切りは特にないですが、その時書いてる巻に間に合うぐらいのタイミングで抽選を行います。当選は二、三名の予定ですが、これは話の都合で増減いたしますのでご了承ください。




　宛先はこちらです。

　〒１０７－００５２

　東京都港区赤坂２－14－５　Daiwa赤坂ビル５階

　アース・スターノベル編集部　藤孝剛志




　注意事項です。

・公序良俗に反する名前、他作品のキャラを想起させるものは対象外とします。

・本編に出てこられそうなのにしてください。無理な感じのキャラは対象外となります。

・すぐに退場するかもしれませんがご了承ください。「一言も喋らずに死ぬ」「出てきた瞬間に死ぬ」「主人公に会うことすらなく殺される」などがありえます。




　で、今回のＷＥＢ版との違いはといいますと、




・幕間に２巻に出てきた人たちのその後を追加。

・毎度恒例の夜霧の過去編の書き下ろし




　のような感じですね。

　文章の修正などはいつもどおりいろいろとやっております。




　あと、宣伝なんですが、「小説家になろう」さんで、新作をはじめました。

『美脚ミミック、ハルミさん　～ユニークモンスター成り上がり伝説～』（http://ncode.syosetu.com/n7374dz/）です。

　足の生えた宝箱が、冒険者どもをなぎ倒すモンスター成り上がりものです。こちらもよろしくお願いいたします。




　では謝辞です。

　担当様、毎回ギリギリな感じで申し訳ありません。

　イラスト担当の成なる瀬せちさと様。今回もますます素敵なイラストをありがとうございます。

　ツイッターでは、２巻発売時にもカウントダウンイラストを投稿していただき、まことにありがとうございました。いや、もう、本当に感謝することしきりです。

　このカウントダウンイラストは成瀬先生のpixivにまとめられていますので、そちらでご覧ください。どれも素敵なイラストばかりです。




　で、４巻ですね。

　３巻を読んでいただければおわかりのように、話は途中な感じのところで終わっておりますので、これで４巻が出なければ怒られてしまいそうな感じです。

　なので４巻は出るはずです。

　ただこの先も出し続けられるのかはまだわかりませんので、今後とも応援のほどよろしくお願いいたします。

　では。４巻でまたお会いいたしましょう！





藤ふじ孝たか　剛つよ志し
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即死チートが最強すぎて、異世界のやつらがまるで相手にならないんですが。３
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		16話　これはこれで新しい壇ノ浦流ということで



		17話　こんばんは。私、賢者のシオンと言いますが覚えていらっしゃいますか？
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